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私たちがこの﹁異同﹂の研究で先ず明らかにしようとしたのは、一九三七年﹁十二月十三日﹂の記述の異同で
あった。そこでまず十二月の研究に取り組んだのだが、そうこうするうちに大きな壁にぶつかった。邦訳版によれば十二月の分量は七十五頁から一六〇頁までの八六頁であったから、そのくらいの分量ならば何とかなると思ったのが誤算だった。異本の異同を比較する際に土台とする本を底
そこ
本ほん
と言うが、本稿の底本の﹃南京上空の敵
機﹄は十二月だけで邦訳版の四倍に近い三一三頁に上る。いかに分量が多いことか。私たちの準備不足が露呈した。　
そこで私たちは方向転換を余儀なくされ、底本の最初から、すなわち分量のあまり多くない﹁九月﹂から取り
組み、ようやく連載三回目にして﹁十一月﹂まで漕ぎ着けることができた。いかに遠回りしているか。私たち自
共同研究
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身が一番痛感していることであった。 ﹁十二月﹂を理解するには﹁九月から十一月﹂までの異同を理解する必要もあろうと、何の根拠もなしに自らに言い聞かせて来たのだが、それが結果的にはよかった。この﹁十一月﹂は通説を疑問視させる記述を幾つも含んでい のである。安全地帯の記入された地図と安全地帯の腕章　
南京の安全地帯はいつ水面下から表面化したのかと言えば、邦訳版にも﹁十一月十九日⋮⋮国際委員会が発足
した﹂ ︵五三頁︶とあるよ に 十一月
十九日
000
であった。この日、非戦闘員の避難場所として中立地帯を作ろう
とする南京の欧米人は国際委員会を立ち上げて、 ﹁私︵ラーベ︶が委員会に参加したいか﹂ ︵
ob ich der 
K
om
m
ission beitreten w
olle ︶と打診してきた。それまでラーベはその存在に一言も触れていなかったから、そ
の日初めてその存在を知ったと言って い。ラーベは参画に﹁同意﹂し それから三日後の二十二日
0000
、推され
て委員長にも就任 。そして同日
00
、国際委員会は安全地帯に指定する地域を日シ両軍に電報で提案した。
　
以上の十九日と二十二日の日付を念頭に置きながら、ラーベが十一月十七日
000
に﹁安全地帯の位置
0000000
を書き込んだ
南京市街図﹂と﹁安全地帯腕章﹂ ドイツ向けに船便で発送したという一節︵本書二二六頁︶を読んだとき、私たちは驚きを禁じ得なかった。十七日に、すなわち参加 打診される十九日
000
の二日前に﹁地図﹂と﹁腕章﹂を発
送していたというラーベは、
十七日以前に
000000
、安全地帯設立計画を知っていたとしか言いようがないのではないか。
　
それともラーベ自らそれを自作したのであろうか。そう考えられないこともないが、荷造りその他でてんてこ
舞いのラーベにそうするだけの余裕はなかっ であろう。それよりも何よりも安全地帯の範囲
00
や腕章の図案
00
が決
まって なければ、誰にもそれは作りようがなかった。それゆえその範囲もその 案も 六 よりも遙か前に
0000000000
決
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まっていたに違いない、つまり誰かが安全地帯を構想しその実現に向けてどこかで着々と下準備していたに違いない、と考えざるを得 のである。しかもそう考えることは、ラーベが初めて国際委員会から参加を打診されたという十一月十九日、 ﹁あの︿安全地帯﹀案は
ほとんど奇跡のように進んでいる
000000000000000
﹂とヴォートリンが日記に記
す驚き 、矛盾するどころか、ぴったりと符合する。南京キリスト者戦争救済委員会から安全地帯国際委員会へ　
ローマは一日にしてならずと言うが、市民のための避難地帯としての安全地帯の淵
ルーツ
源を辿っていけば、上海で
張治中上海南京戦区司令官が日本海軍を攻撃した一九三七年八月十三日、南京でクリスチャンが﹁婦女子救済班﹂︵A
 Section for the R
elief of W
om
en and C
hildren ︶を結成した日にまで遡
さかのぼ
る。それが九月二十六日に﹁南京キリス
ト者戦争救済委員会﹂ ︵
T
he N
anking C
hristian W
ar R
elief C
om
m
ittee ︶に発展的解消をとげた。
　
以下に、南京女子大のミニ・ヴォートリンの日記に基づいて記せば、この﹁南京キリスト者戦争救済委員会﹂
こそ﹁今冬の難民問題は大問題になる﹂ ︵本稿一三五頁︶と憂慮していた。周知のように、これが後の国際委員会の大問題となるのだが、そこでこの救済委員会は 月二 一 ︵木曜日︶午後四時にロッシング・バック邸で形式ばらない非公式 連絡協議会として﹁広報 ﹂ ︵
Publicity C
om
m
ittee ︶を立ち上げた。ベイツ教授、ス
マイス教授、馬市長ほか十人が出席している。それがバック邸で開かれたのには、バック教授がすで 南京 脱出しており、しかも十月十四日以来そこでベイツ教授、スマイス教授、ウィルソン医師 ミルズ師たちが共同生活していたからであろう。この後も毎週木曜日午後四時からバック邸で、これが定期的に開かれること なる。　
その南京キリスト者戦争救済委員会は十月三十一日﹁家のない避難民をどうするか﹂という問題に直面してい
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51巻２号　（2017. １）　（　　）36
論　　説
た。十一月四日︵木︶にはバック邸で定例の広報委員会が開かれる。七日には﹁下関負傷兵招待所﹂を開設し、十一日︵木︶の広報委員会で 中央宣伝部副部長︵
the head of the International Publicity C
om
m
ittee ︶の董顕光
が会いたいと言ってきたので﹁彼の問題を議論する﹂ため翌週木曜日の十一月十八日に会おうと決めていた。安全地帯のアイデアが出た は十一月十六日であった　
その間に南京には総計一万以上の負傷兵が南京に送り込まれてきた。そして所によっては腐敗する死体の死臭
が漂う一方、 ﹁出て行ける者はほとんど出て行く﹂というなか、十一月十六日﹁五万 シナ兵が城内 入った﹂ 。そして翌十七日 全官庁が南京撤退中の大混乱の最
さなか
中に﹁国際委員会﹂が結成された。
　
このようななか注目すべきは次の十八日
000
︵木︶の記述である。
﹁今日非公式の広報委員会で私たちは︿
安全地帯
0000
﹀
の計画
000
︵
the plan for a “ Zone of Safety” ︶にかんする報告を聞
いた。何と多くのことが成し遂げられてい ことか、滅多にないことだ。そのアイデアは
0000000
僅わず
か二日前に言及され
000000000
たばかり
0000
。大きな影響を与える国際委員会が昨日結成
0000
され、明朝には馬市長と会見する﹂ ︵傍点訳者︶
　
このようにヴォートリンは十八日の日記に﹁国際委員会が昨日︵注、
十七日
000
︶
結成された﹂と記す。一方、ラー
ベは唐突に﹁十一月十九日
000
⋮⋮国際委員会が発足した﹂と記す。どちらが正しいのか。時系列的に、十一月十六
日アイデアが出され、十七日国際委員会 結成され、十八日市長 の会見があるというふうに、日を追って順に記す前者の方が信憑性は高い。　
更さら
に注目すべきは、十一月
十六日
000
に初めて安全地帯のアイデアが出されたばかりなのに、すでにその時には
ラーベが安全地帯 地図と腕章を入手していたことであろう。そしてそれから三日後の 九日にヴォートリンが
176
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﹁あの︿安全地帯﹀の計画は
ほとんど奇跡のように進んでいる
000000000000000
﹂ ︵
T
he “ Safety Zone”  plan is going along alm
ost 
m
iracurously ︶と、驚喜していることだろう。
　
確かに十一月六日﹃チャイナプレス﹄が﹁上海南市の安全地域にかんし協定が成立、仲介者談﹂ ︵本書一九三頁︶
と報じているので、上海の﹁ジャキーノ地帯﹂の構想は南京にも十一月十日までには伝わっていたであろう。しかし南京では誰が安全地帯のアイデアを出したのか。誰がどこでそれを﹁奇跡のよう ﹂ 、つまり つ もどこでも取りかかれるようにこの間に││十一月十日頃から十六日までの一週間に││下準備してきたのか。以上のことが、定例の広報
00
委員会に参加していたヴォートリンでさえ知らない形で、それでいてラーベは知っていたと
しか言えない形で人為的奇跡的 水面下でお膳立てされていた。ラーベもヴォートリンも︵恐らくは他の外国人も︶安全地帯﹁計画﹂ 発案者を記してはいない。大きな謎なのである。安全地帯は無効であった
!?
　
安全地帯国際委員会は﹁
私的な
000
委員会﹂ ︵
Privatkom
itee 、本書二五八頁︶であった。ヴィッケルト版もそう伝
えているのに、邦訳版︵五九頁︶からはその﹁私的な﹂がすっぽりと抜け落ちている そのため私的委員会だとはこれまで私たちは知る由
よし
もなかった。その私的委員会は効力を有していたのか。
　
日本軍の見解は明快であった。南京という城塞都市のなかの中立地帯とは言葉の矛盾でしかないから、それは
認められない、しかし尊重 す 、という論理であった。　
一方、国際委員会の見解は本書二五一頁にあるよ に、 ﹁国際委員会は以上の取り決めが完了したことを
両国
00
当局に通告した日から
0000000000
、
安全地帯の効力が発生
0000000000
することを提案する﹂ ︵
T
he C
om
m
ittee proposes that the Safety 
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Zone becom
e effective from
 the date of notification by the C
om
m
ittee to the authorities of both sides that the 
understanding is com
pleted. ︶というものであった。
　
これによれば、国際委員会はまずシナ軍に軍事施設撤去・武装兵撤退・将兵立入禁止を約束させる。次いで、
その取り決めがシナ軍との間で完了した段階で日本軍にも通告
00
する。その日から安全地帯は効力を発生する、│
│と日本軍に約束していた。その通告
00
があったであろうか。右の国際委員会の論理からすると、安全地帯はつい
に効力を発しなかったのではないか。それとも有効だったとすれば、その根拠とはいったい何だったのであろうか。　
最後に、底本の﹁九月﹂は五三頁と少なく、 ﹁十月﹂が一三九頁になるのにたいして、 ﹁十一月﹂は二六六頁に
上っている。そのおよそ六割︵
58％︶の一五五頁が少量の写真も含めて新聞記事となっていて、 ﹁十一月﹂は新
聞記事の切り抜きが圧倒的に多い月であっ 他方、不思議なことに、多くの人がラーベ邸に早々と移り住んでいる。電灯廠所長の白、その友人の韓 いずれも本書二四二頁︶ 、電灯廠筆頭技術者の陸法曽と妻と従僕︵同二四六頁︶ 、ガウ将軍と従僕︵同上︶ 、煉瓦工場所有者で韓の友人の孫︵同二八九頁︶といった人たちの移住の事実を、私たちは初めて知らされたのであった。　
註１、
M
innie Vautrin’ s D
iary 1937, p.44, M
iscellaneous Personal Papers C
ollection, R
ecord G
roup N
o.8, B
ox 
206, Yale D
ivinity School Library.
十一月一日　
薄曇りの空。が、空爆はない。ゆっくり落ち着いて仕事につく。
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〔比較と研究１〕　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない。十一月二日　
大粒の雨が降る。山は見えない。雲があたり一面を覆っている。ところが九時十五分に警報が出た。得意先回
りはやむなく中止だ。九時半、またも警報解除となる。シナ軍機が我が家の僅か二百メートル上空に現れた後だった。聞くところでは、今も警報が出るのはシナ軍機が飛び立つときだ。そうすることで、シナ軍が飛行機をどこに隠しているのか、その場所が分からないようにしてい のだという。上海のシュミット
L.A
. Schm
idt ︶
氏から電報がくる。 ﹁生活必要品電報せよ﹂ 。これからするとママがきっ ひどく心配しているのだ。クネッケパン︵
K
näckebrot ︶を一杯に詰めた旅行カバンを天津から私に送れなかったものだから、今度はシュミット氏か
ら私に送ってもらいたいのだ。 ﹁大変感謝。現在生活必需品不足なし﹂ 答え おいた。実際、必要なものはまだ十分にある。クネッケパンはなくてもいいし グラウプパン︵
G
raubbrot ︶も間に合っている。
　
たった今、医者から戻る。砂糖はとらないよう、特に夜中の三時に時々強い動悸があるが神経性の現象なので
恐らく直せるとのこと ちょっと試してみよう。恐らくインスリンの摂り過ぎ のだ。　
蔣介石が上海の四行倉庫︵
G
odow
n ︶に最後まで残っていた﹁決死隊﹂ ︵
Todesbataillons ︶に撤退の命令を下し
た。
蔣介石、なかなかいいね！
 すでにその倉庫では百人の兵士が死んでいる。最後の一兵が撤退するまでにはさ
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らに損傷が出よう。しかしこれはシナ兵も状況によっては死ぬ覚悟でいる、その証拠があるというエピソードで終わった。〔比較と研究２〕　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない。一方、 ﹁破線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄で加筆された。他方、この十一月二日の記述は︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない　
この日の末尾に貼付された新聞記事と写真は以下の通りである。なお記事のニュースソースとしての﹁
T
-K
M
﹂
は﹁トランスオーシャン
- クオミンタン﹂の略であろうか。
　
写真説明
　
①上②下左﹁九月二十五日日本軍爆撃機の空爆後破壊された国家保健行政部︵
N
ational H
ealth 
A
dm
inistration
の仮訳、以下同
︶の構内と講堂﹂③下右﹁看護将校訓練院
T
raining Institut for H
ealth O
fficers ︶
の図書室の光景﹂④上⑤下左﹁十月二十七日シナ防衛軍 事前に用意されていた防御線まで撤退後の閘
ざほく
北。その
昼と夜。火災 炎 八マイル︵一二キロ︶にも達した﹂　
新聞記事
　
①﹁シナ軍最後の閘北要塞が陥落﹂ ︵独︶ 、②﹁歩兵部隊の街頭行進に歓呼の声、上海十月三十一日
︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、③﹁シナ軍歩兵大隊は西蔵路北の四行倉庫から撤退﹂ ︵英︶ 、④﹁蒋介石の子が射撃試合で勝つ、ベルリン十月三十日︵ハヴァス︶ ﹂ 英 、⑤﹁南京から 指令により歩兵部隊は四行倉庫から出る﹂︵英︶ 、⑥﹁南京が勇猛さを表彰、南京十月三十一日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑦﹁閘北の歩兵部隊の感動的な脱出を語る﹂ ︵英︶写真説明⑥﹁五十一歳の誕生日を静かに祝う蔣介石と夫人の寛
くつろ
ぐ姿、十月十八日撮影﹂ ︵英︶⑧﹁閘
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北最後の守備隊にシナ人は熱狂して敬意を表する﹂ ︵独︶ 、⑨﹁シナ政府は歩兵部隊を賞賛、南京十月三十一日︵中央通訊︶ ﹂ ︵独︶ 、⑩﹁ドイツ赤十字シナ 支援、ベルリン十月三十日︵
T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、
 ⑪﹁シナは和平に絶対反
対││顧維欽、パリ十月三十日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、⑫﹁日本との休戦交渉を外交部は否定、南京十月三十一日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑬﹁日本国内の意見一致、英国との断交を要求、東京十月三十日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑭﹁内蒙古自治政府樹立さる、北京十月二十九 ︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ ⑮﹁日本は休戦願望か、ロンドン十月三十日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑯﹁日本軍蘇州河を渡る、シナ軍は反攻に成功と伝える﹂ ︵独︶ 、⑰﹁世界の目はブリュッセルに、東アジア危機の九か国会議近づく、ロンドン 一月一日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、⑱﹁ 本軍機悪天候でも休まず﹂ ︵英︶ 、⑲﹁蘇州爆撃さる、蘇州 一月二日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑳﹁孤立 歩兵部隊、市参事会頭痛の種に﹂ ︵英︶

﹁機関銃の陣地が日本軍をクリーク沿いに釘付け﹂ ︵英︶ 、

﹁蘇州河のクリークで砲撃戦の死闘、
上海十一月二日 中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ ﹁日本軍部隊全滅、上海 一月二日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁ベルリ とブリュッセル、上海十一月二日論説﹂ ︵英

﹁蘇州河クリークで戦闘﹂ ︵独︶ 、

﹁シナ軍
K
w
angfu
前線に前進、
上海十一月三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁蘇州河で激戦、上海十一月三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英 ﹁東洋の戦争西側へ拡大の恐れ、ニューヨーク十一月二日 ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁ジーメンス、日本人の報告を否定、泰安
Taian
に代理店なし﹂ ︵英︶ 、
﹁日本軍機、二日で爆弾二五二六発投下、東京十一月二日︵同盟︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁九
か国会議非難の大集会今日南京で 、写真説明⑦﹁何が残ったか︵イ ターナショナルニュースフォト ﹂︵英︶ 、

﹁キスウィック路で銃撃と非難された空軍飛行士に無罪宣告、南京十一月一日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、

﹁雨
と機銃が敵の前進を阻止﹂ ︵英︶ 、
﹁敵爆撃で湖南の村に死傷者多数、
H
engyan
十一月三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁蘇州七度爆撃、蘇州十一月三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英 、
﹁広東九龍線また爆撃、広東十一月三日︵中央通訊︶ ﹂
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︵英︶ 、﹁記者におもてなし﹂ ︵英︶ 、﹁爆撃機、上海西の村を爆撃、死者百五十人﹂ ︵英︶ 、﹁日本の蘇州空爆に効果なし、蘇州十一月二日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、

﹁飛行機が広東九龍線を爆撃、広東十一月二日︵ロイター︶ ﹂
︵英︶ 、﹁危機に瀕する文明、社説十一月二日﹂ ︵英︶ 、写真説明⑧﹁日本の爆撃機を見守る︿防空壕﹀に飛び込む直前の韓、ラーベ、
Liu 、
C
hang ︵撮影はトランスオーシャンのアイグナー︵
E
igner ︶ ﹂
十一月三日　
相変わらず素晴らしい雨天。午後二時四十五分警報、しかし十五分後にまたもや警報解除となる。なぜ警報が
鳴ったのか、誰にも分からない。おそらく私の昼のひとときを邪魔しようとしていただけなのだろう。ささやかな喜びすら嫉
ねた
んでいるのだ。
　
当地の新聞の一つに先日短かい記事が出た。城内の地下壕は使えるの 、即ち十分な強度で建てられ十分に安
全が保障されている 当局が全て検査するという。そ 時はその記事に価値があるとは思ってもいなかった。内密に今伝えられ ところでは、それは﹁老
鴉ラーベ
﹂ ︵
Laogoa ︶と署名された上海のドイツ語新聞﹃東アジアロ
イド﹄の私の陽気 記事の結果だというのだ。そうでないとしても、いい考えだ。私にはどちらでもよい。必要なら問題の欠陥地下壕を造り直させるか改築させると 新聞記事は述べて るが、検査しても多分結果はどうってことないだろう。実際に爆弾に耐える地下壕は残念ながら大金持ちにしか作れないの から。それには太い幹の竹ないしは鉄道 レール、実に多く 砂、そしてまた鉄筋コンクリートが必要だ。
T
ungtung m
eola! 。
そんな
ものは残念なが 我々にはない。〔比較と研究３〕
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このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない。 ﹁
T
ungtung m
eola! ﹂
は﹁統統＝全て、没了＝なくなる﹂ 、家も、金も、な という意味であろうか。十一月四日十一月五日　
雲で覆われた空。ときおり雨がぱらつく。日本軍機は現れなかった。しかし悪い事に私は見事に風邪をひい
た。頭痛がするうえ、低体温、喉の痛み、しわがれ声、咳 脈拍九十五 動悸、このため夜は一睡もできなかった。医者は﹁大したことない﹂と言う！
 人
は
よ
い。
自
分
で
は
病
気
だ
と
よ
く
分
か
っ
て
い
る。
し
か
し
そ
れ
以
外
に
も
まだ何かどうも本来の自分ではない。というのは昨夜﹁警報﹂が鳴ったが 私は確かに耳にしていない。だ らまだ﹁間抜け﹂で ある だ。そう っちゃ けない。そこで医者は︵おそらく間抜け対策に︶ヤトレン、ディギタリス、パンフラヴィン、アダリン、ブロームを処方した。更にお願いしてアスピリンももらった。請求書︵薬は現在当地では三倍の高値︶を見たとき、私はもう半ば回復していた。あと半分 もう少し安く ればよいのだが。　
ママは何も気づいていないだけだが、さもなければ││日本軍に構わず││津
しんぽ
浦線︵注、天津浦口線︶伝いに
歩いて天津から南京︵注、浦口の対岸︶へ走って よう。それはそ と トラウトマン夫人︵ドイツ大使令夫人︶が当地へ到着した後だけに、それでもママをまだ南京に来させることができないのか、思案中だ。大使館にできることは我々にだってできるのだ！
 それが私の考えでは実際無分別であっても！
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〔比較と研究４〕　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では十一月四日と五日の記述は全て削除されている。従って邦訳版にもない。　
この日の末尾に付された新聞記事の切り抜きは﹁九か国会議開催﹂のみである。
　
この十一月五日をもって、 ︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄第一巻は終わる。偶然の一致か、戦後になって初め
てヒトラーの議事録から知られたこととして、ヴィッケルトはこの十一月五日を﹁ヒトラーの支配の歴史における転換点﹂だったと述べている で、それを引用する。　﹁この一九三七年十一月五日はヒトラーの支配の歴史における転換点だった。戦争をして他の国々を︿電光石化﹀に襲撃すると、この日初めてヒトラーが決心したからではない。それは恐らく彼の古くからのトラウマであったが、そうではなくて二人の担当大臣と三人の権限 有する国防軍最高司令官 前でその秘密を漏らしたが、ほかならぬこの日だったからだ。　ヒトラーは彼らの前で平和を愛する政治家の役から、未来の偉大なる軍司令官、英雄、世界史の道具と て自
らを夢見る 恍惚の人へと舞い上がった。こ 瞬間のもつ重要性を彼は意識して たようだ。それはヒトラーの芝居じみた前口上と、 ︿死去﹀した際にはそ 考えを遺言による遺産 みなして欲し とい メロドラマ ような願望か 分かるのである﹂ ︵
W
ickert, John R
abe, S.358. ︶
　
この日の末尾に貼付された新聞記事と写真は以下 通りである。
　
①﹁九か国会議開催、ブリュッセル十一月二日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、②﹁現代イギリス外交政策の基本方針、
ロンドン十一月一日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、③﹁国際共同は介入にあらず、東京十一月三日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、④
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　（　　）　51巻２号　（2017. １）45
共同研究 ジョン・ラーベ「日記」の異同について（三）
﹁ベルリンで信頼される男蔣介石﹂ ︵独︶ 、⑤﹁日本は経済制裁にどう答えるか﹂ ︵独︶ 、⑥﹁泰安
Taian
にジーメ
ンス代理店はない﹂ ︵独︶ 、⑦﹁日本軍太原まで五十キロ、北京十一月三日︵
D
.u.R
︶ ﹂ ︵独︶ 、⑧﹁ブリュッセル会
議招待を拒否する日本について南京の声明、南京十一月二日︵中央通訊︶ ﹂ ︵独︶ 、⑨﹁ベルリンの蔡
 Pa-lie
将軍︿お
よそ六カ月以内に決定﹀ 、ベルリン十一月三 ︵
T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、⑩﹁作家が九か国条約の歴史的背景を調査、
W
oo K
iyatang
寄稿﹂ ︵英︶ 、⑪﹁敵二千クリーク横断の激戦に、上海十一月四日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑫﹁日本軍
敗残兵投降、上海十一月四日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑬﹁更に敗残兵殺害、上海十一月四日︵中央通訊︶
｣ ︵英︶ 、
⑭﹁浦東民家破壊、上海十一月四日︵中央通訊 ﹂ ︵英︶ 、⑮﹁シナ軍山西の北で戦略的撤退達成、太原十一月四日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑯﹁津浦戦線不変、済 十一月四日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑰﹁上海南市に難民キャンプ設営をシナ軍承認、上海十一月四日︵中央通訊︶ 英 ⑱﹁敵兵満載の列車 十二両満洲へ、済南十一月四日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑲﹁会 失敗ならシナ 抵抗を継続、 十一月三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ ⑳﹁上海南市の避難続く﹂ ︵英︶ 、

﹁日本軍山東初爆撃、済南十一月四日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、

﹁ルビコンの戦闘ほとんど変化なし﹂
︵英︶ 、﹁会議開幕、列強の道義的関心強まる
　
フランス代表が虐殺と残虐行為に言及⋮⋮、ブリュッセル十一
月三日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶

﹁世界の目はブリュッセルに、ブリュッセル十一月三日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、

﹁シ
ナの立場、上海十一月四 、論説 ︵英︶ 、表紙①﹁第一巻終わり﹂ ︵願わくば第二巻はこんなに厚くならないよう！︶ 、表紙②﹁手書きの飛行機の絵
　
第二巻／Ⅰ﹂ 、表紙③﹁私の愛しのドーラへ
　
南京、一九三七年十一月六日﹂ 、
愛する妻に　
愛するドーラへ、私たちの二十八回目の結婚記念日︵一九三七年十月二十五日︶の心に沁みる贈り物として。
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二十八年前の今日、十一月五日、私たちは天津で新婚旅行を終えた。今また君は天津に、残念ながら一人でいる。でも泣いたりはしない、悲しくな から。　
南京、一九三七年十一月
 
お前のジョニー
〔比較と研究５〕　
このように、 ︵一︶の一九三九
年の﹃敵機﹄の十一月六日の冒頭に掲げられた﹁愛する妻に﹂と、写真、及び写真説明 、 ︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄では全て削除されている。従って︵三︶のヴィッケルト版にも︵四︶の邦訳版の訳にもない。なお︵ ︶の一九三九年の﹃敵機﹄の第二巻はこのあとの十一月六日から始まる。南京
00
、一九三七年
00000
十一月六日
　
ハンブルック子とベルリンッ子が出会うと、大抵は意見の食い違いが出る。それが非常に古くからの反目の基
礎を何か成しているに違いない。ベルリンッ子は皆、大口ー・・・ ︵
Schn...e ・︶ 、つまり弁舌が巧みで如才がない。
大尉  「そして今後も特派員殿には切に望みたい。くだら
ない事は報告しないよう。ここで鳴き叫ぶ鴉
カラス
（ラー
ベ）のことなど、いちいち触れる必要はない！」
通信 員「了解、大尉殿。あなたのことには触れないこと
にします！」
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私は勿論ハンブルクッ子の側だ。ハンブルクッ子は多分ちょっと大袈裟に言う。それゆえ事によればそれに応じて発言内容を割り引かねばならない しかしベルリンッ子は法螺を吹く。これはもっと始末が悪い！
 ベルリンッ
子はたとえば﹁馬鹿は直らない、だからつける薬もない。アスピリンでも効かない！﹂と言う。そんなことはない。私にはアスピリンが効いたんだ。今日はだいぶ気分が良い。三日間も蛙は 変 病気だったが、再び書いている。ありが や！　
日本軍は私の病気に││
ひどい風邪だったので││
実に尊敬すべき配慮をしてくれた。この三日間というも
の、何もなかったも同然だった。少なくとも南京では。だから私は戦況全般に心を痛めることも く十分に休養できた。　
シナ人は今ブリュッセルで開催中の九か国会議に大いに期待している。アメリカがと、いつも言われるのだ
が、そのうち分かるでしょう、アメリカが我々を助けてくれると！
 ど
う
か
な。
願
う
の
は
い
い
が、
そ
う
は
思
わ
な
い。英国の対日貿易が後退 ているという不平の声がすでに英国では大きくなっているが、それとても英国が日本では嫌われているからなのだ。そして﹁ポンド﹂ないし ﹁金ドル﹂が問題であ とき、英国もアメ カも冗談が分からない。初めに取引︵
G
eschäft ︶ありきであって、そのずっとずっと後になってシナ人民などなどがく
る。なんといっても英国はシナの かでも揚子江岸における貿易上の利益をしっかりと守らねばならな 、しかしそのためには日本と戦争を始めねば らないなどと、本当に言えるのだろうか。いいや、そうは言えない！
 と
いうのは、つまり英国 日本でも投資してきたじゃ いか それもか りだ。英国に当て嵌まることは同じくアメリカにも当て嵌 る。それゆえにだ、いったいブリュッセル会議のどこから何が出てく うの 。妥協の平和をもたらそうとするだろうが、シナがそれは望まな 。シナが要求しているのは、九 国に保障されたシナ
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の不可侵性がとにかく守られることなのだ。ひょっとして支援のために制裁が発令されるかも。しかしそれも実に疑わしい。というのは、日本はすでに脅している。石油禁輸など 制裁が課せられるや、シナの沿岸の封鎖を強化する、すなわちその場合には欧州列強 アメリカが今なお享受しているあらゆる特権が終わ と。それ ら日本はシナに宣戦布告しよ ！
 これまでは友情ある紛争でしかなかったのに！
 可哀そうなシナ！
　
驚きだ。シナ軍というのは傭兵の軍なのだが││というのは一般兵役義務が南京から命じられているが勿論実
施されていない││そのシナ軍が、記事を読むと、よく訓練された日本軍を上海で打ち破ってい というのだ。確かに、最良の南京部隊が上海に派遣された。ドイツ人顧問団がここ南京で養成した部隊だ││その三分の二はもう戦死したそうだ││しかしその最良の部隊ですら装備が行き届いていないとき何が出来るというのか。装備の点ではものすごく不足している！
 日
本
の
近
代
的
な
軍
備
は
重
火
砲、
無
数
の
戦
車、
爆
撃
機
な
ど
を
備
え
て、
シ
ナ
軍
のそれをまさに遙かに凌駕して る。これを無視して議論 るこ はで 。日本は攻撃 なぜそんなに先延ばししなかったのか、それをかなりよく知って たの 日本だ あと四、五年もすれば十中八九は成長したシナの国民軍に、日本は立ち向 うことになる。そんな危険は冒したくなかったのだ！〔比較と研究６〕　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除 る。従って︵四︶の邦訳版 もない。冒頭の﹁読点﹂を付した箇所は、 ︵二︶ 一九四二年 ﹃爆撃﹄で削除されており、 ︵三︶のヴィッケルト版でも削除されているので︵四︶の邦訳版にもない。
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編者のヴィッケルトは十一月六日
00
の記述の冒頭から傍線箇所の﹁可哀想なシナ！﹂までを全て削除しながら、
驚いたことに、その削除したあとに、十一月八日
00
の記述の一部を挿入している。それが邦訳版の十一月六日
00
の冒
頭にある次の部分にあたる。　﹁
今日出張先で、あれこれいやなニュースを耳にした。中国人の間では、だんだんと︿もうどうでもいいや・
ムード﹀が広がっているように思える。リーベもこの間こんなことをいっていた。発電所で働く労働者たちに、︿いっそ共産主義者になったほうがましなのではないか﹀と聞かれたというのだ。今日は今日で、内緒だが、といって、ある人が次のような話をしてくれた なんでも、インテリの中国人はみなボルシェヴイズムに身をささげるべきだと思っているとい 。 ﹂　
つまり右の記述はもともと︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄の十一月八日
00
の記述であった。このあと邦訳版は
ヴィッケルト版に基づいて﹁ や、驚いた。⋮⋮中国とはくらべものにならない﹂と続けて十一月六日を結んいる。　
一方、削除された傍線部分はラーベの国際政治にたいする注視と関心をしめす箇所でもあった。ラーベが﹁万
事シナ贔屓﹂とはいえ東アジアの国際政治の動きに注意を払っていたことは、こ ほかにも六 の記述の後に貼付された新聞記事からも窺え 。従って﹁序文﹂のなかで、 ﹁ラーベは実務家だった。実務的なことは何であれ上手であっ 。政治に んしては、基本的に、シナや、ドイツ シナ貿易、ドイツのアジア政策 か する限りにおいてのみ関心を持っていた﹂ ︵
S.9. ︶と編者のヴィッケルトが言うのは、やや正確ではない。
　
この日の末尾に貼付された新聞記事は以下の通りである。なお⑨と⑩の間 空白部分にラーベの次のタイプ打
ちがあることをお断りしておく。
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﹁
万事シナ
0000
贔びいき
屓︵
0
bei aller Sym
pathie für C
hina
00
0
00 00
0
0000000
0
00
0
00000
︶とはいえ、これだけは言っておきたい。顧維鈞博士は現在ブ
0
000
0
00000000000
0
000000000
リュッセルのシナ代表だが、ほかならぬこの人のお陰で我々はオーバーシュレジアを失ったのである。当時国際
00000000000
0
0000000000000000000000000000000
0
0000
連盟からその決定をゆだねられたのが彼だった。数百万を抱きしめるため彼は我々を裏切った
00000000000000000
0
00000000000000000000
││ということは
000000
この地のドイツ人の間では公然の秘密である
00000000
﹂
　︵注、右に﹁読点﹂を付した箇所は、 ︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄で削除され、 ︵三︶のヴィッケルト版でも削除されている で︵四︶ 邦訳版にもない︶ 。　①﹁日本のグループが共産主義を非難、東京十一月三日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、②﹁日本軍太原まで十二マイルか、
北京十一月四日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、③﹁車両二十二両済南通過、済南十一月四日︵中央通訊︶
｣ ︵英︶ 、④﹁青
色ジャケット︵訳註、日本軍︶乍浦
C
hapoo
の北、金山衛に上陸、上海十一月五日︵中央通訊︶
｣ ︵英︶ 、④﹁顧
維鈞︿ぜひとも和平を﹀という考えを一蹴、ブリュッセル十一月四日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、⑤﹁代表団が非公式会議、ブリュッセル十一月四日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、⑥﹁いいかげんな雰囲気と報告、東京十一月四日東京︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、⑦﹁英米戦線見える、ブリュッセル十一月三日︵トランスオーシャン・国民 ﹂ ︵英︶ 、⑧﹁歓迎されるポルトガルの姿勢、ブリュッセル十一月四日 ハヴァス ﹂ ︵英︶ 、⑨﹁オランダ上海領事出席、ブリュッセル十一月三日︵ハヴァス ﹂ ︵英︶ ⑩﹁自動車部隊 津浦戦線沿いで奇襲攻撃、済南十一月五日 中央通訊︶ ﹂︵英︶ 、⑪﹁クリーク沿いにシナ軍は大激戦を待つ﹂ ︵英︶ 、⑫﹁侵入軍が蘇州河クリーク南岸で強硬な抵抗にあう、上海十一月五日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑬﹁
K
iangchiao
攻撃さる、上海十一月五日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑭﹁
Patzechiao
で戦闘、上海十一月五日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑮﹁一三〇〇年前に王女が建てた
N
iangtze
関、南京十一月四日︵中
央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑯﹁平和への意思、論説﹂ ︵英︶ 、⑰﹁各地で日本軍爆撃機五機をシナ軍撃墜、蘇州十一月五日︵中
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央通訊︶
｣ ︵英︶ 、⑱﹁日本軍機撃墜、嘉定
K
iating
十一月五日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑲﹁浦東の大爆発は地雷が
原因か﹂ ︵英︶十一月七日　
相も変わらず激しい雨。願ってもない天候だ！
　
最近の食事には不満がある
しかしまだ見抜けないでいるのは、 ﹁不満があった﹂のか﹁奉公人が悩みの種﹂だっ
たのか、だ。というのは我が家のナンバーワンのボーイが三日間の休暇をとっている。彼は不在期間中の代わりの者を寄こした 口では言えないほど嬉しいことに、その男は典型的な純粋の上海のピジン英語を話す。朝食時二人 間で今日は次の会話となった。　
主人﹁オーイ、ボーイ、ハムと卵の味はどれも魚のような味がするぞ。どんな風にやってるんだ﹂
　
ボーイ﹁鶏はだめよ、ご主人様。今時、いい犬︵
chow
︶ 、手に入らないよ、魚だけよ﹂
　
主人﹁しかしバタ はどれも同じ味だが。君は牛も犬 も同じだと思っているのか﹂
ボーイ﹁私、手抜きないよ、ご主人様。牛に聞いてみるよ﹂　
ドイツ語でなら。
　
主人﹁オーイ、ボーイ、ハムと卵焼きは魚 味がするぞ。どうしてだ﹂
ボーイ﹁鶏はだめよ、ご主人様。今ではもうちゃん した食べ物は手に入らないよ。手に入るのは魚だけよ﹂主人﹁しかしバターも全く魚の味がするが、牛も魚を食っているとでも言うのか﹂ボーイ﹁もう全然わかりません。いつか牛に聞いてみるよ﹂
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さあ、実に知りたいものだ。牛︵
K
uh ︶は何と答えるのか！
 フ
ラ
イ
パ
ン
を
ち
ょ
っ
と
綺
麗
に
し
さ
え
す
れ
ば、
魚
油のような味は消せるだろうに。一度提案してみよう。というのは、まず間違いなく、私の地下室の住人は皆、同一の、つまり私のフライパンを使っているんだから。このほかには新しいニュースはない！〔比較と研究７〕　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版で 全て削除されている。従って︵四︶の邦訳版 もない。　
この日の末尾に貼付された新聞記事と写真は以下の通りである。
　
写真説明
　
①﹁フランス租界に入ろうとする数千の難民。十月三十一日徐家匯
Siccaw
ei とペタン通りの曲り
角で︵チャイナ・プレス︶ ﹂ 、②﹁孤立の歩兵大隊長晋謝元︵
H
sieh C
hin-yuan
の音訳︶大佐。シナ防衛軍の歴史
を作る。 ︵インターナショナルニュース︶ ﹂ 、③﹁楊恵敏︵
Yang H
ui-m
in
の音訳︶嬢。 ︵
P.O
uyang 、C
.H
.W
om
g
撮影︶ ﹂ 、
④
 ﹁四行
倉庫︵
Joint Savings Society ︶ 。この建物に包囲されていた︿孤立の大隊﹀に楊恵敏がシナ国旗を持ちこ
むことに成功﹂ 、⑤﹁ジャワ生れの八十八師将校
H
uang T
he-m
ei ︵
O
oy T
ik-bie ︶中尉。彼の父はジャワの裕福な
華商︵チャイナプレス︶ ﹂ 、⑥﹁十月二 七日、ドイツ大使オスカー・トラウトマン、上海市長愈鴻鈞を表敬訪問。その隣は現ドイツ総領事
R
.C
.W
.B
ehrend
と市政府秘書
E
rnest Tong 。 ︵
C
.H
.W
om
g
撮影︶ ﹂ 、⑦﹁孤立の大隊を攻
撃のため蘇州河を航行中イギリス防衛地区を通過しようとしてイギリス軍に停止させられた日本軍の監視船︵picket boat ︶二隻の内の一隻﹂
　
新聞記事
　
①﹁イーデン、極東の紛争で英米の仲介に賛成、フランスは傍観、ソ連は控え目、顧維欽博士シナ
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の立場を説明、ブリュッセル十一月三日︵
T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、②﹁悲観的な雰囲気、ベルリン十一月四日︵
T
-K
M
︶ ﹂
︵独︶ 、③﹁日本はどんな条件を出すか？
　
ブリュッセル十一月四日﹂ ︵独︶ 、④﹁日本は経済制裁にどう答えるの
か？﹂ ︵独︶ 、⑤﹁蘇州河クリークで大規模戦闘なし﹂ ︵独︶ 、⑥﹁ブリュッセルが公平な仲介者として日本に提示、ブリュッセル十一月五日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、⑦﹁進展なし、 十一月五日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、⑧﹁シナの将軍、日本の内政の急変を予言 ベルリン十一月三日︵
T. ︶ ﹂ ︵独︶ 、⑨﹁敵の波状攻
撃、蘇州ク ーク南で不動のシナ軍 十一月六日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑩﹁上海南市上空偵察行動、上海十一月六日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑪﹁一進 退の作戦、上海十一月六日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑫﹁無言の目撃者、論説﹂ ︵独︶⑬﹁江蘇省南部海岸に敵大軍上陸 上海十 月六日︵中央通訊 ⑭ 日本軍の攻勢を阻止、太原でシナ軍、南京十一月五日︵ロイター︶ 英 ⑮ 日本軍太原まで六キロ、北京十一月五日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、⑯﹁撤退を達成、南京十一月五日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑰﹁日本はルター博士 言を誤引用とドイツ領事が非難⑱﹁上海の自動車サービスマン浦東出張から戻らず
｣ ︵英︶ 、⑲﹁今やシナに正式に宣戦布告をと東京は考える、
東京十一月五日︵トランスオーシャン ⑳ 乍浦
C
hapoo
に上陸、シナの戦線分断か﹂ ︵英︶ 、

﹁東
京の宣戦布告不確実 ベルリン十一月五日︵ロイター ﹂ ︵英︶ 、

﹁決定されず、東京十一月五日︵同盟︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁東京は宣戦布告するとの噂、ブリュッセル十一月五日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁正式の戦争という考えが好
ましい、 十一月五日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁終戦の きなし、東京十一月五日︵ロイター︶ ﹂ 英︶ 、﹁上海南市の安全地域にかんし協定が成立、仲介者談﹂ ︵英、十一月六日チャイ プレス︵中央通訊︶ ﹁日本軍機三機がボーイスカウトとガールスカウト四十人を爆撃、上海十一月六日 中央通訊 ﹂ ︵英︶
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十一月八日　
ようやくからったとした日、ずっと雨続きだった。秋晴れの空に爆弾もない！
 尊
敬
す
べ
き
日
本
軍
殿
は
我
々
の
ことをお忘れなのか、上海でお忙し過ぎるのか、どちらかだ。その上海ではお先真っ暗に見える！　
こちらでは﹁大掃除﹂だ。町の到る所で地下室を乾かしている。二、三カ所で軍と消防が手伝っている。私の
ところではその必要は い。確かに我々のところの地下壕は地下水が二フィート︵注、約
60センチ︶あった。し
かし自力で、つまりバケツと缶づめの缶 、すっかり汲み上げた。　
今日は仕事回りをしていて︵
A
uf m
einer G
eschäftstour ︶相当悪い情報を拾った。シナ人の間に﹁どうにもな
らない︵
N
itschew
o-Stim
m
ung =es m
acht  nichts ︶という気分﹂が次第に広がっているようだ。先日、リーベ氏が
確かに言ったことには、電灯廠︵発電所︶ 労働者はかなり赤く染まっているという。
 共産主義者になるのが
遙かにまし のではないか そうあけすけに質問してきたという！
 ロ
シ
ア
人
が
こ
こ
で
秘
か
に
強
力
に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダしてきたようだ。今日、仕事友達︵アメリカ 留学 た男、名前は言いたくない︶がここだけの話だがと言ってきたのだが、も もアメリカ人やヨーロッパ人がブリュッセルの九か国会議でシナを見殺しにしようも なら、教育を受けたシナ人たちは皆ボルシェヴィズムに身を捧げるべきだという意見だという。シナ人の日本嫌いはひどく、日本に支配されるくらいならロシアに支配された方がいいというほどだという。素晴らしい見解だ！
 感
謝
し
ま
す。
そ
れ
で、
だ。
こ
れ
か
ら
先
ど
う
な
る
の
か。
自
動
車
で
の
上
海
と
の
往
来
は
昨
日
以
来
遮
断
さ
れ
て
い
る
そう 。上海の英字新聞が初めて来ない。 ︵つまり十一月七日の新聞が︶ 。
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〔比較と研究８〕　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない。　
一方、 ︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁破線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあるが、
︵三︶のヴィッケルト版では既述のごとく﹁十一月六日﹂に移されており、邦訳版でもそうなっている。　
従ってヴィッケルト版は十 月八日
00
の本来の記述を全て削除して、空白となった十一月八日
00
に、十一月九日
00
の
記述の一部││﹁聞くところによると⋮⋮どうかわれらを守りたまえ﹂ ︵邦訳版
44頁︶││を移している。それ
ゆえヴィッケルト版も邦訳版も十一月九日
00
を空白としているが、その九日
00
は空白ではなく実際には以下︵本稿一
九七頁︶のように続くのである。〔比較と研究９〕　
ラーベはラジオで上海からの英語放送を自由に聴取していた。英字新聞を読むのも苦労しないほど英語には堪
能であった。そのラーベが﹁十月十六日
　
雲一つない青空。不思議 長く平穏だ。鉄道部、交通部
000
、中国銀行を
訪ねることができた﹂ ︵本稿一 九頁︶と書いているのを見て、不思議な感にとらわれ ものだった 私たちは観光の際は建造物を訪ねる。が、仕事や用事の際は人を訪ねる。ラーベは訪ねた人の名を明記していなかった。そしてそれからおよそ二十日後の十一月八日、ラーベ ﹁仕事友達﹂ ︵本書一九四頁︶に触れた際 、その名については﹁アメリカに留学した男、名前は言いたくない﹂とわざわざ括弧内に注記して明記していなかった。アメリカに留学した男と 英語で自由に意思の疎通ができたが、その男の名は自由 は書け かった。　
なぜラーベは名前を隠したのか。ありのままに書けば困ったことになる、と考えたからであろう。仮にもコロ
195
51巻２号　（2017. １）　（　　）56
論　　説
ンビア大学に学んで帰国後は対外宣伝の総元締めとなった董顕光であったと書けば、或いは国際委員会の一員として戦後東京裁判に出廷するなど重要な役割を演じた
交通部
000
の許伝音︵イリノイ大学博士︶であったと明かせ
ば、いったいその﹁仕事﹂とは何であったのかという疑問が浮上してこよう。もっ もアメリカ留学組はこの二人とは限らないから、早計は禁物であろう。それ以外の第三者であ 可能性は残るのだが、それでもその場合は名前を明か も、困ったことにはならなかったであろう。ともあれ﹁これは日記││事実の報告││である﹂︵本稿一八頁︶と言いながら、これは事実あるがままの報告ではなかったと言わねばならない。　
この日の末尾に貼付された新聞記事は以下の通りである。
　
①﹁日本はシナに宣戦布告するのか
　
東京十一月五日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、②﹁太原の運命決定か
　
北京十一
月五日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、③﹁常徳占領さる、北京十一月五日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、④﹁日本軍陣地蘇州河クリーク南側に繋がる﹂ ︵独︶ 、⑤﹁天津のルター博士の意見を誤報、上海十一月五日︵
T. ︶ ﹂ ︵独︶ 、⑥﹁ドイツの和平
仲介なし、ベルリン十一月五日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑦﹁南市協定調印﹂ 独︶ 、⑧﹁蔣介石代理人ブリュッセルへ向け出発、ベルリン十一月五日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑨ 会議、日本に回答、ブリュッセル十一月四日︵
T
-K
M
︶ ﹂
︵独︶ 、⑩﹁シナはイタリアの態度に満足、ブリュッセル十一月四日︵
T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、⑪﹁シナ軍重爆撃のもとク
リーク南部の強固 陣地二か所から撤退、上海十一月八日︵中央通訊︶ ︵英︶ 、⑫﹁リンカーン路付近で戦闘、上海十一月八日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑬﹁
Patzechiao
また攻撃さる、上海十一月八日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑭﹁虹
橋路爆撃さる、上海十一月八日︵中央通訊 ﹂ ︵英︶ 、⑮﹁シナ代表 直接対話拒否の噂 ブリュッセル十一月七日︵トランスオ シャン︶ ﹂ ︵英 、⑯﹁提案された上海南市難民地帯を正式承認、上海十一月八日︵中央通訊︶ ﹂︵英︶ 、⑰﹁敵上陸部隊は淅江岸征服、杭州十一月八日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑱﹁自己信頼
｣ ︵英︶ 、⑲﹁シナ軍が
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石家荘
Shihchw
ang
に向け前進
　
日本軍孤立十一月八日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑳﹁シナ軍撤退、河南十一月八日︵中
央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁山西政府移転、臨汾十一月八日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁北京と承徳を結ぶ鉄道、敵が計画﹂
︵英︶ 、
﹁ソ連大使館から挨拶﹂ ︵英︶ 、
﹁松江は空爆後撤退﹂ ︵英︶ 、
﹁列車の乗客を爆撃、蚌埠︵
Pengpu ︶
十一月八日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁蘇州十五回爆撃、蘇州十一月八日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁日本軍機墜落、蘇州十一月九日　
素晴らしい飛行機日和。ところが、空襲がない。おそらく上海の出来事と関係しているようだ。今日も上海の
新聞はきていない。上海のラジオは上海陥落、つまり上海地方にはもうシナ兵はいないと伝えている。これで要するに上海から南京は切り離されてしまった。少なくとも当面は。陸路を問題にする限りだ。水路はまだ少しは通じているのか、近日中に分かるに違いない。これはすでに当地で一九三二年の初めに一度経験したことだ。 ﹃上海ポスト﹄がちょっと見られなくなったのは残念だが、それ以外に問題がないなら、何も言うことはない。しかしひょっとしたらこれに伴ってまだまだ悪い出来事があれこれ出てくるだろう たとえば生活必需品の不足などなど。これからどうな 当分は誰にも分からない。私はもうてんでわからない。　
韓氏は﹁シナ人は和解しない。チベットまで後退せざるを得ないとしても﹂と言う。しかしおそらくその点は
韓氏だけが決定するのではないだろう。上海の 本軍の将軍 確か松井といったと思うが、十日前のこと、シナ軍は十一月九日に上海から排除されるだろうと予言してい 。松井は正しかった。同時に彼は上海が陥落すれば戦争は終わるとも予告していた。この場合も彼が正し としても、私に 異存 な から正しいとしよう。シナ
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軍は実に勇敢に守った。それは日本軍でさえ認めている。戦争に勝てなかったのは、とにかく日本軍のような近代技術の装備がなかったからだ。太原︵
Taiyuanfu ︶もラジオによれば今日陥落したそうだ。これにより、言わ
れるがごとく、当地の我々は当分は途方に暮れる。ブリュッセルの九か国会議がシナの面子をつぶさずシナが受け入 可能な成果を実際に引き出せない場合 そしてそうなる気配がさしあたり濃厚なのだが︶ 、私の考えでは、日本軍の次の手は、シナ政府つまり 蔣介石元帥を南京から追放することだろう。私が思うに、それはさしてさほど難しくはない。しかし陸路の前進は間違いなく簡単ではない。私が知らされているかぎり一種 ヒンデンブルクラインがあって、そこを突破する際は多くの人命が失なわ よう 水路を選んでも簡単ではない。揚子江の機雷封鎖はともか 除去せねばならず、陰江︵
K
iangyin ︶の要塞も突破せねばならない。私の聞くところ後者は
大規模なガス攻撃によってのみ達成されるそうだ。それは勿論日本軍にもできると思う。しか このほかにも別の道があって、それこそまさにすでに以前から通告され強化されてきた南京空襲である。日本軍は私が聞く ぎり現在およそ六百機を上海 持 いる。最近の大規模戦闘の際 六十機ないし百機の爆撃機が戦闘機や味方の飛行機に守られながら爆弾を一斉に落としたという。そのような軍用機が南京を攻撃すれば目的を達成するであろう。そのことは疑い得 いから、神 誓ってもそうならないことを願って る。それで そうなれば、そ ときはも 確かにクトー号にいた ものだ。しかし縁起でも いことを言うべきじゃ い。がんばれ︵
toi toi toi ︶
じゅげむじゅげむ︵
drei m
al schw
arzer K
ater 、黒猫三匹︶アブラカダブラ︵
unpolierte H
olz ︶ 、などなど、
 
こんな予想 いい加減にやめよう。くよくよ すぎると悪くなるばかりだ。近代戦はやはりどっちみちこの世の伏魔殿であって、その点からすれば、新たな世界戦争がヨーロッパに意味するものと比べれば、我々がこのシナで経験していることはひょっとしたら子供の遊びでし ない。親切 運命が我々を恩寵に包んで守ってく
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ますよう。　
とても楽しいことが。たった今、北からの郵便が手に入る。ママの手紙は北京から十月三十一日付けで、オッ
トーからの手紙はザーレムから十月六日付けで、グレーテルからの郵便はハルテルンから十月九日付けで、これにはベルリン ヴィリーからグレーテル宛ての十月八日付け手紙を同封して。ウ ジーまでもが写真入りの手紙を同封している。たった一日で家族全員から良い報せが得られた。オットーからの知らせでは、ミュンヘンで兵士になる前に四、五日間、十月二十五日にはグレーテルを訪ねたいとのこと。グレーテルがベ リンから得た知らせは、ヴィリーが再びシナへ出て行くとのこと。 ︵その通りならば！︶ヴィリーはベルリンで一人暮らしをしている。〔比較と研究
10〕
　
このように十一月九日の記述は、冒頭から最後まで、 ﹁傍線﹂と﹁破線﹂が付されている。そのことからも分
かるように、この九日
00
の記述は︵三︶のヴィッケルト版では全て削除され、邦訳版にもない。ただ、すでに述べ
たように、ヴィッケルト版は破線
00
箇所のみ八日
00
に移している。
　
その際、ヴィッケルト版は﹁そのような軍用機が南京を攻撃すれば日本軍は
目的を達成するであろう
00000000000
﹂ ︵
W
enn 
eine derartige Luftflotte N
anking angreift, w
ird sie ihr Ziel erreichen ︶というラーベの第三者的な表現を一字一句
違たが
うことなく翻刻している だが、邦訳版は 本軍の攻撃力を過度に誇張した、 ﹁そんなので攻められたら、ひ
とたまりもない﹂とい 訳となっている。
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十一月十日　
曇った天気。低く垂れ込める雲。それでも午後一時二十五分に警報。およそ九機の日本軍機が町の上空を横切
る。激しい砲撃、だが成果はない。前後でドンという音がする。リーベは学校の入り口に立って私のツアイス製十八倍望遠鏡を手に空を観察していたので、最後になったリーベも含めて全員地下壕に入るよう命じる。近隣の屋根ががたがたと音を立て始めたのだ。高射砲部隊の砲撃の破片だ。こんな破片の雨でも怪我もなく無事でいられるのがいつもうれ 。しかし人々にちょうどよい時にそこに行くよう仕向けるの いよいよ難しくな きている。有り難いことに、これまでのところ何も起きて ない。そ め彼らは無頓着になって て、時 は大目玉をたっぷり落とさないと 危険だとは少しも思わない。地下壕がひどくぬかるんできた。地下水を外に出すのがひと苦労だ 何時間も汲み出さねばならない。
どこも滑りやすい。今日は階段の上から滑り落ちてしまっ
た。そこでまたそういうこ が起きないよう︵ズボンの尻が汚れるし恰好も悪いので︶煉瓦で階段を作るつもりだ。午後二時四十五分に危険は去った。シナの飛行機 一機 防衛に飛び立たないのに気づ される。もう一機もないのか 驚くべきことじゃないか！　
今日は我々のオフィスボーイ︵
T
ung ︶と我が家の苦力が一般兵役義務に招集された。二人とも三十代の前半
から半ばだ。恐らく朝早 数時間だけ訓練されて、その後は自由になる ろう　
現在ここで情報源となるのは、わずかにトランスオーシャン通信サービスと﹃チャイナプレス﹄南京版││
つ折り用紙を二倍にした大きさほどのくだらない新聞││だけだ。後者はほぼトランスオーシャン通信をコピーしていて、それに簡単な感動的タッチの﹁編集ノート﹂を添えるこ で、シナ軍の大損害を揉み消そうとしてる。勿論、上海のラジオが聞ける限り、何が起きてい か、事の重大性は正確に分か 。大き 期待は抱 て
200
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いない。状況は目下のところ﹁由々しい﹂が、それは我慢せねばならない！
 軍事顧問たちが上海の前線から戻っ
てきて報告するに 、前線の背後では軽傷を負った多数の兵士があちこち放浪している、規律を失っている、夜はモーゼル銃を手にしないかぎり外出 きないということだ！　
興味深いのは十一月八日東京発のトランスオーシャアン通信で、とりわけ次の記事があった。
　﹁
六か国はなぜ日本をワシントン条約に違反したと責められないのか。六か国は正確に知っている。同じ告発
がイギリスとアメリカに向けて起こりかねない。そうなっても全然不思議ではないからだ。たとえば一九二三年三月二十三日、アメリカとイギリスの軍艦が南京を砲撃した。そしてかかる行動を当時のアメリカは是認していた。そしてまた一九二七年イギリスの軍艦が、次いで一九三○年アメリカの軍艦がシナに敵対的攻撃を加 たことも、これは我々日本人に信じ込ませようとしているように自己防衛の措置でし なかった。当然、日本も、これと同じ権利を認められなくてはならない！﹂　
巧みな外交的駆け引きだ！
 当
時、
シ
ナ
で、
他
の
列
強
は
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
戦
っ
て
い
た、
或
い
は
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズムの干渉にたいして自己防衛していた。今日では日本がそうして るのに、と皆が叫ぶ。そしてヨーロッパではその種 メガネをかけた人が多数歩き回っているのだが、日本のメガネをかけて見ると、世界はまさに違って見えるのだ！〔比較と研究
11〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除さ ている。従っ ︵四︶ 邦訳版にもな 。
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〔比較と研究
12〕
　
一方、 ﹁低く垂れ込める雲。⋮⋮一時二十五分に警報﹂は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄では﹁一時十五分﹂
となっている。〔比較と研究
13〕
　
注目すべきは、ヴィッケルト版と邦訳版から削除された箇所の、 ﹁我々のオフィスボーイ︵
T
ung ︶と我が家の
苦力が一般兵役義務に招集された
000000000000
﹂という記述である。外国人特派員や芳根広雄︵海兵
51期︶の回想録﹃揚子江
物語﹄その他が回想しているように、蔣介石は兵隊が不足すると手当たり次第に若者を強制連行して兵隊に仕立てていた。これを﹁拉
らふ
夫﹂と言うが、南京でも一般市民を新兵として強制的に徴兵していたのである。南京戦に
動員するためであった。そのため﹁南京保衛戦戦闘詳報﹂や唐生智の﹁南京防衛の経過﹂が述べるように、 ﹁新兵が多く﹂ 、しかも﹁新しく補充された兵は訓練されぬまま第一線に投入され﹂た。彼らは
南京が陥落すると
当
然自宅に逃げ帰 であろう、それを日本軍は残敵掃蕩戦で摘発し事と次第によっては処刑するであろう、││ということは当然予想されることであった。その想定に立って、国民党宣伝部はそれを市民殺害として逆宣伝する、そのような戦略の第一歩がここに布石されてい のではないか。　
註１、拉夫については東中野﹃１９３７南京攻略戦の真実﹄小学館文庫、平成一五年、 八六頁。同﹃再現
 
南京戦﹄三六頁。長野朗﹃支那の真相﹄千倉書房、昭和六年、一八一頁。西尾幹二﹃ＧＨＱ焚書図書開封７﹄徳間書店、九五頁。南京戦史編集委員会編﹃南京戦史資料集１﹄偕行社、平成五年、六一四頁、六二四頁。〔比較と研究
14〕
　
このように﹁一九二七年イギリスの軍艦が、次いで一九三○年アメリカの軍艦がシナに敵対的攻撃を加えた﹂
1
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ことは、シナの主権と領土の保全を謳った九か国条約にたいする違反であった。　
この日の末尾に添付された新聞記事とは以下の通りである。
　
①﹁ブリュッセルの仲介構想は東京好まず、東京十一月八日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、②﹁日本の態度、
ブリュッセル十一月八日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、③﹁シナ代表団の姿勢固く、ブリュッセル十一月八日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、④﹁開会延期、ブリュッセル十一月八日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、⑤﹁爆撃機が爆弾百発を蘇州駅に投下、蘇州十一月九日︵中央通訊 ︵英︶ 、⑥﹁三人死亡、済南十一月九日︵中央通訊︶ ﹂︵英︶ 、⑦﹁飛行機と飛行士当地に移送、徐州十一月八日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑧﹁貨車十台の日本軍津浦前線へ、済南十一月九日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑨﹁
K
w
anchuang
奪還、
Tam
ing 、北平の南、十一月九日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
⑩﹁順徳、安陽奪還、河南の北・新郷、十一月九日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑪﹁河北の都市奪還 新郷、十一月九日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑫﹁当地の婦人たちは夫が戦うのを希望﹂ ︵英︶ 、⑬﹁虹橋ー龍華前線を新たに作るため、シナ軍戦略的撤退 上海十一月九日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑭﹁南市難民地帯、シナ人警官二〇〇 が巡視、上海十一月九十一月十一日　
やれやれ、曇りだ。しかし険悪な空気だ。私の地下壕は﹁ほぼ﹂乾いてきたので、石材を使って綺麗な階段を
幾つか作った。準備完了だ！
 朝
の
う
ち
は
良
か
っ
た。
静
ま
り
か
え
っ
て
い
た。
し
か
し
午
後
十
三
時
十
五
分、
リ
ー
ベ
と
座ってお茶を飲んでいると、下男が、ちょっとは急いで食事したら、 ﹁音報﹂つまり警報だ、と言う！
 私たちは
最初の警報を聞き漏らしていたの 。上海のラジオの美しい音楽に聞き惚れてい からだ。 争なのに、あちら
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では第一次大戦終戦記念日︵十一月十一日︶を祝っている。最後の一口を飲み込もうとしたら、ドーンときた。飛行機だ。数えると九機。どでかい爆撃機が一機、ゆ くりと我が家の方に進んでくる。それからそいつが更に低く降りてきたので、私は地下壕に潜った。そこにはもう私のシナ人の客が全員揃
そろ
っていた。ただリーベだけが
外に残っていた。以前学校だった家の入り口にいても、彼は十分安全だと思ったのだ。爆弾が北と南に雨霰と降る。高射砲と機関銃がおなじみの音楽の伴奏のように四方八方で響く。急に外で歓声が。高射砲 爆撃機の一機に命中したのだ。たちまち地下壕は空 ぽになる。皆、見 みたいのだ。飛行機が真二つになって、炎と煙をあげながら地上に落ちていく。五人から七人ほど 乗組員の ち二人が火だるまになって︵落下傘 しで︶飛び下りるのが見え 二十秒後には堂々とした爆撃機も残骸となって、残るは死体 けだった。午後二時十五分 全ての危険は去る。　
町ではまたもやとんでもない噂が飛び交っている。政府のどこからか、三日間の食事を作っておくようにとい
う警告が出たという。大規模な空爆が差し迫っているとか。そうなれば料理の時間はないからだと う それじゃ、三日間も地下壕に閉じ籠っていろということか。八日間も雨が降った後だから地下室はあちこちで雨漏りがしているというのに。素晴らしき将来かな！
 言
わ
れ
る
よ
う
な
ひ
ど
い
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
よ
い
の
だ
が。
一
方
で
は、和平交渉が密
ひそ
かにもう始まったそうだと語る者もいる。私に語られていることは賢明にも肯けることばかり
だ。勿論、私は何も知らない。他の人が聞いているこ か聞いていない れでもどっちみち齢を重ねた賢明な鴉
ラーベ
なので、自分の名声のためには何かをせねばなるまい！
　
今日またザーレムのオットーから十月十一日付の手紙が届いた。相も変わらずリンゴを摘み取っている。しか
しもうあまりない。あと十二日しかない。
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ママは今日私のいつもの電報を受け取った。 ﹁七時、すべてよし、
H
guk 、ジョニー﹂ 。
H
guk
とは﹁心からの
挨拶とキス﹂のこと、節約、節約だ！〔比較と研究
15〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない。　
また同じく破線を伏した箇所は︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄にはないが、 ︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄
に加筆されたのち、 ︵三︶のヴィッケルト版で削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない。　
この日の末尾に貼付された新聞記事は以下の通りである。
　
①﹁アジアについて意見交換のためブリュッセル会議休会、ブリュッセル十一月九日︵トランスオーシャン︶ ﹂
︵英︶ 、②﹁アジア紛争論評、ロンドン十一月九日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、③﹁日本軍艦六隻無益な爆撃で廈門を驚かす、廈門十一月十日 中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、④﹁上海で日本軍二千人増強﹂ ︵英︶ 、⑤﹁甘介侯博士︵訳註、前広東省
･
広州市経済委員会委員長︶世界の趨勢はシナに有利にと﹂ ︵英︶ 、⑥﹁日本の共産主義者怒る、社
説﹂ ︵英︶ 、⑦﹁アメリカの教会が侵犯者を非難、上海十一月十日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑧﹁浙江侵入者は軍艦に撤退、杭州十一月十日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ ⑨﹁避難民地帯はシナの主権を侵 ず、上海十一月十日 中央通訊︶ ﹂︵英︶ 、⑩﹁紳士対悪党、社説﹂ ︵英︶ 、⑪﹁日本軍南市攻撃開始、上海十一月十日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑫﹁シナの新戦線、上海十一月十日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑬﹁バリケード構築、上海十一月十日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑭﹁上海西部地区撤退、上海十一月十日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑮﹁敵爆撃機三機が大場鎮に爆弾投下 ⑯ 北平・
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河南の農民侵略者に武器を取る、新郷十一月十日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑰﹁日本軍敗北、済南十一月十日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑱﹁激戦が予想される、済南十一月十日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑲﹁爆撃機が黄河の橋を狙う、済南十一月十日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑲﹁太原攻撃、臨汾十一月十日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑳﹁シナ軍の勇気 再びドイツジャーナリズムが称賛、フランクフルトアムマイン十一月十日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁九か国
グループ結果の達成に結束、軍退去について蔣介石の説明、ブリュッセル 一月十日︵中央通訊 ﹂ ︵英︶ 、
﹁日
本は上海で譲歩を希望かとロンドンは見る、ロンドン十一月十日︵トランスオーシャン﹂ 英 、﹁イギリスのジャーナリスト日本軍 機銃掃射で死亡 上海十一月十一日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁日本の騎兵隊が津浦戦線
に駐屯、済南十一月十一日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、

﹁民兵が活動、河南の北、新郷十一月十一日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁日本軍の上陸部隊総崩れ、杭州十一月十一日︵中央通訊 ﹂ ︵英︶
﹁射撃名手、論説﹂ ︵英︶ 、
﹁無防備
の英国所有埠頭に日本軍上陸、上海十一月十一日︵中央通訊 ﹂ ︵英︶ 、
﹁戒厳令発令、上海十一月十一日︵中
央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁シナ軍の前線異常なし、上海十一月 日 中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁ 本軍戦車が上海に、上海十一月十一日 中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁首都南京で炎 する爆撃機に喝采、高射砲部隊が日本機二機を撃墜﹂︵英︶ 、﹁無錫の工場爆撃さる、鎮江十一月十一日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶十一月十二日　
大粒の雨が降っていて、幸
さいさき
先がいい。雨でなければ日本軍機が来訪していることだろう。昨日は一機でなく二
機も撃ち落とされた︵このことは敵方 とり人命のみならず更には約五 万ドルもの損害があったことを意味する︶ことになり、確実に 本軍は報復の飛行機を近々送ってくるだろう。
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この日はひどく滑稽な形で始まった。事務所のボーイの蔡︵
T
sai ︶が﹁警察はあなたにシナの旗を掲げるよう
求めている﹂というニュースを持ってきた。勿論、にべもなく断った。鉤
ハーケンクロイツ
十字の旗しか、ドイツ人としては掲げ
る気がしな 。ボーイの蔡は姿を消し、ボーイの張︵
C
hang ︶を送ってきた。その彼が言うには、 ﹁蔡は間違っ
てしまいした。旗は半旗にしたいのです︵私は昼も夜もドイツの旗を二本
靡たな
かせている︶ 。今日は公式には喪の
日なのです﹂ 。そこでドイツ 旗 半旗となった。それがほとんどここだけだった。そのときカレンダーに目がとまった。今日は故孫文博士の誕生日だと気づかされたので、さあ 腹の虫がおさまらない。大目玉を蔡と張くらわせ、旗をまた高々と上げた。今日は祝日だからシナの旗を何が何でも掲揚してほしいと うのが警察の願いで、それが表明され だけのことだった。退任したザクセン王はどう言ったか。 ﹁君たちこそ私にはすばらしき共和主義者だ﹂ 。そのことを私は使用人にも言った。し し 語で。しかも強調して！
 再
び
和
解
す
る
た
め
に、筵
むしろ
二十九枚︵いつもは十四ドルする︶を﹁決して強要﹂することなく五ドルで買った。地下室にふたをする
ためだ。雨が降ると鍾乳洞のようになりかねないのだ。　
一日がこんな風に始まると、大抵はこんな事が延々と続く。たった今、名前も聞いたことがないド ツ人の婦
人から電話が入ってきた。 ﹁ねえ ちょっと、すぐ技術者を送ってください 。ミシンが壊れちゃったの﹂ 。これに答えて、 ﹁奥様 こちらはジーメンスでして、シンガーで ござ ません﹂ 。そし ら、 ﹁分かってるわよ。シンガーにはもういったけど、馬鹿にもほどがある。それであ たのところに電話してるのよ。うち は電気ミシンですから！﹂と言うのだ。それでどうしろというのか。 も く明日ちょっと電話工事の孫︵
Sung ︶を行か
せましょう。今日 手がふさ ってますので。彼は電話整備工で から、今日はヘンペル ところで電気式氷冷庫︵
elektrische E
iskiste ︶を修理しています。どうやら仕事が回復しそうに見えるじゃないか！
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完全に途絶えていた香港からの電信がここにきて入ってきた。やっとのことで読めたのは、何
なにがし
某元帥︵Ｘ州の
総司令官︶を探し出すよう、元帥はジーメンスの重要な味方で、今後の取引を考えると最も友好的な関係を続けねばならないということだった。旅行中の元帥がひょっとして交際費を我々に持たせるようなことがあれば、香港は全額持とうと言ってきた。そ いうわけでホテルをしらみつぶしに覗いて、やっと元帥が見つかった。それから、そちらとは違って、シナでは当 り前のお辞儀を平身低頭深々と た。半時間も︵取引上は当たり前の︶ご機嫌をとった。そうして判明したことには こ 元帥は元帥でも何でもなかった。分かったことは、幕僚の筆頭か何かだった。顔が真っ青にな た。そこへホンモノの元帥が姿 現わした。そしてそれ らは順風満帆だった。やれやれ、今日 実に多くのことがあっ 今日のような悲喜劇はもうご勘弁願いたい これからリーベとヘンペルのところに行く 一杯呑むんだ！　
ミシンのご婦人からまた電話があった。やはり午後には技術屋を行かせましょう、奥様。勿論、喜んで。 ︵
私
にはどうでもいいこ 。もうこの人とは関係したくないのだ！︶〔比較と研究
16〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従っ ︵四︶ 邦訳版にもない。　
この日の末尾に貼付された新聞記事は以下 通りである。
　
①﹁防衛隊司令官が引き続き南市防衛と公言、上海十一月十一日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、②﹁ノースチャイナデ
イリーニュース シナの抵抗を称賛し日本を拒否、上海十一月十一日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、③﹁東京 新聞 英
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国を太平洋の第一の敵と呼ぶ、東京十一月十一日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、④﹁日本は共同租界規程の調整を要求、東京十一月十一日、 ︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、⑤﹁日本の新聞人が戦争物語を求め北へ移動、仙頭
Sw
atow
十一月十二日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑥﹁列強の東方の利害がブリュッセル会議の中心、シナ代表は仲
介計画を黙諾させられたと発言、ブリュッセル十一月十一日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、⑦﹁敵機十三機をシナ空軍が爆撃か﹂ ︵英︶ 、⑧﹁軍事司令部︵注、中支那派遣軍︶を東京が設置、東京十一月十一日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、⑨﹁浙江 江蘇 都市にまた空爆 杭州 月十二日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑩﹁洛陽に初空爆、洛陽十一月十二日 中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ ⑪﹁シナ軍の空襲で日本は警報という噂信じられず ⑫ 誤報、社説﹂ ︵英︶ 、⑬﹁
N
anziang
と安定を敵占領、上海十一月十二日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑭﹁シナ反撃、杭州十一月
十二日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑮﹁兵二万到着、蘇州十一月十二日︵ 央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑯﹁南市撤退、蘇州十一月十二日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑰﹁首都で孫文生誕記念祭の大集会﹂ ︵英︶ 、⑱﹁日本軍の
臨
県攻撃不成功か、済南
十一月十二日︵中央通訊 ﹂ ︵英︶ 、⑲﹁太原に精鋭部隊 臨汾十一月十二日︵中央通訊 ⑳ 自動車部隊が活動、新郷︵
H
sinhsiang ︶十一月十二日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁運命の部隊生存者に報賞﹂ ︵英︶ 、
﹁日独
伊の反共ブロックについてソ連の新聞が論評 モスクワ十一月 日タス﹂ ︵英︶ 、﹁東京の回答は秘密部会で検討、ブリュッセル十一月十二日︵トラ スオーシャン︶ ﹂
﹁回答の原文、ブリュッセル十一月十二日︵ト
ランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁新たな招待は不要 ブリュッセル十一月十二日︵トランスオーシャン︶ ﹂ 英︶ 、﹁ロ ドン驚く、ロンドン 一月十二日 トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁ドゥルボ仏外相ブリュッセルに
戻る、パリ十一月十二日︵トラ スオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁シベリア鉄道が軍需物資輸送のため平常の旅客運
送を一時停止、モ クワ十一月 二日︵トランスオー
﹁寧波への水路・甬江︵
Yungkiang ︶
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をシナ軍閉鎖と宣言、嘉興十一月十三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁二都市奪還、杭州十一月十三日︵中央通訊︶ ﹂
︵英︶ 、

﹁
Fenking
奪還、杭州十一月十三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、

﹁更に増援部隊が到着、蘇州十一月十三日︵中
央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁更に一万、崑山十一月十三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁シナ軍
Taiyuan
から第二防衛戦に撤
退、十一月十三日 中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁
Linchang で戦闘、
H
sinhsiang
十一月十三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、

﹁
Tam
ing で戦闘、新郷十一月十三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、

﹁シナの戦争は日本の自殺行為と東京の雑誌に、東京、
タス﹂ ︵英︶ 、
﹁数千の難民食料と家を奪われ南市の通りを徘徊、上海十一月十三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁上
海の食料不足心配なし、河氏談、上海十一月十三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁淅江へ休みなき爆撃が続く、杭州
十一月十三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁西安初めて爆撃さる、西安十一月十三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶十一月十三日　
またしても日本軍の評価を誤った！
 素
晴
ら
し
い
飛
行
日びより
和
なのに、思っていたような報復爆撃がこれまでのと
ころないのだ。勿論、だからといって、敵を褒めるつもりはない。たった今上海の運送会社の当地代表から、リーベ氏と友人のエメル︵
E
m
m
el ︶の冬のための装備品を入れたリーベ氏のトランクが、そしてまた吉安︵
K
ian
の
音訳︶のタービン組立用の特殊工具を納めた木箱が、 一月三日に上海をトラックで出発したものの全て被害にあったというニュースが届いたとあっては尚
なおさら
更だ。トランクは上海からこちらへくる途中、松江で立ち往生して
いて、そこが爆撃されたとき破壊された だった。そのとき私の生活用品を入れた木箱も駄目になっ 可能性がきわめ 高い。ここからトラックを迎えに行 た車が目的を果たさずに戻ってきた。輸送貨物は一つ残らず駄目になった。
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シナの郵便局はくたばらないでいる。ちょうど今、十一月五日の手紙と十一月六日から八日の新聞が上海から
届いた。そこに出ているのは目新しいことではないが、またしてもソヴィエトロシアとの友好をプロパガンダするお知らせである。十一月七日の﹃チャイナプレス﹄南京版はソヴィエト社会主義共和国連邦建国二十周年を祝う特別号を組ん い 一連の良い写真や論稿が載っていて、勿論 連は徹底的に美化されている。人は当然思うであろう、ロシアは地上の楽園だ、スターリンは平和の使者だ と。可哀そうなシナ。騙 のだ！　
補遺
　
十一月六日から八日の上海新聞の切り抜き、遅れて南京に届いた！
〔比較と研究
17〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない　
この日の末尾に﹁追加││上海から延着の新聞十一月六日から八日までの切抜き﹂として貼付されたものは以
下の通りである。　
新聞記事①﹁侵略者が赤軍に挑戦することにソ連代表団が警告、ニューヨーク十一月五日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、
②﹁列強は日本への覚え書きを手交す、ブリュッセル十一月六日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、③﹁和解のアピールを送る、ブリュッセル十一月六日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、④﹁顧維鈞 ドイツ帝国極東で仲介という噂を攻撃、ブリュッセル十一月六日︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ 、⑤﹁ベルリンの日本人は噂を否定、ベルリン十一月六日︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ 、⑥﹁ブリュッセルはドイツ仲介 噂に注目、ブリュ セ 十一月六日︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ 、⑦﹁ドイツ 楽観的ベルリン十一月六日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、⑧﹁仲介は不可能と言う、東京十一月六日︵同盟 ﹂ ︵英︶ 、⑨ 日本
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新聞はブリュッセル会議を軽視、東京十一月六日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、⑩﹁乍浦戦に当地のシナ軍は自信を表明﹂︵英︶ 、⑪﹁杭州湾上陸を発表、東京十一月六日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、⑫﹁ロバートソン失踪未解決のまま、 ﹂ ︵英︶ 、⑬﹁日本へのアピールをブリュッセルは合意、ブリュッセル十一月六日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑭﹁日本の態度、東京十一月五日︵
T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、⑮﹁日本の反応、東京十一月六日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑯﹁ブリュッセルが日
本に覚書を送付、ブリュッセ 十一月六日︵
T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、⑰﹁楽観主義は強からず、ブリュッセル十一月七日
︵
T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、⑱﹁シナは直接交渉を好まず、 、南京十一月七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑲﹁死者五三人、負傷者
一五一人、十一都市爆撃 杭州十一月七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑳﹁爆撃機が鉄路を吹き飛ばす 広東十一月七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ ﹁山東の町爆撃さる、済南十一月七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁シナ支持のデモがロンドンで、ロンドン十一月七日︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁フランス国際連盟協会が禁輸を主張、パリ十一月七日︵ハ
ヴァス︶ ﹂ ︵英︶ ﹁太原の英国人に不安、北京十一月七日︵ロイター ﹂ ︵英︶ 、﹁ 本軍太原入城 北京月七日︵ロイター︶ ︵英︶ 、
﹁日本軍機洛陽に飛来、洛陽十一月七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁ソヴィエトがシ
ナとスペインにアピ ル、モスクワ十一月七日︵ロイター︶ ﹂ 英︶ 、
﹁モスクワで大デモ、モスクワ十一月七
日︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ ﹁パリは日独伊防共協定の秘密条項を怖れる、パリ十一月七日︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁秘密条項を暗示するもの、ロンドン十一月七日︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁ワシントンは不安に、ニューヨーク十一月七日︵ハヴァ ︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁モスクワは心配せず、モスクワ十一月七日︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁ユ ゴースラヴィアは支持、ベルグラード十一月七日︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁ムッソリーニが歓待する、ローマ十一月
七日︵ハ ァス︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁新局面と表現、ベルリン十一月七日︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁鎮海︵
C
hinghai ︶グ
ループがブリュッセル九か国列強会議に打電、
Sining
十一月七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、 ︵写真説明︶ ﹁共同租界の
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海岸通り︵バンド︶が倉庫に﹂ 、﹁外国人を疎外しようとする小冊子、南京十一月七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁蔣介石にインタビュー、南京十一月七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵独︶ 、

﹁シナはいつまで戦争ができるか﹂ ︵独︶ 、

﹁シ
ナの上海戦線は背後を衝かれた、日本軍の杭州湾上陸﹂ ︵独︶ 、﹁日本軍戦車蘇州河を越える﹂ ︵独︶ 、﹁太原陥落、北京十一月七日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁作家ヴォルフ・シェンケ
W
olf Schenke
の﹃前線と戦闘﹄ ﹂ ︵独︶ 、
﹁価値ある否認、論説﹂ ︵英︶ 、﹁二つの基本的心理、上海十一月七日論説﹂ ︵英︶ 、﹁上海南市安全地帯組織者が本日協議﹂ ︵英︶ 、

﹁松江爆撃の恐怖を外国人目撃者が述べる、 ︵シナ情報サービスへの特別記事︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁日本軍が海岸からシナ軍を追って松江へと前進﹂ ︵英︶ 、﹁杭州湾で戦闘が拡大﹂ ︵独︶十一月十四日　
素晴らしい好天の日曜日。それに爆撃もない。韓が言うには、日本軍も日曜日は来たくないのだ、と。どうし
てそうなったのかは、彼にも分からない。多分、日本軍も一息入れたいのだ。そのことで思い出すのは、我々の昔の天津の買弁︵
K
om
prador ︶楊︵
Young ︶のことだ。実に怠け者だった。どの顧客を訪ね、どんな商取引をやっ
たのか、彼には日記に毎日記入させねばな かった。意地の悪さはついに変わらず、日曜日にはいつも﹁今日は神聖な日曜日な で、とても仕事をする気にも れない﹂と書いていた。　
今日では
シナ人は
みな大変悲観的だ。口をへの字に曲げてあちこち歩き回っている。それは勿論理解できる。
とにかく状況がひどすぎる だ。上海のラジオからは、日本軍は﹁流木止めによる遮断区域﹂ ︵
boom
︶つまり南
市︵
N
antao ︶近くの川︵注、黄浦江︶の遮断線を切り開いて、軍艦を上流に遡航させたというニュースが流れ
てきている。最初の﹁遮断区域﹂にしたこ は、恐らく二つ目三つ目の﹁遮断区域﹂ もするだろう。私にはも
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うとっくに恐怖︵
B
am
m
el ︶ ︵マミーの言う潜在意識︶があって、いつか日本軍が銃剣︵
K
riegs-T
schunken ︶を
身につけて下関に現われるのではないかと思う。艦砲射撃にはハンブルク人として必要な尊敬を抱いている。　
リーベ氏は今朝早く漢口へ行こうとしていたが行けなかった。ジャルディン社の蒸気船の最下等の船室しか取
れなかったと乗船券を手配した﹁ハプロ﹂は言う。それでは今回は気まづいのだ、ハプロの人が同行するから。私なら最下等の船室であっても我慢して、それから一等室に行って座り、船長か一等航海士が礼儀正しく私 もてなすのを待っただろう。イギリス人はヨーロッパ人にはいつも心遣いが上品なのだ。〔比較と研究
18〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除され いる。従って︵四︶の邦訳版に ない。なお文中の買弁︵K
om
prador ︶とはアヘン戦争後の南京条約︵一八四二︶によりシナ大陸に進出してきた外国人商人の雇う仲買
人のことで、シナ人と 取引交渉にあた 。ちなみに英語の
 com
prador ︵
e ︶ の語源となったのはポルトガル
語の
 com
prar ︵買う︶であった。
　﹁中国人の買弁も同じように金持ちになった。彼らぬきでは何ごとも動かなかった。練達の政治家として、彼らは取り引きの双方から利潤を吸い上げた。買弁の大物はまた秘密結社の古参幹部でもあった。紅幇の頭目は、フランス租界の植民地行政府が抱える密偵の親分││つまり犯罪の仲買人であっ ﹂ ︵スターリング・シーグレーブ﹃宋家王朝﹄上巻、田畑光永訳、岩波書店、平成二十二年、一一二頁︶ 。
〔比較と研究
19〕
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一方、ハプロ︵
H
A
PR
O
︶の正式名称は
H
a 00ndelsgesellschaft für industrielle Pro
000
dukute ︵直訳すれば工業製品売
買契約会社︶であった。武器商人ハンス・クラインの会社で、日本軍を悩ましたクルップ社製高射砲やラインメタルボルジヒ 製高射機関砲など武器に特化した工業製品を、ドイツ国防省に支持されて、シナ軍に数多く売り込んでいた。そのハプロの武器販売に、ラーベも関係していた。十一月十五日　
穏やかな秋晴。しかし上空では何かがある。確実に今日は訪問がある。昼頃に空は雲り、理想的な飛行日和。
しかし依然として静まり返っている。それから午後二時になって﹁音報﹂つまり警報が出た。十分後に二度目のサイレンが出る。午後二時半に六機の日本機が現れて高射砲の猛射を受けたが、成果はない。城内の南にはまだほかの爆撃機 い に違いない。機銃音と更に約十五発の爆弾の着弾があちらから聞こえてくるからだ。午 三時十五分に警報は解除された。大使館のフィッシャー参事官が言うには、クト 号のために無線短波装置︵drahtlose K
urzw
ellenstation ︶を買いたいのだが、上海のテレフンケン社の言うように三週間は待てない。私か
ら交通部にその種 装置を放 できな かと聞いてもらいたいと。かなり見込みのない企画だ。が、努力してみると約束した。 あと案の定、拒否された。が、政府は南京からまさに撤退しようとしていると、交通部で確信す 。交通部の廊下や事務室 トランクと箱で溢
あふ
れている。揚子江の上流の長沙に移るつもりなのだ。鉄道部
へ行くと、鉄道部も明日は荷造りとボーイの 人から内密に聞き出した。なぜなのか。日本軍は蘇州からおよそ五〇キロの崑山︵
Q
uinsan ︶のあたりにいる。いやもう蘇州を突破したと主張する者もいる。が、そうではない。
崑山にかんする情報は上海ラジオから確認されてい お茶を飲み ドイツ大使とトラウトマン夫人を訪ねる。
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そこでシュペーマン︵
Speem
ann ︶将軍と会う。将軍は太原から来ていた。クトー号はまず婦人たちと高価な物
品を漢口へ送り込むのだろう。それからまたここに戻ってきて大使館と残りの全ドイツ人を連れていくのだろう。シナ政府が逃げれば、そのあとを大使館はすぐ追わねばならない、そうしないと敵地に残ることになるから、と私に言う人もいる。私自身はどこへ行くのがよいかと熟慮し ると、シュレーダー博士夫人が夫と一緒にやってきた。あきれたものだ。よりによって、こんな危機的な時期に、シュレーダー夫人は漢口から南京に戻ってきたのだ。夫を連れていくつもりだと彼女は言う。そして、私をも連れて、と！
 漫漫的︵
M
am
andi 、
ゆ
っ
く
りやろう︶ 。お願いだ！〔比較と研究
20〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている 従って︵四︶の邦訳版にもない。十一月十六日　
雨天、訪問は考えられない。しかしいやな気分だ。南京には重圧がある。嵐の前のような。事務所のボーイた
ちはお叱りを受けた。地下壕に雨対策の被いをかぶせていなかったのだ 何でも私自身が考えなければ、何事も先へは進まない。蛇を入れた籠の中 鼠のよ 、皆 催眠術 けられたようにし いる。トランスオーシャン会社︵
T
ransocean-G
sellschaft ︶がお叱りを受けた。家の水道管はもぎ取る、洗面台は壊す、玄関口の閂はな
くすか盗んでいったからだ。少しずつ気分はよくなる。ハプロのメーラー︵
M
öller ︶氏と一緒にクルマで︵リー
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ベは鼻風邪で寝ている︶バターフィールド・スワイヤ︵
B
utterfield &
 Sw
ire ︶まで出かけ、彼とリーベのために
﹁ウーリン﹂号の乗船を予約した。十一月二十日、ここから漢口へ出航の予定だ。この蒸気船は限度以上に予約をとっているため、我々がとれたのは﹁甲板客﹂ ︵
D
eckspassage ︶でしかなかった。あまり良くはない。それで
も二言三言お世辞を使えばそのうち旅行中に の下にでも席が見つかるだろう。最も重要なことは二人が南京から出るこ 。大使館で言われた だが、クト 号は当初の予定通り婦人たちを漢口へと連れて行く ない。南京陥落という激変が近日中にも起こることを人々はもう折り込みずみなのだ。従って婦人たちは手荷物を持って十一月十八日に乗船し、下関付近に停泊中のこの蒸気船上で成 行きを 守るそうだ。漢口の手前でシナ軍がこれから航路を塞ぐかどうか それ次第ではドイツ人 乗せた船は漢口ではなく上海へと向かう。私はここで頑張り抜くと一日中しか 心に決めた。今、蘇州では、波のように後退する敗軍のシナ軍が掠奪に走っていると聞く。考えさせられることだ。その上、日本軍が南京に迫ってきて揚子江 から艦砲射撃をしても、南京は防衛できると信じる者がいる。
それこそ地獄だ！
 その反面、
私に頼ってばかりいる多くのシナ人はどうなるのか。
韓氏はまたも前貸し金をも っていた。妻子をなんとか早く済南経由で友 のいる青島に送りたかったのだ。今やもう移動の手段もないと彼は聞い 済南 手前の□□□？︵
Lokou
？︶で鉄道橋の一つが日本軍の前進
を困難にするためシナ軍により爆破さ たのだ 私はそれが原因だと見 た。しかし誰も私を信じようとはしなかった。それゆえ日本軍は揚子江岸の直前か、揚子江岸にもう来ているのだろう にかく韓は家族を恐らく漢口にでも送らねばならない。彼は家族 連れて行ってくれる親 い家族の出てくることをとりあえず待っている。あまり長びかなけ ばよいが　
上海から大量に手紙が届く。十一月六日から十日までの日付だ。それに十一月十日から十三日までの新聞も。
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カルロヴィッツのフィッシャー氏が水路と運河などを経由して、上海から戻ってきた。彼の報告では、ヴィッ
ツェル︵
W
itzel ︶氏は近々仕事で欧州へ行くが、家族││
妻と子││
はここに残るとか。やはりまだまだ勇敢な
人がいるんだ。それとも何と言うべきか。　
たった今、友人の陸軍通信学校︵
M
ilitary C
om
m
unication School ︶技師の王︵
W
ang ︶が妻と一緒に来た。二
人ともクトー号に乗りたい。夫人はオーストリア人だ。大使に問い合わせてみたが拒否される。妻はいいが、シナ人男性がそうであ ように夫は船に 乗れないのだ だが妻は夫を見捨てる気にはなれない。すぐに助言した、もし可能なら今晩にでも漢口へ出発するようにと。二 とも 変悲しそうに立ち去った。事と次第では百十二人のドイツ を収容しなくてはならないのだが、クトー号には五十席しかな のが実情だ。〔比較と研究
21〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている 従って︵四︶の邦訳版に ない。　
ヴィッケルト版︵ならびに邦訳版︶は十六日の﹁いつまでもぐずぐず ているわけにはいかない﹂ ︵本稿二一
七頁︶に続けて、 ﹁いまさら商売に精を出したところ じまらない。商談の相手もいない 世間では荷造りの真っ最中だ。⋮⋮どっちみち銀行も閉めたがっている﹂ ︵邦訳版四八頁︶というふ にこの日の記述を結んでいるが、これは︵一︶の一九 九年の﹃敵機﹄と︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄を見ると十六日 記述ではなく、次の十一月十 日の記述であ た。すなわち次頁の﹁それはさておきこれか 何か計画しても無駄だ 仕事の話をするものは一人もいない。どこに行っても至る所で荷造りだ。⋮⋮ ずれにせよ銀行 閉めたいのだ﹂ ︵本稿
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二一九頁︶がそれにあたる。〔比較と研究
22〕
　
ハプロや陸軍通信学校技師の王が友人として出てくることからも、ラーベはシナの軍部に少なからぬ友人を
もっていたと言えよう。不思議なことに、姓しか書かれていない。十一月十七日　
依然として雨天。これは大歓迎だ。南京の今日の騒ぎには爆弾も顔負けである。大通りは一晩中大変な混雑
だった。クルマがひ きりなしに、トラックや戦車までもがガタガタと音を立ててノロノロと通り過ぎていく。大がかりな政府移転 始まったのだ。シナ帝国大統領︵注、行政院院長︶の林森氏はもう出発した、という話だ私は韓の家族のことが心配だ。韓はすぐ できるだけ速やかに出発せねばならない。沢山の手紙が上海から遅れて届く。鉄鋼組合からの電報も。どれも五日から六日は延着してい それはさておきこれから何を計画しても
444444444444444444
無駄だ。仕事の話をするも は一人もいない。どこに行っても至る所で荷造りだ。私も うとう荷造りだ。私自
44
4
444444444444444
4
44444444444444
4
444444444
4
44
身の書きなぐった日記帳です もう梱包した。今は衣服だ。それから銀︵ れはどんな風に聞こえるかな！︶
4444444444444444444
4
4444
4
4444
4
4444444444444
4
、
0 
0
いくつか残っ いる物もすぐに旅行トランクに投げ入れ、それから私の住所のラベルを貼りつけた。銀行に行き
44444444444
4
44444444444444444
4
44444
お金を引き出す。現金を用意しておくよう忠告されたからだ。いずれにせよ 行も閉めたいのだ
4
4
444444444444444444
444444444444444
。昨晩遅くドイ
ツ人支援委員会︵
deutscher H
ilfsausschuss ︶の回覧︵十一月十六日付け第一報︶が回ってきた。その第五項に、
各世帯クトー号に乗せるボーイは一名までとある。これを読んで、私は韓を﹁ボーイ﹂としてクトー号にこっそり連れ込むことに決めた。
219
51巻２号　（2017. １）　（　　）80
論　　説
〔比較と研究
23〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、また﹁破線﹂を付した箇所は︵二︶の﹃爆撃﹄で加筆されたが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない。　
同じく﹁傍線プラス句点﹂を付した箇所はヴィッケルト版では十七日から十六日へ移されている。邦訳版はそ
れに従った訳である。　
このあと︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄の十一月十七日の件
くだり
には次の﹁ドイツ人支援委員会﹂の﹁お知らせ﹂
が挿入さ ているが、これは︵二︶の﹃爆撃﹄にはない。
一九三七年十一月十六日、南京、ドイツ人支援委員会︵
0000000000
0
0
0
00000000
0
deutscher H
ilfsausschuss
00000000
0
00 000000000000
︶
0
　
お知らせ
0000
　
第一報
000
１．
女性にとり上海への自動車旅行はほぼ不可能であり漢口への汽船も満席であるため、婦女子は即座にク
000000000000000000000000000000000000
0
00000000
トー号に移ることが早いほど得策であろう。手荷物は過度にならない範囲で持ち込みが可能であり、出来る
000000000000000000
0
00000000000000000000000
0
000
限り速やか クトー号に持参されたい。貨物室に保管されるであろう
000000
0
0000000000000
。
２．
ジャルディン社の艀﹁漢渦﹂ ︵
0
0
0
H
an W
o 
00
0
0
0
の音訳︶号が乗客と荷物をクトー号に運ぶであろう。第一便は今
00
0
000000000000000000
0
00000
年十一月十七日の午後三時から五時の間に出る 出航場所は中山路の終点、中山碼頭。荷物は午後
000000000000000000000000
0
0000000000
0
000
0
00000
三時までに中山碼頭まで。乗船客の乗船はシュプレンガー氏が担当する
0
00000000000000000000
。
３．荷物は各自手配して艀まで運ぶことが求められている。トラック一台の入手が試みられている
00000000000000000000000
0
00000000000000000
。
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４．船上の宿泊は大変窮屈になるであろう。一等船室には五十のベッドがあるが、南京には目下百十二人のド
0000000000000000
0
000000000000000
0
000000000000
イツ人がいる。そのうち女性は三十一人、子供が四人である。従ってドイツ人男性は大部分が応急処置とし
00000
0
0000000000
0
0
00000000000000000000
てシナ人用船室、食堂、甲板などに収容されるにちがいない。折り畳み式ベッドや寝具類の持参が望ましい
000000
0
0
0
000000000000000
0
00000000000000000000
。
５．従僕の同伴は極度に制限される。各世帯一名まで
0000000000000
0
0000000
。
６．現金は前もって工面しておいたほうがよい
00000000000000
。
　
このあと再び十一月十七日の記述が始まる。
　
技師の王がまた来る。お を無心したいのだ。丁重にお断わりした。数カ月前に彼が初めて借金したのは義母
と義妹を家に送った時だったが、お金は戻ってこなかった。支援委員会の通知を彼に見せて、彼の妻の﹁従僕﹂としてクトー号 乗るよう助言した。私がウィンクすると、直ぐ理解して満足げに出ていった。これでお金を節約すると同時に妻ともども安全なもてなしが受けられる。彼が去るや、エラ・ガウ︵
E
lla G
au ︶夫人︵ガウ将軍
の妻︶が娘 もどもやって来た。お二人︵夫人はドイツ人、娘は将軍の初婚時の娘でシナ人︶は北平︵注、北京︶から初めて来たばかりなので、南京はあちらより全て安全だというご意見だ 何ということを！
 し
か
し
も
う
事
情は呑み込 たご様子で、 し必要︵？︶ならクトー号に乗船する 乗船を拒否されるようなことはないように思うと語っていた。私にも、拒否はされないと思えた。私のところに来た理由は日本軍がきたとき彼女の豪邸を守るのを助けてほしいということだった。私はそれを承諾した。当然だろう。可哀そうにもラーベは至る所で何のために利用されるのだろうか！
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トラウトマン夫人は、いつものように途方もなく丁重かつ好意的に、失礼ですがを繰り返しながら、当地はご
不便では、本当に交流発電と二百二十ボルト電圧があるのですかと質問なさる。勿論ですとも、大使夫人。ありますとも！
 し
か
し
可
哀
そ
う
に
も
夫
人
は
何
か
を
悩
ん
で
い
る
に
ち
が
い
な
い。
大
使
館
は
発
電
タ
ー
ビ
ン
一
台
を
買
い
た
く
ないのじゃないかな。トラウトマン閣下殿には接続する勇気のない或る種のラジオ受信機のことだけが気懸かりなのだ。ちょっと失敬かな、こんなことをここであからさまに口にするのは。しかしそのころ大使館には﹁ブラウプンクト社製受信装置﹂ ︵
B
laupunkt-E
m
pfä nger ︶が突然現われて、我が整備工にはそれが接続できない。表向
きは、彼はラベルが読め らということになっているが、それはまやかしだろう 怠惰な奴はまさに自社製品││テレフ ケン 通 ︵
die Telefunken-A
pparate ︶││しか接続しないのだ。
　
今しがた下関から戻る。ご婦人の乗船や荷物の積み込みをちょっと見てきた。中山碼頭は相当に混雑していた
が、混乱は沈静化しているように見えた。すでに﹁従僕﹂を連れた王夫人もきていた。シュレーダー夫人も夫と一緒に。そのうえまたよく知った大勢の人 ちがいた。私もそろそろ一組のトランクを船に持っていくことを考えるつもりだ。張 もう一心に荷物を詰め込ん いた。韓氏がこれから家族をどう連れ出そうとするのか、私には分からなかった 荷物を満載 た何百台もの力車と荷物の持ち主のシナ人たちが下関へと向かっていた。蒸気船はまだ二隻運航している。それで上流へ向かって、安全なところ 移ろう している だ。ショッキングな光景は、新たに募集した新兵の雑多な隊列であった 皆、程度の差こそあれボロボロの平服 まとって、背中 は束にした包みを背負い、錆び 散弾銃 小脇に挟んで た。こ な人 ちを教育もせず軍服もなしに武装させるなら、その窮地たるやきっと大きいに違い い。天
唾つば
する悪い結果にならねばよいのだが！
 　
こ
の
と
こ
ろ
日
本軍がなぜあんなに速く進撃でき のか、ようやく私 もその理由が分かった。張学良︵北方の部隊︶の約五〇
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〇〇の兵士が蘇州付近で服従を拒んだのだ。そこで蔣介石自ら蘇州へ車で飛んで、精鋭の中核部隊を使って反抗的な部隊を全部武装解除したと言われている。元帥の立ち場は楽ではない！
 そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
敬
意
を
払
お
う！
 こ
の
元
帥
本
人
の
介
入
の
後、
蘇
州
付
近
の
シ
ナ
兵
の
戦
線
は
再
び
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
だ。
日
本
軍
の
迂
回により今やヒンデンブルクラインは死に体となり、同時にまた恐らく フォン・ファルケンハウゼン将軍の練り上げた見事な防衛計画も。このような予期せぬ出来事には心の準備ができていなかった！〔比較と研究
24〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従って︵四︶ 邦訳版にもない。　
他方、 ︵一︶の一九三八年の﹃敵機﹄の﹁書きとめる﹂ ︵
hinschreiben ︶が︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄では
﹁おしゃべりする﹂ ︵
ausplaudern ︶に変更され、同じく﹁めずらしい﹂ ︵
seltener ︶が﹁ショッキングな﹂
︵
erschutternde ︶に、 ﹁部隊﹂ ︵
T
ruppen ︶が﹁隊列﹂ ︵
K
olonen ︶に変えられている。
〔比較と研究
25〕
　
ラーベは﹁エラ・ガウ︵
E
lla G
au
000
︶夫人︵ガウ将軍の妻︶ ﹂と記しているが、この﹁
G
au ﹂というように﹁Ｇ﹂
で始まる姓は人名辞典の﹁支那音 ＡＢＣ︶順索引﹂を見ても存在しない。果たして正しく表記されているのあろうか。それとも故意に﹁
G
au
000
 将軍﹂としたのであろうか。一再ならず﹁ガウ﹂が出てくるのである。
　
註１、外務省情報部編﹃現代中華民国満洲帝国人名鑑﹄三三頁。
1
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〔比較と研究
26〕
　
金陵女子大のヴォートリンも﹁兵士はどこにでもいるような普通の男、普通の少年のようであった。現代戦の
装備も訓練もないように見えた﹂と十一月二十一日の日記に記しているが、ラーベも十一月十七日に﹁ショッキング﹂と驚愕している。私たちが南京戦を考える上で実に重要な光景であった。しかも南京に限らずシナ大陸の各地で見られた、 ﹁ ︵普通の男を︶軍服に着換へさせ鉄砲を有たせると立派な兵卒﹂になるという光景であった。背中に束にした包みを背負 軍服も着ずに
000000
ボロをまとっただけの新兵が、教育も受けずに武器を持たされて戦場
に投入されたのである。要するに なしという戦時国際法違反の新兵たちが、恐らくは安全地帯︵中立地帯︶にかんする予備知識す 与えられな まま、城門陥落後はそこを避難地帯としてそこに雪崩れ込むこと った。それが後に戦時国際法の保護 享受できないという﹁天 唾する悪い結果﹂をひきおこすことになる。　
註１、
Vautrin’s D
iary 1937 , ibid., p.78.
　
註２、長野朗﹃戦苑支那の習俗﹄坂上書院、昭和十二年、二三三頁。
　
ここで︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄の十一月十七日の記述は終わるのだが、またまたラーベは補足的な説明
をおこなっている。
　
一九三七年十一月十七日、南京
0000000000
0
00
　
第一巻とこの第二巻の前半は私の荷物とともに本日クトー号に持ち込まれた。船は、軍事顧問やその家族も
0000000000000000000000000000000
0
0
0
0000000000
含めまだ南京に残っているドイツ人を漢口へと安全に連れていくことになっている
0000000000000000000000000000000000000
。
1
2
224
　（　　）　51巻２号　（2017. １）85
共同研究 ジョン・ラーベ「日記」の異同について（三）
　
一九三九年八月十七日、ベルリン、ヴィルマースドルフ、クサンテナー通り二号
000000000
0
000
0
00000000
0
0000000000
　
本日、一年 个月ぶりに、シナから送った右記の日記を再び手にすることができた。私の荷物は既に述べた
0
0000000
0
000000000000000000000000
0
0000000000
ように、当時、一九三七年十一月十八日に、クトー号に船積みされて漢口へと向かった。ドイツ軍事顧問はク
00
0
0
0
00000000000
0
000000000000000000
0
000000000
トー号用船契約が漢口で解消されたため漢口で下船しなければならなかったが、それでも荷物と一緒に直ちに
0000000000000000000000000000000000
0
0000000000000
広東へと向かうこと できた。ところが私のトランクと荷物箱は漢口で降ろされ まま なり、とりあえず
0
000000000000000000000000000
0
00000
いったんは戻されてからジーメンス社の倉庫に入れられた。漢口の我々の事務所の所長で古くからの友人の
000000000
0
000000000000000000000
︵今なお漢口にいる︶ウィルヘルム・ツィーゼル︵
0000000
0
00000
0
0000
0
W
ilhelm
1  Ziesel
00 00000
0
000000
︶氏の尽力のお陰で、荷物は適切に保管さ
0
0000000
0
000000000
れた。しかしツィーゼル氏はそれを 陥落前に広東に送り出すことはできなかった。漢口広東鉄道が日本軍
0
0000000000000000000000000000000000
0
0000000000
機に継続的にひどく爆撃されていたからだ。ようやく漢口陥落数个月後に日本軍が私の荷物を水路︵揚子江︶
0000000000000000
0
00000000000000000000000
0
00
0
上海へと送ることを許可した
00
。
　
何とも気落ちしたのは、次の報せが数日前に届いたときだった。私の荷物はやっとベルリンに到着したのだ
000000000
0
0000000000000000
0
0000000000000000000
が、その後、私が自分で書 た本数冊 戦争の回想録の入ったトランクがこともあろうに陸揚げされていな
0
00
0
000000000000000000000000000000000000000000
い、つまりハンブルクに到着していない 確認されたのだ。船積みしてい はブレーメンのロイド社の汽船
0
00000000000000000000000
0
0000000000000000000000
コーブルク︵
0000
0
C
oburg
000000
︶号で、それが私の本のトランクを積んだまま再びシナに向けて出港しようとしていた
0
0
0
00000000000000000000000000000000000
矢先、もう一度木箱 有無を調べてほ いという電報が に届いた 私は運がよかった。木箱は発見され、ブ
0
0
00000000000000000000000000
0
0000000
0
000000
0
0
レーメンで下ろされて、それから貨物急行便でここに運ば き
000000000
0
0000000000000000000
。
　
本の入ったトランクの一方は無傷だった。もう一方のトランクは、ハンブルク流に言うと 頭の大きさほど
00000000000000000
0
000000000
0
000000000
0
0000000
の穴ができていて 無造作に手が突っ込めるほどだっ 。それでも一冊も汚されてはいなかっ
0000000
0
000000000000000
0
00000000000000000
。
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別便で実に遅く届いたこの第二巻前半には次の記念品を同封していた。この記念品は後に﹃敵機﹄ ︵
000000000000000000000000000000
0
0000000
0
0
0
Feindl. 
00000
0
Flieger
0000000
︶となる本とも無関係ではない。なお﹃敵機﹄のうちの第二巻Ⅱから第六巻Ⅱまでは自分の手で持って
0
000000000000
0
0
0
0
0
0000000000000000000000000
一九三八年の四月に既にドイツに持ち帰っていた
0000000000000000000000
。
その記念品とは
、
　　
︵１︶
　
安全地帯の位置を書き込んだ南京市街図
0
0
000000000000000000
0
　　
︵２︶
　
私の鉤十字腕章
0
0
0
　　
︵３︶
　
私の赤十字腕章
0
0
000000
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︵４︶
　
私の﹁安全地帯 ﹂ ︵
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0
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0
m
eine 
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0Sicherheits-Zonen
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rm
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私の日本軍腕章︵
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0
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0
m
eine japanische A
rm
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000
0
000000
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0000000
︶
0
0
︵６︶
　
私が没収したシナ人 。日本軍から罰せられないよう、私があるシナ人から取り上げた
0
0
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もので、南京の避難民にはこのような自作の手作りの腕章の携帯は禁じられていた
00
000000000000000000000000000000000
。
〔比較と研究
27〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁読点﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄で削除
されている。従って︵三︶のヴィッケルト版でも全て削除され、 ︵四︶の邦訳版にもない。〔比較と研究
28〕
　
ここでラーベは十一月十七日に﹁私自身の書きなぐった日記帳︵
M
eine selbst zusam
m
engeschriebenen 
B
ücher ︶ですらもう梱包した﹂ ︵本稿二一九頁︶と述べていたことを改めて詳しく説明している。南京陥落の約
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一カ月前の一九三七年十一月十七日に、一九三七年九月から十一月前半までの﹁書きなぐった日記﹂を船便でドイツに送って、それがドイツ軍ポーランド侵攻︵第二次大戦︶の二週間 の一九三九年八月十七日にベルリンに届いたと言うのである。
お知らせ
　
第一報︵注、前出、本稿二二一頁︶
000
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00
00
0
0
00000
0
。
ドイツ人支援委員会
000000000
、南京、一九三七年十一月十七日
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00000000000
　
お知らせ
0000
　
第二報
000
︵１︶
　
艀
0
はしけ
の﹁漢渦﹂号が明日木曜日十一月十八日にクトー号に再び向かう。船着き場は同じく中山碼頭。出航
0
0
0
00000000000000000000000
0
00000000000
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は午前十一時の見込み、遅れる可能性も。乗客は手荷物を持って十一時までに乗船しなければならない
000000000
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000000000000000000000000000
。
︵２︶
　
木曜日朝︵注、翌朝︶のためにトラック一台が調達できた。トラックは一回目は午前九時に中山碼頭に
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向かう。出発はカルロヴィッツ・アンド・カンパニー前から。トラックが何回往復 きるかは不明である。
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現在荷物があるところまでトラ クが受け取りに行く 手荷物に署名のうえ集荷の申し込みはピンカネール
00000000000000000000000
0
00000000000000000000000
氏︵電話３１
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。
︵３︶
　
艀をクトー号まで送るのはいよいよ困難になっていると強調しておく。トラックの調達も今後は見当が
000000000000000000000000000000
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00000000000000
つかない
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。
上海ジーメンス社
　
役員への状況報告
　
ジョン・ラーベ
　
南京、一九三七年十一月十七日
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遺憾ながら、当地の日常業務は今や不可能と伝えねばなりません。政府はまさに南京から撤退しつつあり
0000
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00000000000000000
︵長沙に移転する模様︶ 、すべては崩壊と混乱の段階にあります。それゆえいかなるプロジェクトももう全く話
0
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00000000000000000000
になりません。皆が皆、荷造りに追われ、それに応じてパニックとなっています
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00000000000000000
！
　
今日の午後、ドイツ人婦女子はクトー号に送り込まれ、大使館も近々そこに置かれるでしょう。ドイツ人男
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性にも前述の船上宿泊が手配されました。それでも男性は陸上での居住がいよいよ危なくなったという最後の
00000000000000000
0
000000000000000000000000000000
瞬間に、初めて乗 の運びになるかと思います。いずれにしろ私自身は絶対に必要となる ではここの地位を
0
0000000000000000
0
000000000000000000000000000
離れるつもりはありません
000000000000
。
 
ドイツの挨拶を以て
〔比較と研究
29〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁読点﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄で削除
されている。従って、 ︵三︶のヴィッケルト版でも全て削除され、 ︵四︶の邦訳版にもない。　
この日の末尾に﹁上海から 最後の新聞﹂として貼付された新聞記事と写真は以下の通りである。
　
新聞記事①﹁日本はなぜ拒否すると予想される か、ブリュッセル十一月九日︵
T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、②﹁イーデン
帰国、ロンドン十一月九日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、③﹁日本は二日後に回答、東京十一月九日︵
T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、④﹁仲
介行為なしとベルリンのシナ大使館が声明、ベルリン十一月八日︵Ｔ︶ ﹂ ︵独︶ ⑤﹁シナの熟慮、ブリュッセル十一月九日︵
T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、⑥﹁やはり日本はブリュッセルに参加、ブリュッセル十一月九日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、
⑦﹁リトヴィノフがブリュッセルから帰国へ、ブリュッセル 九 ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑧﹁太原の戦闘続く、
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北京十一月九日︵
T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、⑨﹁日本軍太原占領、北京十一月九日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑩﹁日本軍汾陽
︵
Fengchow
︶に到達、天津十一月九日︵Ｄ︶ ﹂ ︵独︶ 、⑪﹁我々とシナ﹂ ︵独︶ 、⑫﹁上海南市で昨夕は、十一月十
日論説﹂ ︵独︶ 、⑬﹁シナ軍上海退却後も南市は防衛される﹂ ︵独︶ 、⑭﹁日本の大幅な人口増、東京十一月九日︵T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、⑮﹁南京空襲、南京十一月十日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑯﹁太原の外国人無事、北京十一月十日︵ロ
イター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑰﹁金曜日にブリュッセルで日本 回答、ブリュッセル十一月十 ︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑱﹁本は拒否するだろう、ブリュッセル十一月十日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑲﹁ベ リンは仲介を申し出ず、東京十一月十日︵Ｄ︶ ﹂ ︵独︶ 、⑳﹁張
C
hang Po-li 将軍のドイツ旅行、ブリュッセル十一月十日︵ロイター、
T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、

﹁上海陥落までのシナ軍の戦績、フランクフルト十一月十日︵
T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、

﹁シナ兵は勇敢と日本は評価、
北京十一 ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁アイルランド慈善レースの純益五千ポンドをシナ戦争犠牲者に、漢口
十一月十日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶
﹁太原の難民数百人を飛行機の機銃掃射で殺戮、臨汾十一月十日︵中央通訊︶ ﹂
︵英︶ 、
﹁東京の日刊紙は宣戦布告もあると考える 東京十一月十日︵同盟︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁首都爆撃再開、南京
十一月十日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁上海南市付近でイタリア船に銃弾攻撃、 ﹂ ︵英︶ 、﹁列強会議を早める努力を、ブリュッセル十一月十日︵ロ 英

﹁リトヴィノフが会議を驚かす、ブリュッセル十一月十日︵ロ
イター︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁日本の回答を要求 東京十一月十日︵同盟︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁ 協定拒否の意向、東京十一月十日︵ロイター︶ ﹂ 英︶ 、﹁ソ連孤立化の試み、ローマ十一月十 ︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁ドイツの仲介に反対、ニューヨーク十一月十日︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ 、

﹁北シナの戦闘津浦線に移る、済南十一月十日︵中央通訊︶ ﹂
︵英︶ 、
﹁伝道団の運命不明、北京十一月十 ︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁第二十九軍前進、新郷十一月十日︵中
央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、

﹁外国人全員無事、北京十一月十日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、

﹁日本軍の後方で活動、
Tam
ing ︵北
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平の南︶ 、十一月八日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁日本軍寧波上陸、杭州へ進軍﹂ ︵英︶ 、﹁日本軍機一機撃墜、南京十一月十一日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁日本で空襲警報、東京十一月十一日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁対空高射砲が日本軍機二機を捕える、南京十一月十一日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁墜落する飛行機に驚喜して喝采︵
W
ild 
C
heering A
s Plane Falls ︶ 、南京十一月十一日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁シナ軍機襲来の発表で日本に空襲警報
︵
A
ir-raid A
larm
 H
eard in Japan on R
eport C
hinese Planes C
om
ing ︶ 、東京十一月十一日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁上
海南市上空で攻撃中の二 撃墜﹂ ︵英︶ 、﹁難民がフランス租界の入口に押し寄せる、租界の門は正午に閉鎖、数千人が入境待ち︵
R
efugees Jam
 A
ll E
ntrances to Frenchtow
n; C
oncession G
ates C
losed at N
oon; T
housands W
ait 
A
dm
ittance ︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁日本、更に注意深く爆撃﹂ ︵英︶ 、
﹁日本軍杭州へ突進か、論説﹂ ︵独︶ 、
﹁黄浦江
から南市を射撃﹂ ︵独︶ 、﹁日本人は何を、会議は何を言うのか﹂ 独︶ 、﹁戦争は目前に、十一月十二日金曜日論説﹂ ︵独︶ 、﹁英国人ジャーナリストのシュテファンス射殺﹂ ︵独︶ 、 ︵写真説明︶ ﹁勤務中にペンブローク・シュテファンス氏︵
Stephens Pem
broke ︶死ぬ︵写真チャイナプレス︶ ﹂ 、
﹁ロンドンの記者、南市戦闘取材中
に殺害される﹂ ︵英︶ 、

﹁ペンブローク・シュテファンス氏の死を悼む﹂ ︵独︶ 、

﹁安全地帯の難民救済にトラッ
ク五台の米﹂ ︵英︶ 、

﹁輸送船八十隻が松呉沖に﹂ ︵英︶ 、

﹁上海地域奪還と軍事情報機関は発言﹂ ︵英︶ 、

﹁浦
東に多くの障 物、南市燃える﹂ ︵英︶ ︵訳註 火の手のいくつかは日本軍が源だ 、他は撤退するシナ軍から始まったという﹂ ︶

﹁フランス租界で流れ弾、銃弾、十五人死亡、十六人負傷﹂ ︵英︶ 、

﹁南市の終わり﹂ ︵英︶ 、
﹁浦東に日本軍上陸﹂ ︵独︶ 、﹁上 の英国軍当局は否定﹂ ︵独︶ 、﹁シナ は敵から離れる﹂ ︵独 、﹁シナ兵五千抑留﹂ ︵独︶ 、﹁黄浦江の封鎖突破﹂ ︵ ︶ 、﹁日本 回答内容、ブリュッセル会議を再度拒否│九か国条約は現在の出来事にたいし権限なし│日シ直接交渉を要求、東京十一月十 日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶
﹁平
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和への道なお険し
　
天皇陛下のお言葉、東京十一月十二日︵
D
. ︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁ブリュッセル会議でシナ代表が熱
弁、南京は日本への武器原料の供給を停止せよと要求、ブリュッセル十一月十三日﹂ ︵独︶ 、﹁ノーマン・デーヴィス米国代表が語る﹂ ︵独︶ 、﹁仏外相ドゥブロ武力行使に反対﹂ ︵独︶ 、﹁イタリア代表は貢献材料なしと語る﹂ ︵独︶ 、﹁長期戦を前に上海の国民党が市民にメッセージ﹂ ︵独︶ 、﹁寧波に恐怖の空襲﹂ ︵独︶ 、﹁日本がジャキーノ神父を称賛︵
Japanische A
nerkennung für Pater Jaquinot ︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁無差別爆撃という非難に
日本海軍が抗議﹂ ︵独︶　﹁チャイナプレス南京版の最終版﹂ ︵注、ラーベのタイプ打ち︶　①﹁価格高騰の上海で新たな食糧不足の懸念、上海十一月十四日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、②﹁極東防
衛に英蘭が対話を確認、ロンドン十一月十四日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ ③﹁ハリファックス卿のベルリン訪問をドイツの雑誌が論評、ベルリン十一月十四日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、④﹁イーデンに相談、ロンド 十一月十四日︵トランスオーシャン ﹂ ︵英︶ 、⑤﹁南市 難 を世話できない日本軍、上海十一月十四日︵トランスオーシャン︶ ﹂ 英︶ 、⑥﹁ ナ税関のクルーザー十二隻を敵が奪う、上海十一月十五日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑦﹁シナ軍が平漢線東側の陣地を多く奪還 新郷十一月十五 中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑧﹁
Tam
ing
で戦闘、河南
の北十一月十五日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ ⑨﹁津浦線、徐州 一月十五日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑩﹁日本兵が郵便局に︿視察旅行﹀ 、蘇州 五 ︵中央通訊︶ 英 ⑪ 嘉山は依然シナ軍 手にと主張、杭州 一月十五日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑫﹁浦東の日本軍、
Q
uisan
十一月十五日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑬﹁多くの日本軍負傷兵
B
aik
へ送られる、崑山 ⑭ 敵爆撃機六機 大場鎮に爆弾投下﹂ ︵英︶ 、⑮﹁嘉興四度爆撃、杭州十一月十五日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑯﹁アメリカ代表が危 につける薬として持ち上げる和平﹂ ︵英︶
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⑰﹁アメリカが満洲に投資と噂に、東京十一月十五日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、⑱﹁英国大使香港到着、香港十一月十六日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑲﹁英国政府はハリファックス卿のドイツ訪問を決定、ロンドン十一月十五日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、⑳﹁極東危機のためインドの対日輸出は減少、デーリ十一月十五日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁対日非難決議ブリュッセルの九か国会議で決議、ブリュッセル十一月十五日︵ト
ランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁イタリアの態度、ブリュッセル十一月十五日︵トラ スオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁ドイツの仲裁も可能か、ロンドン十一月十五日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁黄河の南で戦略的にシナ軍退却、済南十一月 六 中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁シナ軍撤退、済南十一月十六日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁シナ軍部隊青浦崑山間に防衛戦、杭州十一月十六日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、

﹁滬
こねい
寧線攻撃止まる、蘇州十一月十六日︵中
央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁日本軍撃退、杭州 一月十六日︵中央通訊 ﹂ ︵ ︶ 、﹁蘇州昼夜爆撃、蘇州十一月十六日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁常州爆撃、常州十一月十六日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁南京の宣教師がシナ人協力者と
戦争救済活動︵
M
issionaries in N
anking Take U
p W
ar R
elief W
ork w
ith C
hinese C
o-w
orkers ︶ ﹂
十一月十八日　
雨天。今日も﹃チャイナプレス﹄南京版はこなかった。印刷工たちがたぶん逃げたのだ。今なお力車や荷車、
自動車、それにトラックが荷物を高々と積み上げて、昼も夜もひっきりなしに城内から城外へとゆっくりと動いている。その大部分が揚子江まで。そこから大勢の人間が揚子江の上流の漢口へと逃げ、そこからまた更に上流へと。と同時に 多くの連隊の新兵たちが北 ︵注、揚子江岸から城内へと 行進してくる。ということは、南京を守ろうとする執拗な意図があるようにも見える。貧弱 見える兵士が多く、ぞっとするほどだ。縦列に進
232
　（　　）　51巻２号　（2017. １）93
共同研究 ジョン・ラーベ「日記」の異同について（三）
む全軍が履物も履かずに到着する。雨なのに。あるいは雨だからこそか。それゆえ全員黙々と行進してくる。歌もなく会話すらもなく、疲れ切った格好の隊列が無言のまま延々と続く。　
最近北京でママがグレーテルとヴィリー︵注、グレーテルはラーベの娘、ヴィリーはその婿、共にドイツに帰
国︶の住居の荷造りをしたそうだが、昨日は私がそのママと同じになった。部屋から部屋へと歩きまわって荷造りをしては、クトー号に積み込む荷物の選択にとりかかった。それでも何とまあ人はガラクタに執着するものかと、初めて気がついた。
家のボーイの張に、 ﹁タイタイ
Taitai が持っていけば喜ぶものをちょっと探して﹂と大
声で叫ぶと、張は真っ直ぐに寝室の事務机に向かっていって、切手収集アルバムを持ってきた。思わず私は笑わざるを得なかった。しかしそれからオットーの写真をその上に貼って、私たちは意見が一致した。しかしそれからは、このちょっ した出来事で元気づいた。床 トランク あ たものはすべて下におい 、私たちの荷造りは夜半まで続いた。今朝早く、十時 は、手荷物六個ができあがり、やっと港まで送ることができ 二台の馬車で、一台五ドルだ た。ボーイの
佟︵
T
ung ︶が運搬を引き受けた。十一時には
艀はしけ
が中山碼頭からクトー
号に向けて出る予定だという。その間、懸命に荷造りだ。午後にクンスト・アルバート社︵
K
unst &
 A
lbert ︶の
ジーゲルがトラックでやってきて、更に三個のトランクを持っていってく た。それに私が預かっていたリルツ先生のトランク五個も。リルツはスパラート︵注 ロアチアのアドリア海沿岸の都市︶ 転勤していた。事務所のボーイの佟が午後七時になっても戻ってこなかったので車で下関へ行くと 午前十一時には来ているはず艀はしけ
が今しがた到着したばかりだった。手荷物の積み込みの際の大混乱は恐ろしいほどだった。
 どのボーイもご
主人様の荷物を我先に積み込もうとしたからだ。その際、手荷物とボ イが揚子江碼頭に落ちな よう は行動を妨害して、 ﹁
酒飲みのゴロツキ﹂の
大声で間に割って入った。結果は、ボーイの一人と大喧嘩に。私の体を
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押して、彼はこう言った。 ﹁あんた、どけどけ。あんたなんかに言われる筋合いは全くないんだ。俺はドイツ大使閣下の絨
じゆうたん
毯を運んでるんだ。絨毯が先だ！﹂彼がもっと話して、私を煩わせることはなかった。一喝して、簡
単に彼の口を封じた。勿論、大使閣下の絨毯は運んでもらったが。　
午後八時に埠頭に集められた手荷物は六百個、その大部分がそれから運良く艀
はしけ
に積み込まれた。二十分後、暗
闇の土砂降りの雨の中、最初は赤ん坊連れの大勢の婦人を、次には手荷物を、仕分けして引き渡す。そのときリルツのトランクが一つなくなっていたが こ はあとで見つかった。皆、ぎゃあぎゃあと喚
わめ
き罵ったものだ。ず
ぶ濡れで疲れ切って九時に帰宅して、それからまたトランクに詰め込るだけ詰め込む。深夜の十二時過ぎまで入る限りは詰め込んだ。　
それでもクトー号で思いがけない出来事があった。王の妻が私を荷物室に訪ねてきて言うには、私が王を彼女
の﹁ボーイ﹂として船に潜り込ませたものの王は食料を十分持ってこなかったにせよ︵十分支払わなかったのだろう︶ボーイたちのなかにいるのが我慢ならないので 要するに 彼らは船を下りて汽車で漢口へ行くようにしたいと言う。どうぞどうぞ。そんなこと思いもし かったかのように、お好きなように。全く当然の報いだよ、ラーベには。あの時の人の良さのせ だ！〔比較と研究
30〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除 て 。従って︵四︶ 邦訳版にもない。　
なお
 B
ier-m
ang はドイツ語にも英語にもない。シナ語でこの発音に該当する漢字は﹁忙﹂ 、 ﹁盲﹂ 、 ﹁氓﹂で、 ﹁氓﹂
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にはゴロツキの意味がある。そこでこれは﹁酒飲みのゴロツキ﹂と訳している。十一月十九日　
相も変わらず雨が降っている。相も変わらず荷造りが黙々と続こう。トランクがどれも一杯になると、べらぼ
うな価格で粗悪な樟脳の木箱を買う。家具職人が格子の仕切りを取り付けたもので、値段は木箱とほぼ変わらないほど髙くついた。馬車の運賃は今日は六ドルで、タクシーは見つからない。二回目の搬送は、二台の車に積み込めたが、また降ろさねばならなかった。暴風雨のため艀
はしけ
が運航を中止したとの電話連絡があったからだ。
　
私は帳簿を締
し
めようとするのだが、引っ越しで騒がしくて仕事どころではない。韓がちょっと大きな金額を現
金化してもらってきた。私は会社のお金 大部分と自分の二千ドルを漢口に送金する。全従業員に十一月分の給料を支払った。そうしておけば最後の店が閉められる前に彼らは食料品などを買える。石油一缶が四、七○ドルから七ドルに値上がっている。石炭 トン当り二十ドルだったのが、今は二十八ドルだ。私はまだ石炭一トンと石油四缶を貯蔵できる 、目下のところそれ以上 望 ない。　
韓氏は家族を依然として安全な場所に連れていけないでいる。漢口に蒸気船で行く乗客が
掴つか
まらないのだ。
ボーイたちは目を丸くして天を仰いでは歩きまわっている。と言うのも、今や私までもがクトー号で逃げ出して行くと思われているからだ。何があろうと無条件で南京に留まる きっぱり明言すると 皆また陽気になった。　
国際委員会が作られた。 ︵主に鼓楼病院のアメリカ人医師と南京大学の教授││全員牧師││から成る︶ 。万が
一にも城内で銃撃戦となったとき非戦闘員 逃げ込めるよう城内か城外に避難民収容所、つまり中立地帯︵neutrale Zone ︶を作ろうとしている。私が︵ここに留まろうとしていることはもうあちこちで噂になっていて︶
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委員会に参加したいか、問い合わせてきた。私は同意した。そして夕方になってスマイス教授のお宅で食事の際にアメリカ人メンバー全員を知った。　
ドイツ大使館ではさしあたり三人が残る。ヒュールター、ローゼン博士、それにシャルフェンベルクだ。ロー
ゼン博士をなぜここ 引き留めておくのか、私には分からない。私の知るかぎり彼が自発的にそうするはずもないので、この命令が取り消されるよう、ちょうど居合わせなかった大使に口効き もらえ いかと、トラウトマン夫人に頼んだ。うまくいくかどうか
000000000
、まだわからない
0000000
。夫人はできるだけのことはすると言ってくれた。心
を込めて事にあたらない人と、何がで と言うのか。ローゼン博士は私の介入を勿論少しも知 ないし、知る必要もない。カルロヴィッツ社︵
C
arlow
itz &
 C
o. ︶のメルヒオール︵
M
elchior ︶がここに残るという私の決心を
思い止まらせようとした。私 前途には大きな危険があると言 のだ。私は感謝しつつもお断りした。この経験には目を
瞑つむ
れない。私の決定は冷静なのだ。 ︵だからと言って、愛しのドーラ、悪く思わないでくれ。私にはこ
れしかできない！︶それはそうと、ヒルシュベルク博士の家族全員 シュックマ 夫人もここに残る 同じくテキサス石油のハンセン所長も れゆえ生命を賭ける者は私だけではない。韓氏は私と苦楽を共にするとはっきり決めた。まさにそれを彼には期待していたのだ。立派な奴だ！〔比較と研究
31〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版 は全て削除さ いる。従って︵四︶の邦訳版にもない。　
同じく﹁破線﹂のみ付した箇所は︵二︶ 一九四二年の﹃爆撃﹄で加筆され、 ︵三︶のヴィッケルト版も踏襲し、
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︵四︶の邦訳版にも訳されている。　
ただ一行目の﹁破線﹂のみ付した箇所は︵四︶の邦訳版では訳されていない。 ﹁読点﹂を付した箇所は︵二︶
の一九四二年の﹃爆撃﹄で削除され、 ︵三︶のヴィッケルト版でも削除されたので、 ︵四︶の邦訳版にもない。
 
〔比較と研究
32〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
この日、ラーベは、初めて国際委員会と接触があったかのように、 ﹁私が国際委員会に参加したいか⋮⋮問い
合わせてきた。私は同意した﹂ ︵
M
an frä gt bei m
ir an, ⋮⋮
ob ich der K
om
m
ission beitreten w
olle. Ich gebe m
eine 
Zustim
m
ung und ⋮⋮︶と書いている。しかしその二日前の十一月十七日には南京安全地帯国際委員会の﹁腕章﹂
や安全地帯の位置を書き込んだ南京市街図をドイツ向けの船便で発送︵本書二二六頁︶していた。　
このことは冒頭で述べたようにラーベがそれ以前に安全地帯の立ち上げに関与していたことを物語るようだ。
とすれば、この日初めて国際委員会に参加 いかと打診があったと言うのは、むしろ当初からの関与を伏せる意図があったのかも知れない。〔比較と研究
33〕
　
翻訳にはどうしても誤訳が避けられないのだが、邦訳版の﹁ローゼンは私が委員会に参加することを知らない
し、また知る必要もない﹂ ︵
54頁︶という訳は、正しくは、 ﹁ローゼン博士は私の介入について勿論少しも知らな
いし、知る必要もない﹂ ︵
D
r. R
osen w
eiss natürlich nichts von m
einer Intervention und braucht auch nicht davon 
zu erfahren ︶であろう。
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ドイツ人支援委員会
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南京
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0
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第三報
000
一、帝国国籍保有者の荷物は小さな手提げカバンに至まで現在クトー号にあると大使館は推定します。大きな
000000000000000000000000000000000000000000
0
000
荷物がまだ地上にある帝国国籍保有者はその旨を遅滞なく大使館︵頣和
0000000000000000000000000000
0
00
Yeeho
00000
路
0
十五、電話三二二四一、
0
0
000000
0
または頣和
Yeeho
00000
路
0
十九、電話三二○○八︶まで連絡されたい。輸送手段確保のため大使館はまず全体を
0
0
000000
0
0000000
0
000000000000000000
把握しておく義務がある
。
二、大使館の保護証明書にはドイツ語に英語とシナ語が添えられている
000000000000000000000
。
三、クトー号の出航予定はまだ決定されていない
0
。
四、十一月十九日現在、
0
クトー号の
00000
停船位置は変わっていない。クトー号までの輸送の可能性はない
00000000000
0
0000000000000000
。
　　　　　　　　　　　　　　
保護証明書
00000
　
これはドイツ人の財産である。所管当局は保護願います。 ︵英語とドイツ語の二つの言葉で表記されている
000000000000
0
0000000000
0
000000000000000000000
︶ 
在南京ドイツ大使館
000000000
　
徳國駐華大使館公告
000000000
　
以係徳國僑民財産務希該営機関妥与保護
000000000000000000
ドイツ人支援委員会
000000000
 
南京
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、一九三七年十一月十九日
00000000000
　
お知らせ
0000
　
第三報補足
00000
五、ジャルディン社の
00000000
艀
0
はしけ
﹁漢渦﹂号は風の状態がよければ、明日︵十一月二十日︶午前九時またはその後に中
0
0
0
0000000000
0
0
0
00000
0
000000000000
山碼頭から乗客と荷物をクトー号に運ぶ予定である
00000000000000000000000
。
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ドイツ人支援委員会
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南京
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、一九三七年十一月二十日
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お知らせ
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第四報
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0
一．現在見られる限り、蒸気船クトー号は十一月二十二日の月曜日正午から出航できる状態にある。ドイツ人
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0
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0
0000
はすべて相応に準備されたい
0000000000000
。
二．明日日曜日の十一月二十一日午後四時に、艀﹁漢渦﹂号はもう一度クト
00000000000000000
00
0
0
00000000
ー号に行く可能性がある。この件
0000000000
0
000
についての照会は、午後一時からドイツ大使館、頣和路
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三．モーターボートの﹁ヒバリ
0000000
0
000
﹂は緊急時にのみ出航に利用される。ボート操縦者は大使館で得られる書面に
0
00000000000000
0
000000000000000000
よる指示があるときにのみ乗客をクトー号へ運ぶよう指示されている。大きな荷物は運ぶことはできない
000000000000000000000000000000
000000000000000
。
四．大使館はシナ人の イについてボーイ該当者がドイツ人該当者の仕事についているという内容証明書を
00000000000000000000000000000000000000000000000
発行する。必要な告知事項はドイツ人のシナ語名、シナ人の名前と、これからのボーイの滞在地。証明書の
0
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0
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0
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0
0000
発行は、頣和
0
00
Yeeho
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十九の大使館建物、印章押印は頣和
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0
0000000
Yeeho
00000
路
0
十五の大使館建物内
000000000
。
　﹁最後の、我々 の家で作成されたトランスオー シャン電信︵
D
ie letzte, bei uns im
 H
ause angefertigte 
T
ransocean-Telegram
m
︶ ﹂ ︵注、ラーベのタイプ打ち︶
南京トランスオーシャンニューズ
　
電信サービス
　
十一月二十日
　
朝
　
①﹁蘇州戦の戦闘状況、上海十一月十九日︵トランスオーシャンニュ ズ︶ ﹂ ︵英︶ 、②﹁日本軍常熟︵
C
hangshu ︶
占領と主張、上海十一月十九日︵トランスオーシャンニューズ︶ ﹂ ︵英︶ 、③﹁九か国会議に日本はノーコメント、東京十一月十九日︵トランスオーシャンニューズ︶ ﹂ ︵英︶ 、④﹁ヒトラーハリファクス会談の共同声明、ベルリ
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ン十一月十九日︵トランスオーシャンニューズ︶ ﹂ ︵英︶ 、⑤﹁ベルギー国王の訪問目的に関しロンドンは口重し、ロンドン十一月十九日︵トランスオーシャンニューズ︶ ﹂ ︵英︶ 、⑥﹁法王同文通達を発信、ローマ十一月十九日︵トランスオーシャンニューズ︶ ﹂ ︵英︶ 、⑦﹁英米貿易交渉は重要と考える、ロンドン十一月十九日︵トラ スオーシャンニューズ︶ ﹂ ︵英︶ 、⑧﹁ベルギー国王帰国、ロンドン十一月十九日︵トランスオ シャンニューズ︶ ﹂ ︵英︶ 、⑨﹁イギリス代表団ブリュッセルへ戻る、ロンドン十一月十九日︵トランスオーシャンニューズ︶ ﹂ ︵英︶ 、⑩﹁フランスの新聞がイ ドシナへの弾薬輸送について、パリ十一月十九日︵トランスオーシャンニューズ︶ ﹂ ︵英︶ ⑪﹁アラブ新聞社捜索、社員逮捕、エルサレム十一月十九日︵トランスオーシャンニューズ ﹂ ︵英︶ 、⑫﹁スペインと極東に対するフラ スの態度、パリ ︵英︶ 、⑬﹁ドイツにおける信教の自由、ゾントーフェン十一月一九日︵トランスオーシャンニューズ︶ ﹂ ︵英 、⑭﹁ 印貿易協定延長、ロンドン十一月十九日︵トランスオーシャ ニューズ︶ ﹂ ︵英︶ 、⑮﹁イ ド ナ大衆デモ禁止、パリ十一月十九日︵トランスオーシャンニューズ︶ ﹂ ︵英︶ 終わり 注、以上すべ タイプ打ち︶
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︵注、漢字表記は一九三九年の﹃敵機﹄十二月二十六日にある職員名簿に準拠︶
ジョン・ラーベ
　
南京
00
0
00
0
00
南京、一九三七年十一月二十日
0
0
00000000000
J. N
r. 977 /Vo17
0
0
0
00
0
0000
上海役員宛て
000000
一般状況につい
00000000
　
十一月十七日付
0000000
　
第九七〇／一七号
000
0
000
　
こちらの官庁は、この三日三晩、文書類も役人︵利益保全のためここに留まっているほんの僅かな使用人に
000000
0
00000
0
00000
0
00000000000000000000000000
至るまで︶も共に移りました。政府は多分明日︵十一月二十一日︶
000
0
0000000
0
000000
0
000000
0
日曜日、南京を去るという勅令を公式に発
00
0
000000000000000
するでしょう。同じく、全大使館がこの指令を待っています。ここから消えるためです。我が大使館と当地の
00000
0
00
0
000000000000000
0
0000000000
0
000000000
ドイツ人の多くは、月曜日︵十一月二十二日︶の午前にクトー号に向かうでしょう。
0000000
0
00
000000
0
000000000000000
0
大使館の中の三人の方が
00000000000
ここに留まります。同様に、私個人も特に白氏︵電灯廠の所長︶から私のところに住んでよいかと頼まれまし
0000000
0
00
0
0000000
0
00000
0
00000000000000000000
たので、当面ここに残る決心をしました。白氏は幾人か 有志と一緒に発電所を出来るだけ長く運転していた
00
0
0000000000000
0
000000000000000000000000000000
いと言っています。そ 上、私は医師と商 からなる国際委員会の委員なのです。この委員会は、
0000000
0
00
0
0000000000000000000000
0
00000
0
シナ人が
0000
ひょっ すると
0000000
頑かたくな
にも南京を防衛することが想定されますので、シナ人難民が出た場合にそなえて中立地帯
0000000000000000000
0
0000000000000000000
︵
0eine neutrale Zone
000
0
0000000
0
0000
︶を作る役割を
0
000000
担にな
おうとしています。それゆえ私の住所は当分変わりません
0000000
0
00000000000000000
。
　
同じく韓︵
000
0
H
an
000
︶氏も私のところに留まります。彼の家族は︵白氏の仲介で︶シナ当局がチャーターした蒸
0
000000000000
0
0000
0
00000
0
0000000000000
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気船で漢口へ航行できるチャンスを得ています。同様に、私のところの従業員︵皆北シナの人たち︶は、とり
00000000000000000000
0
00
0
00000000
0
0000000
00
00
わけどこにいくべきか分からないため、当面は私のところ 留まります
0000
0
00000000000000
。私は他の全ての当地のドイツ人と同
0
0000000000000000
様に、私物︵大事なものなど︶をいくつかクトー号に持って行けました。その一つのトランク︵皮製トランク
0
0
0
000000
0
00000000000000000
0
0
000000
第百五号︶に会社の内部文書類が入って ます。要らない金は全部漢口に送金しました。日用品店のほとんど
000
0
000000000000000
0
0000000000000000
0
000000000
すべてが閉まってしまい、その他の店が今日あすにも閉まるため、 ちらの従業員には日用品と燃料などを買
0000000000
0
0000000000000000
0
0000000000000000000
い置きする機会がも るよう 十一月分の給料を既に払いました。価格は大層上が た。例えば、私の家
0000000000
00000000000000
0
0
00
0
000
から下関まで荷物運搬の馬車賃は六ドル、車だと下関まで十ドル等です
0000000000000
0
0000000000000
。
　
この手紙と十一月一日から二十日で締めた私の清算書並びに今日の現金取引報告︵
00000000000000000000000000000000000
0
G
eldw
irtscaftsbericht
000000000000000000000
︶
0
は漢口経由でお届けします。リーベ氏がこの手紙を持って漢口に行くでしょう 彼は本日夕方こちらを出航し
00000000000
0
000000000000000000000
0
0000000000000
ます
。
 
ドイツ式の挨拶で
00000000
　
 
ラーベ署名
00000
〔比較と研究
34〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁読点﹂を付した文書類は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄には
なく、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない。［比較と研究
35〕
　
ラーベは自宅に滞留することを承諾した白氏︵電灯廠の所長︶ ついても姓名を明記していな 。
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十一月二十日　
いつまでも降り続く雨。気圧計は実に髙いというのに。地下壕はまたもや水びたしだ。が、水を汲み出す暇も
ない。荷造り、荷造りなのだ、依然として。荷物の第二便は正午に出て、幸いにも事務所のボーイたちによってクトー号に積み込まれた。韓氏のトランクは残念だが破れ、修理する時間がない。運を天に任せて開い まま出さねばならない。前線からの知らせは悪くなる一方だ。日本軍が
 Shancho を突破したそうだ。その通りだとす
ると、蘇州はもうじき落ちるだろう。そ うえ日本軍はもう揚子江の機雷封鎖の除去に取りかかっているそうだ。私の予想したとおり 私の清算書は今日仕上げてもらったので、今夕漢口へ向かうリーベにゆだねた。彼が予約していた﹁ウーリン﹂号は今朝早く﹁満席﹂で南京を通り過ぎた だが、そのかわり別の蒸気船﹁ウーチャン﹂号が増発された。リーベ氏よ、道中ご無事で 彼はちゃんと私を助けてくれた。本当に気持ちのい 同僚 っ
。
　
たった今ママからの手紙が届いた。十一月九日付だ。十月二十日付のハルテルンのグレーテルの手紙も同封さ
れている。ありがとう、ママ。それが意味するもの、確かに一通の手紙だが、それは散文ではとても言い表わせない。しかし常に詩 書けるというわけでもない。特に食事の前ともなる 億劫で詠む気にもなれない！
 だ
か
らよしておこう。　
午後六時、シナの新聞の号外が出た。政府の重慶遷都を伝えている。南京大放送局︵
N
anking G
ross-
rundfunkstation ︶はこの情報を確認するとともに、南京は最後の血の一滴になるまで防衛されると伝えている。
ドイツ人支援委員会
000000000
 
南京、十一月二十一日、一九三七年
0
0
000000
0
00000
0
　
お知らせ
0000
　
第五報
000
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ジャルディン社の艀﹁漢渦﹂は本日四時ジャルディン社の蒸気船に荷を積む必要があるであろうことから、
00000000
0
0
0
000000000000000000000000000000000
0
中山碼頭からの出航は二時に繰り上げねばならない
00000000000000000000000
。
　
乗客と荷物は二時までに
00000000000
艀はしけ
に乗船していなければならない
00000000000000
。
［比較と研究
36〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄ ﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない。﹁読点﹂を付した箇所は、一九四二年の﹃爆撃﹄で削除され、 ︵三︶のヴィッケルト版でも同様に削除されており、従って邦訳版にもない。十一月二十一日、日曜日　
霰あられ
が降り、雨が降る。願ったり叶
かな
ったりの天気だ。と言うのは、日本軍司令部がシナ政府は南京から出て行っ
た、外国大使館も南京を去ったと知るや、その結果は恐らく空襲の強化となるからだ。とにかくそう予想している。 った今、更に四箱に本や陶器を詰めてクトー号に送った。積み荷がうまく着けばいいのだが。艀がクトー号まで運ぶかどうかも、まだ分かっていない。昨日はピスト を持ったシナ兵に艀が差し押さえられたという。そこで初めてドイツ大使の介入となった。大使はシナ外交部に出向いて、再び舟を使用できるようにし もらう必要があった。　
私の心配は地下壕にある。水位がぐっと上昇している。この数日は、さしあたり水を汲み出す 間がないから
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使えないだろう。ちょっとばかり良い地下壕を探し求めている。実際、今では空襲に耐える地下壕が城内にはあるそうだ。そんなのが私や私の守っている人たちのために運良く手に入れば、それに越したことはない！　
電灯廠︵発電所︶所長の白︵
Pai ︶氏が我が家に泊まらせてもらえないかと頼みこんできた。承知した。今ま
た筆頭技術者の陸法曽︵
Loh-Fa-tsen
の音訳︶氏がきて、妻と従僕とともにここに泊まりたいと言う。トランス
オーシャン社はクトー号に移る で、校舎はまた空になろう。だからそこを提供できる。　
午後一時半、中山碼頭へ車でいく。二時の約束の艀でクトー号へ行った。私の荷物の具合を見るためだ。先日
見たのと同じ光景がまた碼頭であった。到着する兵士と出航す 兵士でひどい人込みなのだ。そのとき憑玉祥︵Feng Yu H
siang ︶が出航しようとしていて、桟橋が一部閉鎖された。人込みでどうにもならなくなったところ
へ彼の衛兵が現れ、ピストルを構えて彼のために道を作った。我が目を疑ったのは、衛兵の一人が私のあばら骨に好意を込めてモーゼル銃を突き当ててきた時 。そうするこ で、彼は私に体を小さくするようにと暗に仄
ほの
め
かしていたのだ。 ︵安全装置を外した、撃鉄の開けられたモーゼル銃、そんなことあり得ることか︶ 。午後四時やっと一隻の艀が到着した。クトー号上で荷物室を一度見て回るにも十分間しかなかっ 。今朝早く発送した最後の箱が目に入り、満足する。乗客はビールジョッキ 片手に長
のどか
閑にトランプ遊びをしている。別れの言葉を簡
単に交わして、それから急
せ
かせるように警笛を鳴らす艀
はしけ
に飛び乗って、下関に戻った。これで背水の陣はしかれ
た。
帰宅してみると、ガウ︵
G
au ︶将軍がきていることが分かった。将軍から危急の際は受け入れてくれるよう
頼まれる。承諾 返事をした。彼と従僕の めに。しか 人々はどこに泊ま べきか、今 ころ実際まだ分からない。　
ベーレンシュプルンク博士︵
B
ä rensprung ︶を訪問する。博士はラメザン︵
Lam
ezan ︶男爵の後任で、目下の
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ところ警官を部下に持っている。私は二度目の警報が出た後でも又夜の十時以降でも自動車で自由に外出できる通行証が欲しい。 ︵安全上の理由からもそのような通行証が提供されるとよい︶ 。ベーレンシュプルンクも明日は漢口へ向かう。ちょうど元帥の命令を受け取っていた。博士は警察庁長官の王固磐︵
W
ang K
o Pang ︶将軍がま
だいるのであれば明日にでも博士 名刺 持って彼のところに行くよう、私に指示した。
王︵
W
ang ︶将軍なら
私自身も北京にいたときから大変よく知 本来ならベーレンシュプルンク氏を煩わす必要はないのだが、しかしだ、どんな小さな事でも役に立つ。そうであって欲しい！　
上海のラジオ放送によれば、外交部部長︵注、外務大臣︶の
W
ang
が一時的に南京に留まっているという。そ
のため外国大使館も出ていかず、その結果として多分南京の銃撃戦も避けられると思われている。私はインチキは信じない。参謀の
W
ai C
hiao Pu はとっくに離れている。だから部長︵外務大臣︶が独りでここに留まること
はない。ファルケンハウゼン将軍と下関で会ったが、将軍も勿論同じ情報を得ていた。〔比較と研究
37〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従 て︵四︶の邦訳版にもない。［比較と研究
38〕
　
ラーベは参謀の﹁
W
ai C
hiao Pu ﹂に言及しているが、そもそも﹁
W
ai ﹂という姓は﹁支那音︵ＡＢＣ︶順索引﹂
を見ても存在しない。　
註１、外務省情報部編﹃現代中華民国満洲帝国人名鑑﹄一四一頁。
1
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十一月二十二日　
太陽の輝く素晴らしい天気。私の気圧計はまたもや正しいと認められた。午前七時半、まだ湯船につかってい
るとき、警報。しかしただの誤報で、八時にはまた解除された。隣人の靴屋は、もうご免こうむりたい！﹁音報﹂があ 、妻や子供や祖父母のほかに、どれほどかも分からない多くの親類を引き連れて走ってくるのだ。ところが地下壕が七十三センチメートルも水没している今、水の汲み出しには顔を出さない。おいおい好い加減にしろ。
その時、上海のラジオ局︵
Shanghai R
adiom
ann ︶から美しい歌が流れた。 ﹁汝の隣人を愛せよ！﹂ ︵
A
nd 
T
hou shall love T
hy neighbour ! ︶
奴やっこ
さんが水を汲み出さなくても、腹を立てないことだ！
 苦
力
に
は、
地
下
壕
の
水を汲み出すのは難しくてできない、つまりあまりに時間がかかると考えている。そこで消防署に電話した。ちゃんとしたポンプを持って助けに来てほ い、と。さてさ 来 かどうか。
 消防署は、ちょっと待たされたが、
とりあえず来ると約束した。　
ローゼン博士から電話があった。十時に、何人か残っているドイツ人で無人の大使館に集まって将来について
協議しようとのこと。私にはぜひとも自動車通行証が必要だ。それがないと、この敷地 ら外に出られないではないか！　
あのコックの曹︵
T
sao ︶が病気だ。シナ人医師が来ていた。だが私には診断が理解できない。体の中は熱過
ぎて、体の外は冷え過ぎ。徐々によくなる、と。　
消防署は笑いものになった。ポンプの代わりにゲッペル装置︵
G
öpelw
erk 、注、牛馬で牽く巻き揚げ車︶とい
うシナ式の水車を送ってきた。それをどうしたらいいのか、まだ分からない。その間に 地下壕の水を掻
か
き出す
ためあの手こ 手を試みた。靴屋は、すべて 許して忘れよう。彼 妻と 人の子供が、さら は六人ほどの親
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類が一生懸命に水を汲み出した。やっと溝から水はなくなったが、それでも残念なことに地下壕の一部、つまり西側の壁の崩落が判明した。
実に不快な事だ。板張りを張る指物職人がここにいれば、ひと苦労するだろう。
し
かしその男は逃げ出している。そうこうするうちに警報が次々と出て、つまり午前十時から十時四十五分までは誤報、午後一時から二時四十分まではドッグファイト、つまり空中戦。一機は勇敢に抵抗した後、東の空に燃えながら落ちていった。二機目は南に墜落した。飛行士は射殺された模様だ 望遠鏡でも残念ながら撃ち落とされた飛行機がど らのも 確認できな が、後で聞いたことには少なくとも一機はシナのほうだった。高射砲は殆ど活動せず、撃っ も当らない！
 南の方では多数の爆弾が落ちている。五分ほど中休みのあと新たな警報。
二
時四十五分から三時二十分まで。今度は誤報。　
技術者の劉︵
Liu ︶が中央放送電台︵
C
entral B
roadcasting Station ︶の羅︵
Loh 、しかし
Loh
という姓はなく
Lo
と解釈して音訳︶と一緒に来た。放送局の一部を安全なクトー号上に移したいと頼まれた。彼はそのかわり
大使から申し出のあった、上海との電信電報のための百ワット局を約束した。我々は大急ぎで大使のところへ車を飛ばしたが、残念ながら遅過ぎた。大使がちょうど乗船するところだったからだ。二人は二、三日早く来るべきだった。　
二度の警報の間、ローゼン博士と大使館で協議。要するに、ローゼンはやはりここに残る。私の口利きは何の
役にも立っていなかっ 。　
午後五時、国際委員会で南京の非戦闘員のための中立地帯︵
neutrale Zone für N
ichtkom
battanten ︶の設立にか
んして会議。私が﹁委員長﹂ ︵
C
hairm
an ︶に選ばれた。私の抵抗も無駄だった。自分のことは横に置いて引き受
けた。場合によっては重大なものになるかもしれない地位だ 、何とか全うできればよいが。ドイツ大使が乗船
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する直前に、とりあえずスマイス博士︵委員会の事務局長︶を大使に紹介でき、大使からは電報の原文にかんして同意と承諾を得た。これは米国大使館︵ここが﹁無線﹂を所有している︶経由で上海の米国総領事宛てに送られ、上海の日本大使に転送さ る予定である。すでに米英の大使は承認している。電報の原文は上海の日本大使館が受け取るまでは公表しないと委員会の会議で決定した。日本軍への呼びかけが無駄でなければと思っている。フランス人は南京にはいないので委員会には出ていない。イタリア人もだ。電報の原文は百八十頁 百八十三頁︵注、本書二五〇頁～二五一頁︶に載せる。　
帰宅すると、張が妻のために医者を呼んでくれと頼みにくる。ヒルシュベルク博士が診察に来て、張の妻は三
日ほど前に流産していると判明した。直ちに鼓楼病院︵注、南京大学病院︶に入院した方がよいと こと。コックの方は動脈硬化に罹っているが、二、三日も休めば回復して仕事に戻れるというのが医者の見立てだった。こういう病気の場合、私 は大変都合 悪いが、だからといって何ができるというのだ。張は私 知る限り何とかまあコッ できる唯一の男で、今は妻の病気 彼の心の重荷となっ いる。私がぜひ知りたいのは、さ 、誰がいつでも炊事を引 受けられるかだ。新しい者は雇えない。何か打開策を見つけねば。　
韓氏は最近家族を追い出さないで済むよう思いをめぐらしている。ではどうすべきか、一つよい助言をすべき
なのだが、どう言えばよいのか分か ない。こ からどうなるのか に く予言は な のだ　
やったぁ、コックの問題は解決した。あの苦力と事務所のボーイの蔡が一緒に料理を ると言っている。午後
十時、今でもまだラジオニュース。さあそれなら直ぐベッドに入ら くっちゃ！「電報原文
0000
」
　
デンマーク人、ドイツ人、英国人、アメリカ人で構成される国際委員会は、南京とその近郊で不幸にも敵対
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行為が生じた際に市民が避難するための安全地帯︵
a Safty Zone ︶の設立を、日シ両国の当局に提案したいと
思う。　
国際委員会は、ここに提案の安全地帯︵
00000
0
000000000
0
Safty Zone
0000
0
0000
︶に、通信施設を含む軍事施設や事務室がないこと、ピ
0
0
0000000000000000000
0
0
ストルを有する民間警察以外の武装者の存在がないこと、いかなる形にせよ︵
000000000000000000000000
0
0000000
0
in any capacity
0
0
00
0
00000000
︶兵士や将校の
0
000000
通行がないこと、そして安全地帯がこれら ことから保護されていること、以上の三点についてシナ軍当局か
0
000000000000000000000000
0
000000000000000
ら明確な保証を得ることに着手する︵
000000
0
w
ill undertake to secure
00 0
0
00000000
0
0
0
000000
︶ 。国際委員会は、これらの約束が納得のいくよ
0
00000
0000000000000
う履行されているか視察︵
0000
0
inspect
0000000
︶し監視︵
0
00
0
observe
0000000
︶するであろう
0
000000
。
　
国際委員会は、以下に指定する区域を、一般市民の避難民の世話に便利で適当な区域として提案する。この
区域は、日本軍が空爆作戦でも注意深く尊重した城内西部にある。ここに提案する区域は次の区画となる。　
東は、中山北路に沿って新街口︵
H
sin chieh K
ou ︶から山西路ロータリーまで。北は、山西路ロータリーか
ら西康路︵新住宅街の西側境界︶に真西に走る線︵新住宅街の 側境界︶ 西は、西康路に沿って右記の北側境界線から南下して漢口路の交差点︵この交差点は新住宅街の西南端︶まで。そ から東南方向に上海路と漢中路の交差点までの直線区域。南は、漢中路に沿って上海路の交差点から最初の出発点の新街口まで。国際委員会は、この区域の境界が全ての関係者に明らかとなるよう、白旗または合意された他の表示でもっ 明確に示されるよう取り計らい、注意するであろう。国際委員会は以 の取り決め 完了した を両国当局に通告した日から、安全地帯の効力が発生 ことを提案す 。　
国際委員会は、日本軍当局がこの安全地帯の文民的性格を尊重することは人道的理由︵
for hum
anitarian 
reasons ︶からして可能と気づくかも知れない︵
m
ay find it possible ︶と真剣に願っている。委員会は、非戦闘
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員のための慈悲深き配慮︵
foresight ︶が両国の責任ある当局の名誉と信じている。シナ軍当局との必要な交渉
は可能な最短 時間で完了するよう、そしてまた避難民の世話に必要な準備がなされるよう、国際委員会は日本当局がこ 懇
アピール
願に速やかに回答されんことを謹んで要望する。
　
国際委員会は、この懇
アピ
願ー ル
が好意的に考慮されるであろうことを自信をもって確信している。
　
謹んで提出するのは、
　
Ｊ・Ｍ・ハンセン、
Ｇ・
シュルツェ
- パンティン︵
Schultze-Pantin ︶、
Ｐ・ｈ・
ムンロ
- フォール︵
M
unro-
Faure ︶、
ジョン・マギー、
Ｐ・Ｒ・シュィールズ︵
Schields ︶、
アイヴァー・マッケイ︵
Iver M
ackay ︶、
ジョン・
ラーベ、
Ｊ・Ｆ・
ピッカリンク︵
Pickering ︶、
Ｍ・Ｓ・
ベイツ、
エドワード・シュパーリンク、
Ｗ・Ｐ・
ミル
ズ、Ｃ・Ｓ・トリマー、Ｄ・Ｊ・リーン︵
Lean ︶、チャールズ・リッグス、ルイス・スマイス
〔比較と研究
39〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は 二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない。　
一方、 ︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁読点﹂を付した箇所は、国際委員会がシナ軍に課した約束をシナ
軍が守っているか、国際委員会は自ら視察︵
inspect ︶し監視︵
observe ︶する義務を自ら負うと述べていたが、 ︵二︶
の﹃爆撃﹄では、その積極性が影を潜めて、国際委員会はシナ軍が義務を遵守しているかどうか配慮する︵
dafür 
sorgen ︶に止まるという後退した表現になっている。
〔比較と研究
40〕
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右の﹁電報原文﹂は︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄では末尾に引用されているが、 ︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄
では本文中に組み込まれている。 ︵三︶のヴィッケルト版︵
S.57 ︶は傍線箇所を除く部分を収録し、邦訳版はそ
れをドイツ語から次のように訳している。
　
デンマーク、ドイツ、イギリス、アメリカ合衆国の各国民によって構成される当委員会は、国民政府と日本
政府に対し、南京市内ないしはその近郊で戦いが勃発した場合にそなえて、難民のために安全区の設置を提案する。　
国際委員会は、次の点を国民政府に保証してもらうことを約束する
00000000000000000000000
。軍事交通局を含むあらゆる軍事施設を
﹁安全区﹂から撤退させ、非武装地帯とし、ピストルを装備した民団警官のみを置く。また、その場合、すべての兵士およびあらゆる階級 身分の士官の立ち入りは禁止される。国際委員会はこれらが遵守され滞りなく遂行されるよう、配慮する。　
国際委員会は、日本政府が人道的理由から安全区を尊重するべく配慮してくれるよう願っている。そのよう
な慈悲深い措置こそ、責任ある日中両国政府の名誉となると信ずる。国民政府との交渉をできるだけ早く成立させ、難民保護のために必要な準備を整えられるよう、日本当局のすみやかな回答を切望する。 ︵傍点引用者、邦訳版五七頁︶
　
英語の﹁電報原文﹂は︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄に引用されているとお 、兵士 立入禁止等については、
﹁シナ軍当局から明確な保証を得ることに
着手する
0000
﹂と述べていた。それは要するに国際委員会が努力して成就
すべき今後の課題であったから、シナ軍当局がその点を確約するかどうかは完全に白紙の状態にあった。ところが︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄に引用されたラーベ訳は、 ︵三︶のヴィッケルト版 翻訳 見られるとおり、
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あたかもシナ軍当局から内々の言質が得られるかのような、 ﹁国民政府に保証してもらうことを
約束する
0000
﹂とい
う一歩踏み込んだ独訳となっていた。　
これに続いて英語の﹁電報原文﹂は、 ﹁これらの約束が納得のいくよう履行されているか視察︵
inspect ︶し監
視︵
observe ︶する﹂と約束していた。しかし国際委員会が城門陥落後にそのように﹁視察し監視した﹂ことは
一度もなかった。むしろ積極的にシナ兵を安全地帯に引き入れ匿
かくま
ったのである。
　
最後に、 ﹁電報原文﹂は、 ﹁国際委員会は以上の取り決めが完了したことを両国当局に通告
0000000000000000000000
した日から、安全地
帯の効力が発生することを提案する﹂と約束していた。しかしそのような取り決めが完了したと通告されたこともなかった。とすれば、安全地帯は効力を発したことがなかったことになろう。 ︵三︶のヴィッケルト版はこの重要な傍線箇所を削除している。十一月二十三日　
五十五歳の誕生日。心からおめでとう、ラーベ。今日はまず曇り空をお祝いにもらった。今は十分に利用でき
る！
 マ
マ
か
ら
の
電
報
を
受
け
取
る。
そ
し
て
実
に
素
晴
ら
し
い
シ
ョ
ー
ル
も。
本
当
に
あ
り
が
と
う、
マ
マ。
シ
ョ
ー
ル
は
勿
論まだ届いていない。トラウトマン夫人が持ってくる筈だったが、夫人の説明 聞 ても理解できなかった。恐らく小さな小包にして郵便で送ったのだろう。十一月二十三日にはとにかくこちらに届くはずだったのが まくいかなかったのだろう。仕方がない！
 ケ
ー
キ
に
蝋
燭
を
ぐ
る
っ
と
立
て
る
の
も
今
回
は
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た。
コ
ッ
クが病気だ らね。 ︵オフィスボーイの曹は蝋燭なんかでケーキは焼けない いう。 の馬鹿は何で 間違って理解する！︶し し私は自分で何とでもする術
すべ
を心得ている。ラジオの放送がまだあるじゃないか。いつでもシ
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ナの誰かが誕生日を迎えるから、上海のラジオは誕生日おめでとうと放送している。そのため誕生日用の特別のレコード盤﹁この日が良き日でありますように﹂が常に放送局には用意してある。私はただそれに耳を傾けるだけ。そしてこれは私 ためのものと決め込む！
 午
前
五
時
に
ロ
ー
レ
ン
ツ
騎
兵
中
隊
長
が
ベ
ッ
ド
に
い
る
私
に
電
話
し
て
きた。ちょうど前線から帰って来たところで、なんとかクトー号に乗りたいという。いやぁ残念です、
中隊長殿。
船は昨晩出ました。午前六時半、電話がまたも鳴ったが、私は風呂なので気 もかけなかった 友情よりも清潔優先だ！
 七時、フルダーマン氏︵
﹃東アジアロイド紙﹄編集者︶とヴォルフ・シェンケ氏から電話が。二人は上
海から何とかここまで来 大使と話したいと言う。二人はヒュールターの車で蕪
ぶこ
湖まで行き、そこで何とかク
トー号をつかまえればと期待している。それがうまくいけばさらに漢口までフルダーマンとシェンケはクトー号で行くつもりだ。ヒュールターはこの二人を蕪湖まで車で乗せてい て、そこから戻ってくるとか。 ︵彼 大使館では椅子の脚 監視しなければならない、二人が逃げないよ に、と言っている︶ 。　
午前八時、張の妻のタイタイを鼓楼病院︵注、南京大学病院︶に連れていく。可哀そうに夫人はひどく苦しん
でいる。病院 は︵いつものように︶数時間 たさ て、トリマー博士夫人の口添えでやっと受け入れてもらった。コックの曹はまだふらふら歩いているが、またもうじき元気になろう。　
スマイス博士から電話が。ロイターが安全地帯の設置にかんする秘密を通信網にもう流してしまったとのこ
と。上海の日本当局が怒らないように、お詫びと弁解を正式に電信で発信させる。　
下関駅に負傷兵︵
Verw
undete ︶がひっきりなしに到着する。スマイス博士が学生ボランティアを駅に送って、
彼らが病人の世話をしている。それ ら車を貸した方がよい 韓氏がい 報せを持 き 友人のシナ人がトラック二台にガソリン百缶と小麦粉二百袋を けて私にプレゼントすると う。誕生日プレゼントだ。これは有
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り難い。何か始められる。委員会としては食料品とトラックが喉から手が出るほど欲しかったから、なおさらだ。これで駅まで学生の輸送による定期便ができあがる。私の家の自動車は勿論守らねばならないが 学生の輸送は喜んでするつもりだ。この話に間違いがなければよいのだが。
出来過ぎていて本当じゃない！︵
it s too 
good to be true ! ︶
　
フルダーマンとシェンケがついに現れ、別れを告げた。道中ご無事で、皆さん。急いでよ、でないと間に合わ
ないからね。　
午後五時、張群氏邸でお茶会。張は、前の外交部長︵外務大臣︶││現中央政治会議秘書長︵
C
hief Secretary 
of the Political D
eptartm
ent of the M
inistry of Foreign A
ffairs ︶である。出席したのは欧米人およそ五十人のほか、
南京防衛を指揮する唐将軍︵注、唐生智︶ 、警察庁長官の王固磐将軍、市長の馬氏︵注、馬超俊︶など、多士済々であった。
色々とスピーチがあって、董顕光︵
H
ollington Tong ︶が通訳した。このお茶会という﹁ものすごい
着想﹂ ︵
die “ big idea”  of the tea party ︶は、残留する我々欧米人が毎晩八時から九時の間に国際連歓社︵
International 
C
lub ︶で会いましょうというもので、私たちはそこでシナの指導的人士や秘書と接触を重ねることができる。
この考えはいい。 ﹁円卓会議﹂のようなもの まさに第一次大戦のときに我々も北京でやっていたからね
現在
は違った役割が与えられているというだけだ。　
今日は二度警報があった。午前十一時十分から十一時二十分までと、午後二時二十五分から二時五十分まで。
しかしどれも誤報。　
実に素晴らしい誕生日プレゼントのうち、すなわちガソリンと小麦粉を積んだ運転手つきトラック二台のう
ち、トラックが一台だけ、荷台 空っぽで運転手なしのまま残されていた。残りの一台は閉め切られた和平門
’
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︵
H
o Ping M
en ︶の外のどこかにあるそうだ。
明日、全てが動かされて、その物が引き渡される。誕生日プレゼ
ントはもれなく手にしたいものだ。それはそうと、さらに韓氏からも大変美しい菊を四本もらった。その後ろにまたママがいるのは確かだ。有り難う、ママ。今では食卓が本格的な誕生日祝いのように見えるよ。〔比較と研究
41〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版で 全て削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない。［比較と研究
42〕
　
ドイツ語の﹁
Verw
undete ﹂は一般には﹁負傷者、けが人﹂を指すが、負傷兵を指すこともある。ラーベは言
葉を濁して負傷兵︵
Verw
undete Soldaten ︶とは明記していないが、どちらであったろうか。
　
南京で初めて負傷兵に言及されるのは南京陥落の約二个月前、十月二十五日のことである。金陵女子大の
ヴォートリンがこの日﹁一五〇〇の重傷の負傷兵が今日南京 運ばれてきた﹂と聞いたこ を記している。そして十一月七日﹁負傷兵下関収容所﹂ ︵
R
eception for W
ounded Soldiers at H
sia G
w
an ︶の設立、十一月十四日﹁今
朝は三〇〇〇の負傷兵、そして午後には五〇〇〇﹂ 、十一月二十日﹁昨夜二割の負傷兵が死んだ﹂ 城門陥落の約三週間前の 二十一日には﹁私たちは負傷兵が駅におびただしく放置されて る に出くわし 。⋮⋮腐敗する死体の臭気は忘れようにも忘れられない﹂という記述が見える。　
問題はこの放置された負傷兵のその後であろう。実戦が迫るにつれて、いよいよ放置され続けたであろう。或
いは、陥落後は日本軍 不法行為の動かぬ証拠とする道も残されていたのではないか。
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註１、
Vautrin’s D
iary 1937 , ibid., p.54, p.69. 
十一月二十四日　
既に述べたように、通信社のロイターが国際委員会の計画について予定よりも早く電信で配信してしまった。
そこですぐにスマイス博士が立場を明らかにして、非戦闘員のために中立地帯を設けようとしたのはアメリカ大使館ではなく私的委員会であると訂正した。東京ではロイターの電信に基づいて抗議がもう起きている。ローゼン博士が昨日正午のラジオでそれを聞いた。東京では、アメリカ大使館はもう南京を離れたじゃないか、いったいこんな計画と何の関係があるのか、と問題に ているという。それゆえローゼン博士はアメリカ海軍を介して次の電報を上海のドイツ領事館に送った。
上海ドイツ総領事館宛て
00000000000
︵注、原文は英文︶
　
ドイツ人のジーメンス代表ラーベを委員長に、イギリス人、アメリカ人、デンマーク人、ドイツ人を委員と
する当地の
私的な
000
国際委員会︵
Privatrom
itee ︶は、これまで空襲はあっても城内の特定地域に被害はなかった
という事実を評価して、南京で直接戦闘となった場合の市民の保護地帯を設けるようシナ軍と日本軍 求めきた。アメリカ大使は総領事を介しての提案を上海の日本大使と東京にも転送した。新しい保護地帯は異常事態の際、非戦闘員のみに安全な避難所を提供する予定であり、そ なれば当然、これまで被害のなかった城内地域は今後も無傷で残るという明るい見通 に立て 。　
ドイツ人が委員長ということに鑑み、この人道的な提案に非公式ながらも公式同様の思いやりある支援をお
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願いする次第である。　
ここにあるのはコードブック︵
Satzbuch ︶のみ。東京に転送してください。そしてもし可能ならばアメリカ
海軍を介して上海総領事館と東京の大使館のを意見を当地に返送してください。
 
ローゼン
　
ローレンツ騎兵中隊長が別れを告げにきた。私物を入れた箱 何箱か保管 欲しいという。
000000000000000000
0
00000000000000000000
0
とりあえず断っ
0000000
た。まず場所がない。それにその気もない。ローレンツはここにまだかなりのワインを持っていて、その何本か
0
000000
0
00000000
0
00000000000000000000000
0
00000
は負傷兵や病人を元気づけるため私に贈ってもよいと考えている。そのことは︵買うにもお金がな ︶私にもか
0000000000000000000000000000
0
0000
0
00000000
0
0000
なり っきりと分かっていた が、ローレンツ氏はワインの殆どを荷造りした。
00
000000000000000000
0
荷造りできなかったボトルでさ
00000000000000
え私に譲ろうとはしな た。彼は車は残していくので、その車を負傷兵の輸送など委員会の仕事用に貸して欲
0
0
0000000000
0
000000000000000000000000
しいと頼んだ。彼は貸すとは言ったが、貸す も数ドル︵最初は二十ドル、しかし今 二五〇ドル︶は欲
0
0
000000000
00000000
000000
0
000000000
0
000
いと言う。今日の午後、もう一度、彼のところ 行った。そして最後には、二、三箱なら喜んで保管したいとはっ
000
0
0000
0
000
0
00000000
0
000000
00
000000000000000
きり言ったのだが、なんとしても彼には気づいてもらえなかった
0000000
0
00000000000000000000
！
　
地下壕がまたしても水浸し。が、前ほどは酷くない。第一回目の警報︵午前十時から十時三十分まで誤報︶が
鳴る前、手遅れにならないうちに、水は汲み出せた。天気は ばらしくいい。十一時二十分、またまた誤報。十一時四十五分、解除。午後二時二十分 三度目の警報が 二度目の警報信号は聞き逃していたから、辺り一面に突然撃ち込まれた。我々の南と言ってもどうやら城壁の内側でかなり 爆弾が落ちてゆく。大型爆撃機二機が約二千メートルの高さから爆弾を投下するのが見える。シナ人 溢れんばかりに殺到するたっぷり濡れ ままの地下壕に、私は飛び んだ。その後は静まり返 、午後 時四十分には全ての危険が過ぎ去っ
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韓は午前中ずっと出歩いていて、ガソリンと小麦粉を積んだもう一台のトラックを引き取ってこようとした
が、残念、駄目だった。運転手が逃げていたのだ。二台目の車とガソリンと小麦粉は八十八師︵注、八十八師団︶の厳重な監視下にあった。八十八師 この地区︵注、安全地帯か︶を押さえており、それが問題だった。有力者のシナの友人︵杭立武博士︶が力を貸してくれなければ たぶん空しく引き下がっていただろう。そうならずに済んでよかった。二台のトラックを負傷兵︵
Verw
undeten ︶のために利用できれば実にすばらしい。負傷兵問題
はますます重大になろう。中央医院院長の劉瑞恆︵注、本文の
 J.H
enry Liu を
 Liu Jui-heng として訳︶博士は旅
行に出発し、 ﹁世話﹂のために残された二人の医師もまた逃げ去った。アメリカ人伝道団医師が踏ん張っていなければ、多くの負傷兵の運命もどうなるものか分からない。その間に私はプレゼントされたトラック一台を動けるようにした。運転手は劉︵
Liu ︶で、
彼を││
その劉を││
私が必要としないとき、劉がトラックにドイツ国
旗を付けて運転する。車が徴発されないよ にだ。シナ兵は現在トラックが目に入ればどれでも接収している。クレーガー︵カルロヴィッツ︶から聞いたのだが、命令︵
M
in Lin ︶ 、すなわち全市民に南京を離れよとの命令が
出た。 ︵この情報はこれから再確認が必要だ︶〔比較と研究
43〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない。　
同じく﹁読点﹂を付した箇所は、 ︵二︶ 一九四二年の﹃爆撃﹄で削除され、 ︵三︶のヴィッケルト版にも︵四︶
の邦訳版にもない。
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同じく﹁破線﹂を付した箇所は、 ︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄で付加されたが、 ︵三︶のヴィッケルト版で削
除され、 ︵四︶の邦訳版にもない。〔比較と研究
44〕
　
ローゼン書記官の上海ドイツ大使館宛て電報は﹁ジョン・Ｈ・Ｄ・ラーベ、南京﹂と印刷された紙にタイプさ
れている。 ︵二︶の一九 二年の﹃爆撃﹄では独訳されて本文中に入っているため、本稿でもそれに倣
なら
っている。
〔比較と研究
45〕
　
ヴィッケルト版の註記︵
S.428 ︶によれば﹁
Satzbuch ﹂とは全単語を五桁の数字で表示するドイツ外務省のコー
ドブックであった。機密保護はなされていなかったため極秘電には使用されなかったとのことである。十一月二十五日　
太陽の降り注ぐ秋晴れ。頭痛の種は医者の問題だ。医者と薬を送って欲しいと、香港、上海、漢口 紅十字社
︵注、日本で言う赤十字社︶に電報を打った。外国人医者には打たなかった。電報はアメリカ大使館経由で送っており、アメリカ大使館に限らずどの大使館も自国民に南京を離れるよう要請しているからだ。　
昔のシナ皇帝の珍宝の運び出しを又も手伝うことになろうとは夢にも思わなか たが、とにかくそうなった。
私のトラック、つまりは私の誕生日のプレゼントにもらった怡和通煉瓦工場︵
I H
o T
ung B
rick W
orks ︶の車は、
しばらくの間負傷兵の世話をする学 の輸送に使われていたが、今では杭立武博士に提供され 。信じられないだろうが実際一万五千箱の珍品を港へ運ぶため、博士はかなり多くの車を集め、政府は宝物を漢口へ持っいこうと ている。これが日本軍 手に落ちれば日本軍は北京 移すだろうと、案じら ている。 ︵もとはと言
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えば北京にあったものなのだが！︶　
昨日上海からのラジオによれば、日本軍司令部は南京に非戦闘員のための中立地帯︵
neutrale Zone ︶を作ろう
とする我々の努力を好意的に受け入れたという。公式回答はまだ来ていない。　
ママの十一月十一日付け手紙をもらった。所要日数は十四日。これからはもう来ないと思う。やがて陸路が遮
断されるから。ありがとう、ママ。ウルシ︵
U
rsi ︶の紙人形は魔除けとして保管するよ。
　
今日はもう二度も誤報があった。午前九時五分から九時三十分までと、午前十一時四十分から午後十二時三十
分まで。　
韓の地下壕も今は崩れた。新たに作らねばなるまい。そのうえ彼は学校に家族を引っ越させるため一室を準備
中だ。エラ・ガウ夫人︵注、ガウ将軍の夫人︶が箱とトランクを保管してくれとたくさん送ってきた。そのなかの柱時計二つには﹁注意、時計﹂と書かれた紙が張られてあった。全部車庫に移す。がらくたと一緒にそこに置くしかないのだ。　
馬市長から電話。午後六時からの国際連歓社︵
International C
lub ︶のお茶会に招待される。オーケー。それじゃ
行こう。いい気分転換 ！　
カルロヴィッツ社の丁︵
T
ing
の音訳︶氏がホテル︵
H
otel ︶の管理をシュパーリンク氏に任せてよいかと助言
を求めてきた。勿論、任せてよい！
 シュパーリンクのような人物が邸宅のものを運び去るなんてありえないじゃ
ないか！　
隣の靴屋、あの卑劣な靴屋だが、今や友人となった。二人は身 心も一つだ。彼ときたら一日中家族ぐるみで
地下壕から水 汲み出してくれる。そのうえ褐色の素晴らしいブーツ一足を十ドルで作 てくれた。私は一ドル
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余計にはずんだ。友情を一層固くするため。そして今またナチ党の制服用に更にブーツ一足をもらうことになっている。人 やはり変わるものだ。その望みだけは捨 るべきじゃない。そして汝の隣人を愛せよ︵
T
hou shall 
love T
hy neighbour! ︶だ。上海のラジオの伝えるところでは、昨日の爆撃で南京城内では四十人が死んだ。爆弾
の数発は大華戯院︵
Stadtheater 、
注、
城内のエアコン完備の映画館︶に落ちた。そこは我々が当時一緒に絵画展
を見た所だ。　
日本軍は、更にラジオが伝えるところでは、非戦闘員のための中立地帯の設置にこれまでのところ﹁最終的﹂
な回答を出してない 上海のドイツ総領事館を介して、またナチ党の上海地区指導者︵
Landesgruppenleiter ︶ラー
マン︵
Lahm
ann ︶を介して、ヒトラーとクリーベルに次の電報を送ることに決した。
次の電報が今日打電された
。
　
上海ドイツ総領事館御中
　
ラーマン上海地区指導者殿
　
次の電報を転送くださるよう伏してお願いたします。
︵１︶
　
総統宛て
　﹁
末尾に署名せるナチ党南京地区職務管理者
にして南京国際委員会委員長は、非戦闘員のための中立地帯設
置にかんし日本政府の許可が出るよう、総統閣下に、ご親切な仲介をお願いいたします。さもなければ間近に迫る南京攻防戦では二十万以上の人命が危険に晒されます。ドイツ式挨拶をもって。ラーベ、南京のジーメンス代表﹂︵２︶
　
クリーベル総領事宛て
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　﹁
非戦闘員のための中立地帯設置のため日本政府へ総統の仲介を求める本日付拙願にご支援を賜りますよう
心からお願い申しあげます。さもなければ間近に迫る南京戦では恐ろしい大量殺戮︵
B
lutbad ︶が避けられま
せん。ハイル・ヒトラー！
 ラーベ、ジーメンス代表にして南京国際委員会委員長﹂
　
ひょっとしてラーマンが高い電報料金に尻ごみするのではと不安になったので、費用は私の負担としてジーメ
ンス上海に前払いさせるよう頼んだ。数百ドルほどだろうが、目的からすれば何でもない。　
午後一時半から二時半まで空襲。城内南部に爆弾。
　
イギリスのホルト︵
H
olt ︶提督からバンガロウクラブでのお別れカクテルパーティーに招待される。カクテル
パーティーは不慣れだが、恐らく参加せねばなるまい。ということは、イギリス艦隊も出発しようとしているようだ。全然おもしろくもない！　
今日バスの運行が中止となる。バスは全部漢口へ向かったと言う 大通りは現在やや静かになったが、それで
もまだ二十万以上のシナ人︵非戦闘員︶がここにはいるそうだ。ヒトラーが助けてくれるよう、ゴッドに誓ってお願いしたい。その結果、最後には中立地帯 設立できるよう。　
韓氏が新しい友人を連れてきた。宋︵
Sun ︶と言って、怡和通煉瓦工場の人だ。私に新しい地下壕を作ってく
れると言って る。とにかく古い地下壕からはいつも地下水がたっぷり出てくる。この﹁輝かしいアイデア﹂が実現されるなら、それは楽しみだ。水の中で水遊びする地下壕など楽しくもない！　
馬市長が国際連歓社︵
International C
lub ︶で開いたお茶会で、我々残留する外国人は毎日午後六時から七時の
間に北京路六十九号の英国文化協会︵
B
ritish C
ultural A
ssociation ︶でシナの人たちと会うことにすることが取り
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決められた。その他には重要な話は出なかった。バンガロウ・クラブでのホルト英国提督のお別れカクテルパーティーは何事もなく終わった。私は機会があったのでヒトラーとクリーベル宛ての電報をアメリカ大使館員のアチソン氏に私的に渡した。彼は上海に転送するようにすると約束してくれた。　
漢口では中立地帯設置にかんしてシナ政府が埒外におかれていることが懸念されているとラジオは伝えてい
る。さらにラジオは︵上海のイブニングポストのニュースとして︶江陰要塞の陥落も近いと報じている。もしそうな と、南京には苦い結末が待っている。私の見るところ、日本 軍艦が揚子江を溯上してき 、揚子江岸から南京を砲撃することになろう。そうなれば南京防衛などそもそも全く考えられない。しかしこのニュースは少し時期尚早に思える。恐らく上海のラジオ局はシナ側の情報を全く得ておらず、僅かに日本側の情報だけなのだろう。
電文﹁ジョン・Ｈ・Ｄ・ラーベ　
南京
　
上海ドイツ総領事館宛て
　
党州指導者ラーマン宛て。
　
以下の電文をご転送賜りたく まず総統に。下に署名する党南京地区職務管理者兼当地国際委員会委員長
は、非戦闘員のための中立地帯創設に日本政府が同意を与えるよう、総統閣下がご親切に日本政府にお執りなしくださることを懇請いたします。さもなければ南京を巡
めぐ
る差し迫る戦闘では二十万人を超える人間の生命が
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危険に晒
さら
されるからです。ードイツ式挨拶をもって
 ーラーベ
 ー南京ジーメンス代表。次にクリーベル総領事
宛て。非戦闘員のための中立地帯創設に、日本政府へとりなしを求める本日付の私の総統宛て請願にご支援くださいますよう心からお願い申しあげます。さもないと、差し迫る南京の戦闘では恐ろしい大量殺戮になることは不可避だからです。ハイル・ヒトラー！
 ラーベ
 ー南京ジーメンス代表
 兼
 南京国際委員会委員長。電信
料は必要な場合、補償される。シナジーメンス上海から私の費用負担に付け替えられたし。ラーベ﹂
〔比較と研究
46〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない。同じく﹁破線﹂を付した、 ﹁ヒトラー宛て﹂と﹁クリーベル総領事宛て﹂の二つの電文を含む﹁上海ドイツ総領事館御中ならびにラーマン上海地区指導者殿﹂の電報は、 ︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄では本文中に組み込まれている。　
同じく﹁破線﹂を付した箇所の﹁二時半﹂という時間は、 ︵二︶ 一九四二年の﹃爆撃﹄では﹁三時半﹂に変
更されている。そして 次の電報が今日打電された﹂が︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄で加筆されたが、 ︵三︶のヴィッケルト版では削除されたため︵四︶の邦訳 にもない。　
一方、 ︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄の文末にある﹁電文﹂は、ナチ党上海地区指導者︵
Landesgruppenleiter ︶
をラーマン︵
Larm
ann ︶と表記しているが、 ︵三︶のヴィッケルト版はラールマン︵
Lahrm
ann ︶に変更している。
︵四︶の邦訳版は﹁ラーマン﹂で訳している。
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十一月二十六日　
よく晴れた良い天気。恐らく空からの訪問があるだろう。
　
ローレンツ騎兵中隊長がもう一度こち にきた。自分の自動車のために私から何かまだ引き出そうと最後の試
00000000000000000000
0
000000000000000000000000000
みだ
00
。はっきりと私は断った。残っていた何本かのワインは、病人や負傷兵のために私にくれるかと思いきや、
0
000000000
0
000000000000
0
00000000000000000000
0
彼は大使館に持っていってしまった。それでいて木箱は私のところに置いておきたいと言う。ええ、ええ、こう
000000000000000
0
00000000000000000000000
0
0
0
0
0
00
いう時にこそお人が知れるというもの。車でいったい彼はどこへ行っていたのか、それが知りたいものだ。買い
000000000
0
00000000000000000
0
000000000
0
00
手がなければ、いずれは恐らく私の手に入るんだから。しかし私から進んで払うことはしな 。そんな金はない
0
0000000000000000
0
0000000000000000
0
0000000
んだ
00
！
　
シナ人がやってきて、表向きは親戚の所有になっている南京最大のホテル首都飯店にドイツ国旗を掲げて欲し
いと言う。しかし我々はそんなに馬鹿じゃないんだから、はっきりと断わった。それにこの問題はその親戚やらと関係がない こちらは実によく所有者を知って るのだ。　
こちらでは今﹁風評﹂の時代に生きている。記録にも値し い実に奇怪なニュースが飛び交っている。ニュー
スとなる 人は進んで信じたがるものだからもうすでに賛同と共感を得ているところの、今しがた私の耳に入ったニュースによれば、蔣介石総統は防衛軍部隊の最後の一線を城外およそ八十キロにすると決定 たという。その一線が敵に占領さ れば、南京からの退却となろう。それが可能なのか、もっと突 込んで言えばこのニュースは軍事的観点からして信用できるの 、判断はできないが、いずれにせよ素人には悪 感じはしない！　
ヒュールター氏がフルダーマンとヴォルフ・シェンケを蕪湖にちゃんと送り届けて、クトー号に んする最新
の面白いニュースをもってきた。そ によ と私の友人の交通学校︵
C
om
m
unication School ︶技士の王︵
W
ang ︶
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氏夫妻が本当にまた下船してしまって、列車で漢口に向かったようだ。それに加えてクトー号にはブリュンデル︵B
ründel ︶少佐の率いる警察部隊︵
Polizeitruppe ︶が配置されていたそうだ。それは必要だった。というのもド
イツ人が乗船したとき は、ドイツ人乗客にあてがわれていた二等船室の多くがシナ人にもう占領されていたのだ。この たちはシナ人乗組員│││所謂お茶くみボーイ︵
Tea-B
oy ︶
││の手引きで潜り込んでいた。 ︵勿論たっ
ぷりと支払って︶ 。　
杭立武博士はたった今私の質問にたいして、中立地帯設置にかんするシナ政府の諒解については心配する必要
はないと答えた 蔣介石元帥本人 同意したというのだ。今では委員会に一人の外国人所長︵
foreign D
irector ︶
も迎えた。南京ＹＭＣＡ フィッチ氏︵注、原文では
Fritch ︶だ。今はただ日本軍の同意を待つだけとなってい
る。　
上海本社からドイツ大使館に次の私宛て電報が来た。
﹁ジーメンス宛て││当地上海のジーメンス社からの通知。南京退去はご自由に。個人の危険は避けよ。漢口移転が得策。どうするか電報を﹂　
私は大使館を介して回答した。
﹁ジーメンス上海宛て、ラーベより。十一月二十五日付け貴電拝受。私、 残留を決心、二十万以上の非戦闘員を保護する中立地帯創設のため国際委員会委員長を承諾﹂　
ローレンツから手紙がくる。車は私の自由にしてよいが、十二月一日に彼の家のボーイに二十メキシコドルを
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払ってもらいたいというのだ。この男は取引することを心得ている。実際、商 も顔負けだ。まあいいさ、しょ
000000000000
0
000000000000
0
0
0
000000
0
0000
0
00
うがない、どっちみち車は手に入る
0
00000000000
。
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韓氏がガソリン百缶を怡和通煉瓦工場から引き取ってくることができた。それにまた小麦粉二十袋も。庭では
新しい地下壕作りが始まろうとしている。ガソリン用にはまだほかの地下壕が必要だ。ガソリン百缶では私の庭でさえ少し危険すぎる。　
スマイス博士から電話。ラジオを聞いていたら東京の新聞が南京の中立地帯は南京攻略を実 困難にするか遅
らせることになる、南京と上海南市とでは比較にならない、と述べていたという。新聞報道とはいえ、注目すべき意見だ。計画が実を結ばないときはどうすべきか。その苦労たるや本当に大き 。私の希望はヒトラーだ！　
私のラジオが今日の午後伝えるところによれば、シナ軍は江陰要塞の状況を実に危機的と認めてはいるが、そ
れでも頑強に抵抗し総崩れしていない いう。南京防衛の計画はまだ何も新しいことは分かっていない。　
ローレンツ コックの給料として︵注、この間二頁欠落︶ 、すなわち二十ドル。コック 二十ドルも出すべき
00000000000000
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0
0000000000000
なのか、私 すらまだ分からない。というのもバッテリーは完全にあがっているからだ。ローレンツ中隊長にた
00
0
0000000000
0
0000000000000000000000
0
0000000000
いする敬意も今やほとんど吹き飛んだ あんなものに、よくもこの男は二百五十ドル 要求してきたものだ
0000000000000000
00000
0
00000000000000000000000
。
貼付電信文のコピー
0000000
︵注、右の日記本文に組み入れられている﹁ジーメンス上海からラーベ宛て﹂と﹁ラーベから
ジーメンス社上海への返信﹂の電信文のコピー︶ローレンツからラーベ 手紙
00000000000000
 
南京、一九三七年十一月二十六日
0
0
000000000000
　　
﹁拝啓、ラーベ殿
0
0
0000
　　
同封して送りますことをお許しください
000000000000000000
。
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木箱三個︵ ﹁
000
0
Lo.
0
0
﹂Ⅰ、Ⅱ、Ⅲと表示
0
00
0000
︶
　　
自動車一台︵ビュィック、自動車登録番号、
0000
0
0000
0
000000
0
南京八一六︶ 、運転手つき
0000
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00000
　
自動車はご自由にお使いください。ただ運転手は引き継いでいただきたく、彼の給料は十一月三十日まで
00000000000000
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払っています。月十五メキシコドル受け取っています。十二月一日に私の家に留まっているボーイ長
00000
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0
00000000000000000000
︵
0H
auptboy
00000000
︶に二十ドルを払っていただけますと大変ありがたく思います
0
000000000000000000000000000
。
　
車の売却︵支援委員会﹁
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H
ilfskom
m
itee
00 000000000
﹂へ
0
0
？︶が問題になった場合は、更にご指示いただければ大変あり
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がたく思います。価格は一任します。百五十ドルは下らないと思いますが、そ ことも完全にお任せいたしま
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す。代金の支払いは上海のドイツアジア銀行︵ＤＡＢ
0
00000000000000000
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︶が好都合でしょう。車のメカは調子がよく、タイヤ五
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本つきです。一年前にピストンなど徹底的にオーバーホール済みです。これ でのところ走りに問題はなく、
0000
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最高速度は時速八十五キロまで出 エン ン イルの交換 およそ千キロ走行ごと 、燃費は運転手 も
0000000000000000
0
000000000000000000000
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よりますが一ガロン約 四マイル、城内の混雑 た道路では一ガロン約九マイルです。冬は夏よりも多少食い
000000
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000000000000000000000
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0000000000
ます
。
　
貴殿のご好意とご支援に感謝します
0000000000000000
。
　
またすぐ再会できることを願ってい
0000000000
。
　
心からの挨拶をもって
 
ハイル
　
ヒトラー
00
0
0000
！
　
 
ローレンツ
00000
、
0
0
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　︵
ラーベがドイツ向けにクトー号で発送した財産目録と﹁次はクトー号に搬入したトランクと木箱のリスト﹂
00000000000000000000000
0
000000000000000000000
0
がここに挟まれているが、その翻訳はともに省略する
0000000000
0
000000000000
︶
〔比較と研究
47〕
　
この十一月﹁二十六日﹂の記述が︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄と︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄との間でど
のように変化しているかを見るとき、一つの大きな違いが目 入ってくる。　
ラーベが頁 左下に付した頁番号で言えば一九三九年の﹃敵機﹄は﹁二一〇﹂と﹁二 一﹂がないため、頁番
号が二〇九頁から二一二頁へと飛んでいる。二頁分 欠落が見られるのである。そのうえ二十六日から││﹁二十七日﹂の日付がないまま││二十八日へと飛んでいる。十一月二十七日が欠落しているのである。欠落している二頁分は二十七日の記述なのかも知れない。或いは そうでないのかも知れない。また欠落部分に何が書 れていたのかも分からない。　
一方、一九四二年の﹃爆撃﹄の日付は二十六日、 ﹁二十七日﹂ 、二十八日と、連続している。どうして﹁二十七
日﹂があるかと言えば、 ︵一︶ 一九三九年の﹃敵機﹄の二十六日の後半が︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄の﹁二十七 に改変された らである。具体的には本書二七四頁の﹁コックの曹が依然病気だ﹂以下がそれで、これは︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄では二十六日の記述であった。　
従って一九三九年の﹃敵機﹄の 頁に及ぶ欠落部分が 九四 年の﹃爆撃﹄で甦
よみがえ
ったというのではない。
　
他方、ヴィッケルト版は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄を底本としているにもかかわらず、どうしたことか
十六日﹂の日付がなく、二十五日から二十七日へと飛んで る。具体的には︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄の二
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十五日と二十六日の前半を二十五日とし、二十五日は﹁私がその場に居合わせることが重要なのだ﹂ ︵本書二七三頁︶で終わっている。そして︵一︶の一九三九年﹃敵機﹄の二十六日の﹁コックの曹が依然病気だ﹂以下を二十七日とし、同じく二十六日の﹁午後六時、北京路六 九号で会合。唐将軍が出席⋮⋮﹂ ︵本書二七七頁︶を﹁二十七日夕方﹂ し が、その理由は分からない。 ︵四︶の邦訳版は、
 ︵三︶のヴィッケルト版に準じた
ものである。　
十八時に英国文化協会で会合。王固磐がスピーチする。戦況の報告はなかった。聞き知ったことはと言えば、
明日の正午に中央銀行の小額紙幣︵一ドルとそれ以下︶に交換できるということだった れ きっと使うことになろう。実際、小銭は極端に不足している。ローゼン博士からお茶に招かれて行く途中、車のタイヤがパンクしたため、歩いて行かねばならなかった。運転手はカギもかけず クルマを路上に放置してガソリン探し のんびりと出て行く。大通りは真っ暗というのにトラックが引っ越しのため木箱や手荷物を積んで盛んに往来している。真暗闇だから行き過ぎないよう目を凝らさねばならない。ローゼン博士のところに着くと、シャルフェ ベルク、ヒュールター、クレーガーがまだいるではないか。この三人は う渡航には間に合わ そのため南京に留まらねばならなかった。長 間待ったあと更にローレンツ騎兵中隊長 やっ きた。彼は夕方出発しなければならない。おしゃべりをして楽しい宵のひととき 過ごした。ローレンツ ここを出発する最後のドイツ軍事顧問だと、ローゼン博士が賞賛 ロ ゼン 、まだ私たち全員間に合うので南京で銃撃とならないうちにジャルディン社の艀
はしけ
で立ち去るのではないかと大層心配している。ヒルシュベルクの一家もやむを得なければ艀
に乗って避難しようとしているか だ。 るほど理性的に考えれば疑いもなくそ に違 ない。 しいつも逃
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亡のことばかり考えたりその話を聞かされたのでは何とも気が滅入る。私の周囲のシナ人は至って落ち着いている。ご主人様が逃げないことが彼らには重要なのであって、そうであるかぎり万事うまくいくと思 いるようだ。とにかく私は絶対にここで耐え抜かねばという気持ちがいよいよ募る。ただ白状すれば、我が家よりは少し安全な場所があれば確かにいいだろう。恐 く別の住居を手に入れること できよう。ローゼン博士は張群部長︵注、外交部長＝外務大臣︶の家を提供してもらった。そこに素晴らしい地下壕がある。いつかあちらへ行って要塞のような邸宅をじっ り見ておか きゃ。それ ら次が大問題だ。引っ越すかどうか。ここではこの間に多くの人が私の回りに集まってきているが、全員一緒に連れていくわけにもいかないし、かといって同時に二つの家に私がいることもできない。やは 非力でも私がその場に居合わせることが重要 のだ。そこで更にうまい抜け道が何とか見つかるに違い ！〔比較と研究
48〕
　
すでに述べたように、冒頭の﹁午後六時、北京路六十九号で会合。唐将軍︵注、唐生智︶が出席⋮⋮﹂は︵一︶
の一九三九年の﹃敵機﹄では十一月二十六日の記述であったので、本稿 も﹁二十六日﹂のこととして続けている。　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従って︵四︶ 邦訳版にもない。　
同じく﹁破線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄で加筆されたが、 三 ヴィッケルト版では
十一月二十五日に移して、二十五日の記述としている。
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十一月二十七日　
曇り空、まさに飛行日和。昨日は終日悩まされなかったが、今日は九時十分から九時四十五分まで誤報があっ
た。そしてこれを書いている十三時四十五分にはまたも新たな﹁音報﹂が鳴る。これがやっと最初の警報であった。　
コックの曹が依然病気だ。彼は
Jocapral を処方してもらっていたが、これはもう手に入らないだろう。もう薬
局はどこも店を閉めて行ってしまったからだ。それから五日後の今日になって、人々 病気と気づいて私に教えてくれた。まずは彼に私の買い置きの薬をちょっとあげた。そのうえこの男ときたら一週間も暖房のな 部屋寝ていた︵理由は何にせよ節約であった︶から、私の石油ストーブを貸してやった。どうして石炭ストーブを買わないのかと聞くと、 うストーブの煙突の管が手に入らない、どの板金屋も店閉まいした、と答えるのだった。ごまかしだ 思う もう一つ何か事情があるに違いない。人のいい曹は結局他の人々に取り入らなかった。だからほったらかしにされたのだ。もちろんそんなことがあってい はずもない！　
ローレンツの運転手が車ごと逃げてしまった。彼を連れ戻して厳しく意見し、完璧に心を入れかえさせねばな
0000000000000000000
0
000000000000
0
00000000000000
らない。奴は私を怒らせたいのだろうが、そうはうまくいくま
00
0
0000000000000
0
0000000000
！
　
ローゼン博士が私のために を尽してくれたことには心打たれた。ここに残るドイツ人の中で彼の最大の頭痛
の種が私だった というのは、し も全くその通りなのだが、私がこ に留ま 、彼や他 ドイツ人やイギリス人たちと一緒にジャルディン社の艀に乗って逃げよ としないことを、彼は案じていた。そこでプリドー・ブリュン英国領事の証明書を私の手に押し付けて、まもなく上流 向かおうと て ジャルディン社 艀 乗船させようとし のだ。そのうえ素晴らしい地下壕のある
00000000000
前外交部長張群の邸宅をもあらゆる場合に備えて私のた
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めに調達してくれた。私が利用できるかどうかは二の次だった。要するに、彼は何とかして自分にできるだけのことをしてくれた！　
昨日の午後、一度腹を割って私たちは話をした。つまり彼は私にちょっと自分の運命を語った。彼の祖父は
ベートーヴェンと親しかった。ベートーヴェンから祖父に送られた手紙を私に見せてくれた。このおよそ百年、彼の家系からは外交官が輩出 ていた。彼の父は大臣だったが、彼は恐らく永遠に公使館書記官︵Legationssekretä r ︶止まりだろう。家族の中のユダヤ人の祖母が彼のキャリアを台無しにしてしまったのだ。
悲劇的な運命だ！〔比較と研究
49〕
　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁破線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄で加え
られ、 ︵三︶のヴィッケルト版もこれに従っている。﹁読点﹂を付した箇所は、 ︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄にはあったが、 ︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄で削除され、︵三︶のヴィッケルト版にもない。従って︵四︶の邦訳版にもない。　
なお、すでに述べたように、右の﹁二十七日﹂は︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄で 十一月 十六日の記述と
なっている。 ﹁二十七日﹂としたのは︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄であっ 本稿は︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄を底本としているが、この﹁二十七日﹂と﹁二十七日夕方﹂につ てはヴィッケル 版︵とその邦訳版︶の仕分けに準拠している。
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〔比較と研究
50〕
　
ヴィッケルトは﹁彼の
祖父
00
はベートーヴェンと親しかった﹂ ︵
S.68 ︶に註を付して、この
祖父
00
は﹁曽祖父のイ
グナーツ・モシュリース︵
Ignaz M
oscheles ︶と思われる﹂ ︵
S.429 ︶と註記している。
　
一方、ラーベの言うローゼン 祖父はローマン・ロマノヴィッチ・ローゼンで、明治三十七年︵一九○四年︶
日露戦争の開戦直前にロシア帝国の駐日公使だった。一九○五年のポーツマス会議では、ロシア帝国の駐米大使となっていた。そこで、日本の小村寿太郎外務大臣との講和会議にヴィッテ前蔵相と共に参加している。　
註１、ピーター・Ｅ・ランドル﹃ポ ツマス会議の人々﹄ 、倉俣トーマス旭＋佐久間徹訳 原書房、二○○二
年、二五頁、外務省監修﹃日本外交百年 史﹄山田書院、昭和二九年、五六頁。〔比較と研究
51〕
　
ヴィッケルト版︵
S.68 ～
S.70 ︶は﹁ゲオルク・ローゼンについては、あの一様ではない時代であったがために、
詳しく説明をしておく価値がある﹂として、ドイツ人読者向けにローゼンについての詳細な注釈を付している。が、本稿は︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄を底 としているため、それは割愛する。邦訳版を参照されたい。十一月二十七日夕方　
午後六時、北京路六十九号で会合。唐将軍︵注、唐生智︶が出席し、次のスピーチをおこなう。防衛戦が間近
に迫ると部隊が無秩序になることもあるので注意をされたい。外国人には私の力 及ぶ限り保護を約束する。城門は閉じられるが、外国人 は最後まで城門通過の機会が与えられる と。　
ローゼン博士、プリドー・ブリュン英国領事、アチソン米国大使館書記官が、本日午後、蔣介石元帥のところ
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に行った。南京防衛について本当のところを言ってもらいたかったのだ。実にいい考えだ！　
国際委員会は日本の当局からまだ回答を得ていないので、今日アメリカ大使館を介して改めて次のように︵上
海の日本大使館に︶電報を打った。
　
国際委員会は、十一月二十二日アメリカ大使館のご好意により日本の当局に南京安全地帯の提案をおこなっ
ております。再度、この提案を好意的にご検討賜りたくお願い たします。数千の市民はここに提案された安全地帯のほかに頼るべき当てもありません。そのため彼らの世話に向けて適切な準備がなされるよう、可能なかぎり早急に準備作業に着手することが必要です。それゆえこ 人道的な理由から委員会提案にたいする速やかなご回答を心から希望しております。　
南京、一九三七年十一月二十七日
 
委員長
　
ジョン・Ｈ・Ｄ・ラーベ
　
私がヒトラーとクリーベルに打った電報はどうなったのか、勿
もち
論ろん
私には確かめる術
すべ
もない。しかし私の考えで
はもうベルリンに届いているはずだ。　
午後三
4
時、明日の国際委員会の会議の日どりを決めた。日本の当局からは回答がなくとも、対策だけは立てて
おかねばならない。つまり少なくとも安全対策は講じておかねばならない。　
上海の最後の新聞をすべて組み入れてしまってから、一番最後の新聞が今到着した。そのうちに最後の最後の
新聞が来ても、驚いたりはしないだろう。郵便局はしっかりし いるよ。十一月十五日から十九日まで ニュースとなっている。ここに幾つか新聞の見出しを拾ってみよう。
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　﹁九か国会議は日本への新たな声明を協議││本日の議決はアメリカ次第﹂　﹁日本、韓復榘と一時停戦を希望﹂　﹁松井大将ジャキーノ地帯に一万円を寄付︵
Spende M
atsuis für die Jaquinot-Zone ︶
　
松井石根将軍はジャキーノ神父やその協力者が南
ナン
市タオ
︵注、上海のシナ人地区︶に保護地帯を創設し維持して
いることに敬意を表して、土曜日、上海の国際赤十字委員会の副会長Ｐ・ジャキーノ神父に一万円の義援金を贈った。　
義援金は︿ジャキーノ地帯﹀の避難民にたいする日本軍司令官の惻隠の情の表明として献じられたと、日本
の同盟通信は説明している﹂ ︵一九三七年十一月十五日、月曜日︶︵訳者注、記事の切り抜き︵本書一四〇頁⑧︶があるので参考までに翻訳した︶
　﹁日本軍崑山に進撃﹂　﹁南京政府撤退﹂　﹁南京は防衛される　﹁南京ではドイツ人婦女子乗船﹂　﹁南京無制限攻撃の可能性﹂
〔比較と研究
52〕
　
このように︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は、 ︵二︶の一九四二年 ﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない。
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同じく﹁句点﹂を付した﹁午後三時﹂は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄でも﹁午後三時﹂だったが、 ︵三︶のヴィッ
ケルト版で﹁午後二時﹂に変更されている。 ︵四︶の邦訳版はそれを受けている。　
同じく末尾に﹁破線﹂を付した箇所は︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄にはなかったが、 ︵二︶の一九四二年の﹃爆
撃﹄で加筆され、 ︵三︶のヴィッケルト版で削除された。従って︵四︶の邦訳版にもない　
同じく末尾の電報は独訳されて︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄の本文中に組み込まれている。しかし︵ ︶
ヴィッケルト版はこれを削除し、従って︵四︶の邦訳版にもない。　
なお、すでに述べたように、右の﹁二十七日夕方﹂ の一九三九年 ﹃敵機﹄では二十六日の記述となっ
ている。右のように﹁二十七日夕方﹂としたのは︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄ではなく、ヴィッケルト版であった。すでに述べた 、本稿は︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄を底本としているが、この﹁二十七日夕方﹂についてはヴィッケルト版︵とその邦訳版︶の仕分けに準拠している。〔比較と研究
53〕
　︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄は
すでに述べたように
二十六日の記述から二十八日へと飛んでいて、二十七日
の記述はない。ただ、その代わりと言っては変だが、 九三九年 ﹃敵機﹄は二十六日と二十八日の間に新聞記事を十七頁にわたって大量に挿入している。　
この日の末尾に貼付された新聞記事は以下の通りである。
　
①﹁九か国会議が対日新声明を協議、ブリュッセル十一月十三日﹂ ︵独︶ 、②﹁問題はアメリカ、ロンドン十一
月十九日﹂ ︵独︶ 、③﹁北平の南で激戦、北京十一月十四日︸ ︵独 、④﹁日本軍機が山東攻撃、済南十一月十四日︵中央通訊︶ ﹂ ︵独︶ 、⑤﹁黄河北岸の
T
siyang
陥落、天津十一月十四日︵
D
. ︶ ﹂ ︵独︶ 、⑥﹁日本軍韓復榘との特別
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和平を希望、北京十一月十四日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑦﹁シナの発券銀行活動継続﹂ ︵独︶ 、⑧﹁松井大将ジャキーノ地帯に一万円を寄付、南京 一月十五日︵独 、⑨﹁蘇州から外国人退去、南京十一月十五日﹂ ︵独︶ 、⑩﹁上海のイギリス人が損害請求 ロンドン十一月十五日﹂ ︵独︶ 、⑪﹁日本軍部隊崑山へ進撃﹂ ︵独︶ 、⑫﹁四つの前線、南京十一月十四日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑬﹁南京政府撤退、南京十一月十六日︵ロイター︶ 訳註、記事によれば行政院・立法院・司法院・監査院・検査院は重慶と四川に 財務部・外交部・保健衛生部は漢口に、交通部は湖 省都 長沙に移る 、軍事司令部
m
ilitärische Leitung ︶は南京に留まるとのこと︶ 、⑭﹁中支那方
面軍編成命令、東京十一月十六日︵
D
. ︶
｣ ︵独︶ 、
 ⑮﹁南京陥落と予報、東京十一月十六日︵ロイター︶
｣ ︵独︶ 、
⑯﹁上海市長愈維鈞がトラウトマン博士に感謝、南京十一月 六日︵
T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、⑰﹁シナの金が英米へ船積
み、ロンドン十一月十六日︵
T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、⑱﹁松井将軍にインタヴュー、ロンドン十一月十五日︵ロイター︶ ﹂
︵独︶ 、⑲﹁ブリュッセル会議議長シュパーク
Spaak 、シナを支えよ、ブリュッセル十一月十六日︵
T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、
⑳﹁パリは満足、パリ
T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁南京ではドイツ人婦女子乗船﹂ ︵独︶ 、
﹁南京は防衛
される、南京十一月十七日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁上海地区のシナ軍激しく抵抗﹂ ︵独︶ 、
﹁日本軍の進撃止
まる、蘇州十一月 七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁嘉興爆撃、杭州十一月十七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁シナ軍黄河南岸を渡 ﹂ ︵独︶ 、﹁ 本 傷手の可能性にかんするシナのメモ﹂ ︵独︶ 、﹁ブリュッセル会議の声明に日本では怒りが、東京十一月十七日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、

﹁シナ軍反撃、新郷十一月十七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁黄河の陣地の維持を韓復榘が命令 済南 七 中央通訊︶ ﹂ ︵独
﹁シナ軍が日本の進撃を止め
るため黄河の二か所で鉄橋爆破、平陽
Pingyuan
十一月十七日︵
D
. ︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁ブリュッセルの対日声明採択、
ブリュッセル十一月十五日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁インドシナ経由の弾薬供給に日本は反対、東京十一月十七
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日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁イーデンがブリュッセルに到着、ブリュッセル十一月十五日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁急きゆうきよ
遽南京撤退︵
O
.A
.L. 号外︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁移動戦から新たな陣地戦へ﹂ ︵独︶ 、﹁シナ軍は上海南京間の陣地を
強化中、南京十一月十七日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、

﹁山西の日本軍攻勢に、南京十一月十七日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、

﹁駐英シナ大使
Q
uo Tai-chi は楽観的、ロンドン十一月十八日︵ロイター︶ ︵独︶ 、

﹁ ︿南京無制限攻撃の可能﹀ 、
東京十一月十八日︵
D
. ︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁蘇州空襲について外国人が報告、南京十一月十七日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、

﹁山西の戦闘状況、臨汾十一月十七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁九龍広東線に新たな空襲、広東十一月十八日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁ブリュッセルの足並みは完全に不確実、ロンドン十一月十八日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁シナ軍芝罘撤退、芝罘十一月十八日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁ ︿シナの一体化進む、西安十一月十八日︵中央通訊︶ ﹂︵独︶ 、
﹁南京からの脱出﹂ ︵独︶ 、
﹁韓復榘降参、北京十一月十八日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁北京では依然
反日プラカード、北京十一月 八日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁嘉興の戦闘﹂ ︵独︶ 、
﹁日本の陸軍少将負傷、東
京十一月十八日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁上海戦での日本軍の損害﹂ ︵独︶ 、 ︵訳註、記事によれば戦死者九七六〇、
戦傷者二万九八五〇︶ ﹁南市と浦東の物的損害額﹂ ︵独十一月二十八日　
ローゼン博士が昨日の蔣介石将軍との話し合いの結果について次のように知らせてくれた。 ﹁防衛は城外に限
定されるのか、それとも城内でも更に防衛戦が継続される か﹂という質問には、 ﹁両方の準備をしている﹂ ︵
W
ir 
sind auf beides vorbereitet. ︶という回答であった。更に次に、 ﹁最悪の事態が生じたとき城内の秩序に誰が配慮
するのか、つまり暴徒の無法行為が起きないよう誰が最後の行政官として残って警察権力で取り計らってくれる
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のか﹂という質問には、蔣介石元帥も唐将軍も﹁その場合秩序に配慮すべきは日本軍だ﹂と各々が答えた。言い換えれば、ここには行政官は一人も残らないということだ。何十万という住民の公益のために自らを犠牲にする者は一人もいないということだ。││素晴 しき光景かな！　
ゴッドよ、もしヒトラーに助けてもらえたらなあ。文字通り銃撃戦ともなれば、この町に降りかかる不幸はと
ても想像がつかない。　
更にローゼン博士からは、総統に電信を打ったドイツ人は誰なのかと、漢口の大使︵注 トラウトマン大使︶
から問い合わせがあったと うことも聞いている その間にトラウトマン博士はすでにローゼン博士の手紙を受け取っていた。それ ヒトラーとクリーベル宛 の私の電文とこの問題にかんする詳細な事情を知らせていたのだ。中立地帯︵
die neutrale Zone ︶についての新しいニュースは今日の正午のラジオでは何も出なかった
 。
　
シュパーリンクが午後三時にスマイス博士宅で始まる委員会の会議に行こうとやってきた。この会議でフィッ
チ氏が正式に委員会の所長︵
D
irector ︶に任命され、杭立武博士がシナ人の共同所長︵
C
o-D
irector ︶に任命され
た。そして日本の当局から情報が得られるまでは何の措置もとれないことが確認された。ミルズ師は、南京防衛は軍事的観点からすると馬鹿げており、南京を平和裏に明け渡す方が良く ないのか、その点を出来る け速やかにシナ側の最高首脳︵蔣介石元帥か唐生智将軍︶に熟慮してもらって気づかせるよう、特に試みるべきだと提案した。それにたい 杭立武博士がそのような措置 現時点では適切で ないと答えた。我々としては中立地帯︵
die neutrale Zone ︶設置可能という日本の当局の肯定的な知らせが来るまでは待ちたい。あまり得られるも
のがないため午後四時半に散会する。全てのことがまさに宙に浮いたままだ。午後六時 英国文化協会で会合。リッチー郵便長官︵
Postal C
om
m
issioner R
itchie ︶から郵便局は正式に閉鎖と伝えられる。
僅かに切手売りの数
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カ所と小さな郵便局が開いているだけだ。しかし手紙はまだ郵便ポストに投函でき、ポストはときどき空にされている。リッチーは多少神経質なよう 。彼の膨大なスタッフはこれまで実 よく働いてきたが、全員が退去している。日本軍は蕪湖のおよそ六十キロ地点まで来ており、三日後に 南京に来ると語られて る。それちょっと違うのではないか。まったく不可能だと思う 勿論私はシュパーリンクのように日本軍がここまで来るには二カ月かかると言うほど楽観的ではな 。会合ではシナ語で印刷された大きなちらしが配られた。 れを私たちの家の戸口に貼ってもらって規律のない乱暴 シナ軍に荒らされ いようにするため ある。今日は城内のドイツ軍事顧問の家が兵士たちに襲われたそうだ。しかしこの件は即座に解決 。私は寧海路五号の新しい家︵注、国際委員会︶に表札とドイツ国旗を取り付けさせた。勿論この宮殿は には名目上の住居で かないだろう。そうこうしているうち 私の家で 庭に三つ目の地下壕の造営が勢いよく進んでいる。二つ目の地下壕は基礎溝が完全に水浸 となったため中断せざるを得なかった。王固磐警察庁長官はまだ二十万人がここ南京には住んでいると繰り返し表明している。私が長官にこの町に留まるのかと問 と、予想通 の答えが返ってきた。﹁できるだけ長く﹂ 。つまり、ずらかるということなのだ！〔比較と研究
54〕
　
このように︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は、 ︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では削除されている。従って︵四︶の邦訳版 もない　
同じく﹁破線﹂を付した﹁つまり、ずらかるということなのだ﹂ ︵
D
as heißt also, daß er ausrücken w
ird ! ︶は︵二︶
の一九四二年の﹃爆撃﹄で加筆されている 従って︵三︶のヴィッケルト版 ︵四︶の邦訳版もそのようになっ
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ている。十一月二十九日　
委員会を代表して財産、つまり新宮殿︵張群部長の邸宅︶を、ただ所有したに過ぎないのだが、金持ちにも心
配事があるとは初めて気がついた。持ってきた鉤十字の旗が立てられるよう、軽率にも家のボーイに支柱を依頼した。ボーイもまた万事手際よく手配した。が、私に渡された支柱の請求書は三十五ドルとなっていた！
 最
近
自宅に旗用の新しい支柱 本を設置したから、価格︵戦時価格！︶についてはたまたまよく知っていた。支柱一つが三ドルで、旗は家のボーイの張が一 二ドルで買っていた。ということは、 ﹁宮殿のボーイ殿﹂は稼ぎのいいボーイの一カ月分 給料をそっくり支柱の代金に入れ込んで請求して のだ。彼をひどく叱責はしなかた。しかし韓氏は金持ち相手の場合 大抵そんなものだと思 いる。結局、金持ち 他の人 り﹁ちょっ ﹂は多く払わなくちゃならない。そんな料簡でもって奴
やつ
らは戦争に勝つつもりだ。できっこない！
　
シュパーリンクから電話。警察庁長官の王固磐が辞任し、後任には新しい人物が指名されたという。これにか
んしてはスマイス博士が、その新し 人物はここに留まるから警察隊 一緒に逃げ出すことはないと伝えてくる。やっといいニュースがきたようだ。四時に委員会の会議。日本軍が中立地帯︵
die neutrale Zone ︶を認めな
いとしても何 かして前に進まねばならない。　
昨日は終日平穏な日だったが、今日は午後一時から二時まで誤報 あって 私のラジオ受信の邪魔をしてくれ
た。ローゼン博士が電話で言うには、その前の十二時四十分に上海を受信してい らちょうど東京からの報告あって、日本軍は中立地帯︵
die N
eutrale Zone ︶にかんする我々の提案に応じるべきかどうか、まだ熟考中であ
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ると報じていたという。最近唐将軍は英国文化協会の会合で南京を絶対に守ると説明していたが、それが日本軍に不信の念を抱かせたのだ ひょっとしてドイツの方から我々のために口添えしているのじゃないか 唐将軍のような発言は我々のためにはならないのでは、という気がする。なるほど彼の見解は非難はできな 。どっちみち彼は将軍だから、そう う立場か 少々好戦的に述べているのだが、南京は有効に防衛できないだけにそれだけいっそうこの場で 相
ふさわ
応しくない。ここ南京は揚子江の流れの作る三角地帯にあり、袋の鼠なのだ。
　
ここに掲げる
000000
総統の写真を、バルドゥーア・フォン・シーラッハ︵注、ヒトラーユーゲンドの指導者︶の詩と
ともに、偶然、手にした。　　
彼の、余人にない崇高な偉大さとは
　　
我らが指導者、万人の英雄にして
　　
それでいてまさに自ら堅固にして質朴。
　　
彼のなかに我らが世界は根ざし、
　　
彼の精神は天空を飛翔する。
　　
されど彼はどこま も人なり、
　　
汝なんじ
や我の如
ごと
くに。
　
この詩が又もや私を奮い立たせる。
ヒト
00
ラ
0ー0
が我々に力を貸してくださればと更に思
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う。単純素朴な、汝や私のような人間は、自民族の苦境のみならずシナの苦境にたいしても、万感こもごも到るのだ。ヒトラーの一言、その一言だけが我々の提案する中立地帯︵
die neutrale Zone ︶のためになり日本の当局
にも絶大な影響を与える と確信しない者は ドイツ人や外国人のなかにはいない。そのような言葉をヒトラーは語ってくれるだろう！　
午後四時、委員会の会合。我々は解決すべき様々な問題について話し合った。午後六時英国文化協会で定例の
会合。市長︵注、馬超俊︶が国際委員会の結成︵
B
ildung ︶を正式に公表した。
そのことにかんする質問にはい
ろいろと答えたが、そのときちょっとばかりひどい間違いをした。安全地帯の境界は︵これまでは南京のシナ人にのみ該当することであったから ま 公表できないと私は説明 が、境界はすでにスマイス博士によって事実上ロイターその他の特派員に完全に公表されていた。私は全大使館から道義的な支援を得ていて、す アメリカ大使館 仲介により二通の電報を上海の日本大使に送っており、個 的にも総統やクリーベルに電報で知らせていると伝えた。ヒトラーから 回答は期待していない。この種 高度 外交問題は恐らく別の方法で解決されるからだ。それでも、総統は支援を惜しまないという強い確信が私に あると述べて もう一両日待っ 欲しいと会合でお願いした。その間 日本 当局の承諾が得られると う希望をまだ捨てていなかったからだ。特派員たち︵ここには ろいろといる︶はこの問題を広く世界に知ってもら べきだ、時間はもう いと、私に注意を促す。実際 の人たちが正しい。夜十時のラジオ放送は江陰要塞の陥落を伝えていた。これ 終わりの始まりか。日本軍が城門の前 来るのはもう時間の問題でしかない。スマイス博士 電話をして 彼とベイツ博士やミルズ師の起草し 新聞社向けの電報に同意した。蔣介石総統が十万ドルを委員会に提供し くれた。私はカルロヴィッツのクレーガーを会計係 提案した。それが了承されて、彼はそのポス 問題 く引 受けてく た。
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新しい私の家︵寧海路五号︶に引っ越すよう頼むと、それにも賛成した。ドイツ国旗があるのに私のトラックは内政部を警備する兵士に取り上げられた。唐将軍の職務代行者の龍大佐︵
C
olonel Lung, den Vertreter des 
G
enerals Tang ︶に電話して、夜十一時には車を取り戻した。
〔比較と研究
55〕
　
このように︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は、 ︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない。　
ただ、ヴィッケルト版は、傍線箇所の﹁唐将軍は英国文化協会の会合で南京を絶対に守る
00000000
と説明していたが、
それが日本軍に不信の念を抱かせたのだ﹂を削除しているため、それを補足説明する形で、 ﹁唐将軍のような発言は我々のためにはならないのでは﹂ ︵
solche R
eden, w
ie die des G
enerals Tang, aber sehr schaden m
üssen. ︶と
いうラー ベの文章を、 ﹁
solche R
eden, w
ie die des G
enerals Tang (daß N
anking unbedingt verteidigt w
erden 
m
üsse) aber sehr schaden m
üssen. ﹂としている。 ︵四︶の邦訳版も当然ながらそれに従って﹁それにしても唐生
智がしたような発言︵ ﹁南京を死守する﹂ ︶ 、迷惑千万だ﹂と訳し　
同じく﹁読点﹂を付した﹁ここに掲げる﹂は、 ︵二︶ 四二 爆撃 で 片付けていたら﹂ ︵
B
eim
 
A
ufräm
en ︶に変えられた。 ︵三︶のヴィッケルト版と︵四︶の邦訳版はこれを受けている。
　
なおヒトラーの写真は︵一︶の一九九三九年 ﹃敵機﹄のみにある。その写真の下に付されていたシーラッハ
の詩は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄では本文中に挿入されている。　
同じく﹁句点﹂を付した箇所 三 ヴィッケルト版で追加され ︵四︶の邦訳版もそれに従っている。
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〔比較と研究
56〕
　
末尾の﹁唐将軍の職務代行者の龍大佐﹂ ︵
C
olonel Lung, den Vertreter des G
enerals Tang ︶はここで初めて出て
くる。原文の﹁
Vertreter ﹂には﹁
職務
00
代行者﹂という意味はない。ドイツ語の﹁～の職務代行者﹂は﹁
js. ～
Vertreter im
 A
m
t ﹂であるが、それでも﹁
Vertreter ﹂は﹁代行者、利益代表、代弁者﹂を意味するので、ここで
はこれに﹁職務代行者﹂という訳を当てている。　
周知のように、南京防衛軍司令長官は唐生智︵保定軍官学校一期生︶であった。その﹁代行者﹂ ﹁代弁者﹂ ﹁職
務代行者﹂と言えば、副司令長官の
羅
0
卓英︵保定軍官学校八期生︶か、同じく副司令長官の
劉
0
興︵
Liu H
sing ︶
のどちらかであったろう。　
唐生智の直系は保定軍官学校の出身者であった。蔣介石の直系は全て黄埔軍官学校の出身者であった。羅卓英
︵
Lo C
ho-ying ︶は保定軍官学校出身者でありながら蔣介石の信任が厚かった。それゆえ唐将軍の﹁職務代行者﹂
は、蔣介石に近い羅卓英 はなく、保定軍官学校二期生の劉興だったのではないかと思われるが、その際問題となるのは右の前提であろう。　
問題の﹁職務代行者﹂が副司令長官︵少将クラス︶ではなく参謀︵大佐クラス︶であったとなれば、右は論外
となろう。しかも南京を脱出した唐生智が南京の北西五〇キロ
滁
県から銭大鈞宛てに打電した﹁密電﹂ ︵一九
三七年十二月十三日付︶は、司令長官の唐生智と両副司令長 連名で打電され いる。これが事実 すれば、副司令長官の劉興は唐生智とともに南京を脱出していたことになる。慎重な検証が必要となろう。　
註１、 ﹁唐生智等致銭大鈞密伝﹂ ﹁南京保衛戦戦闘詳報﹂ 中国第二歴史
檔
案館編﹃抗日戦争正面戦場﹄上巻、
江蘇古籍出版社、一九八七年、四〇四～五頁。南京戦史編集委員会編﹃南京戦史資料集１﹄六一九頁 鈴木明﹃新
1
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﹁南京大虐殺﹂のまぼろし﹄飛鳥新社、平成八年、二四四～五頁。外務省情報部編﹃現代中華民国満洲帝国人名鑑﹄二二五頁、四二一頁、五二二頁、五六八頁。外務省アジア局監修﹃現代中国人名辞典﹄江南書院、昭和三二年、五六八頁。十一月三十日　
韓氏に、家族と一緒に私のところへ移ってくるように言った。彼は学校の建物の中の数部屋に住んでいて、台
所や浴室はもうできあがっていた。怡和通煉瓦工場の所有者で彼の友人の孫││私に車をプレゼントしてくれた慈善家││も同じく私の家に移ってきた。新しい地下壕はまだできていない で全力作業だ。煉瓦の壁は︵セメントがないため︶しっかりと固定できないが、そのかわり両端を厚い木の板で押さえた。それ以外にも地下壕用の鉄板︵勿論鉄製！ を利用する。その鉄板を誰が徴発してきたかは知らない。とにかく突如としてそこにあった。他にも多くのものがそうだった。私の庭はすごい 幻想的だ。それでもトラック 大きな水槽をとりに行かねばならなかった。水道廠からの水は十分供給され のではと心配し ら 。灯油も買った。蝋燭も同じく手元にある 石炭はおよそ一カ月分は貯蔵している インシュリン治療用の予備器具は夜通し煮
しや
沸ふつ
した。その用
具一セットとインシュリンのアンプ三本 常時手元にある。張の妻は依然病院だ。同じくコック 、それでも少しは良い。私の
Jacopral を服用し、それが効くと思っている。途方もなく苦いからだ。蕪湖から医者のブラウン
博士とフランス人神父がやってき 蕪湖でも中立地帯を作りたいと我々 助言を求めてきたのだが、ほかならぬ我々がそれに困り果てているところじゃないか。そんなすごい仕事には誰もまだ取り組んでいない。 きっと我々はやり遂げるだろう。この面倒な事態は ずれにせよ克服せねばなら
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昨晩、弾薬満載のトラック三十台が城外で爆発した。死者四十人。
　
残留する住民の数について
ちょっと正確な
報告が得られるよう務めている。が、次の噂が流れている。その
ちょっと正確な報告を私に提供しようとしていた人物、つまり前警察庁長官の王固磐は軍人でないため任務に対応できない 感じて職を辞していたが逮捕されたそうだ。この情報はまだ未確認だ。　
スマイス博士が電話してくる。米は六万袋を城内に、三万四千袋を下関に保有しているという。場合によって
は、これで十分だ。不足し いるのは一時宿泊用のマット、藁
わら
小屋だ。寒ければ、やはり住民を収容しないわけ
にはいかない。　
十一月三十日、午前十一時二十五分から十一時四十五分まで誤報。夜十時、上海ラジオが江陰要塞陥落と報じ
た。 ﹁防材﹂ ︵注、船舶の通行を防ぐために鎖でつながれた木材︶が破壊された筈だ、既に五十フィートの開口ができているのだろう。日本の小型の砲艦なら通れ 。その際水雷を除去できるはずだ。シナ人は新しい航路閉鎖︵防材︶を二か所設けた。次は国際委員会が克服せねばならない諸問題についての一覧表である。　
諸問題
　︵注、 ﹃敵機﹄の原文は英語、括弧内は﹃爆撃﹄とヴィッケルト版のドイツ語訳︶１．財務２．警察　　　
入口の管理統制
　　
︵安全地帯の入口の管理統制︶
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境界
　　
︵地帯の境界の監視警備︶
　　
人数と配置
　　
︵警官の数とそ 宿舎︶
３．兵士および軍事的要素︵
Soldiers and M
ilitary E
lem
nts ︶
　　　
立ち退き命令と検閲
　　
︵同右︶
　　
逃亡の予測
　　
︵軍隊の逃亡が始まった際の措置︶
　　
負傷兵︵
W
ounded ︶
　　
︵負傷兵の保護
 Verw
undeten-Fürsorge ︶
４．食糧　　　
量
　　
︵食糧の量︶
　　
配置
　　
︵同右の保管︶
　　
配給
　　
︵同右︶
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５．輸送︵輸送ならびに輸送手段︶６．住宅︵難難民の宿泊先︶　　　
調査
　　
︵監視監督︶
　　
建物の使用と手配
　　
︵ａ︶公立
　　
︵公共︿政府﹀の建物︶
　　
︵ｂ︶公共の建物
　　
︵学校と教会関係の建物︶
　　
︵ｃ︶空き家
　　
︵同右︶
　　
藁葺きの小屋
　　
︵藁葺きのテント
７．電気水道︵共用設備︶　　　
水道
　　
︵水道の提供︶
　　
電気
　　
︵電気の提供︶
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電話
　　
︵電話の提供︶
８．衛生設備と健康︵衛生設備と健康管理︶　　　
仮設トイレと汚物処理
　　
︵仮設トイレ︶
　　
生ごみとがらくたの収集
　　
︵ごみくず糞尿の搬出
　　
医療
　　
︵病院医療施設︶
　
以下は南京安全地帯国際委員会の委員の名簿である。
　　 　　　 　　　　　　　　　
︵一九三七年十一月二十九日現在︶
　
氏名
 
国籍
 
所属
１．ジョン・Ｈ・Ｄ・ラーベ
　　
委員長
 
独
 
ジーメンス
２．ルイス・Ｓ Ｃ スマイス
　
書記
 
米
 
南京大学
３．Ｐ
 ・Ｈ・ムンローフォール
 
英
 
Ａ・Ｐ・Ｃ
４．ジョン・マギー師
 
米
 
アメリカ教会伝道団
５．Ｐ・Ｒ・シュィールズ
 
英
 
和記洋行
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６．Ｊ・Ｍ・ハンセン
 
デンマーク
 
テキサコ
７．Ｇ・シュルツェーパ ティン
 
独
 
Shingm
ing T
rading C
o.
８．アイヴァール・マッケイ
 
英
 
バターフィールド＆スワイア
９．Ｊ・Ｖ・ピカリング
 
米
 
スタンダ ド石油
10．エドアルト・シュパーリンク
 
独
 
上海保険
11．Ｍ・Ｓ・ベイツ
 
米
 
南京大学
12．Ｗ・Ｐ ミルズ師
 
米
 
長老会派ミッショ
13．Ｊ・リーン
 
英
 
Ａ・Ｐ・Ｃ
14．Ｃ・Ｓ トリマー
 
米
 
大学病院
15．チャールズ ッグス
 
英
 
南京
　
３．５．６．７．８．９．
13．に挙げた方々は南京攻城戦の前に南京を離れている。
　
クリスチアン・クレーガー
 
独
 
カルロヴィッツ＆
 C
o.
は、名簿作成の際、委員会の委員としては、まだ正式に登録されていなかった。しかしのちになって登録がなされた。クレーガーは南京攻略戦中も南京に留まった。　
そしてまた、ジョージ・フィッチ
 
米
 
Ｙ・Ｍ・Ｃ・Ａ
も、後に正式に委員会に加入し 南京包囲の全期間を通して南京に留まった。
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共同研究 ジョン・ラーベ「日記」の異同について（三）
〔比較と研究
57〕
　
このように、 ︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ
るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない。　
ただ﹁傍線﹂の中 含まれている﹁破線﹂を付した﹁そんなすごい﹂ ︵
solch enorm
en ︶と﹁それなりに﹂ ︵
so 
oder so ︶は、
｢
傍線
｣
と共に削除されている。
　
同じく﹁破線﹂を付した箇所は は い。 ︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄が加
筆し、その多くを︵三︶のヴィッケルト版が受け継ぎ、 ︵四︶の翻訳版はそれに基づいている。ただ、邦訳版︵七五頁︶と比較して分かるように、末尾の委員会名簿の﹁一九三七年十一月二十九日現在
000000000
﹂という但し書きと、 ﹁ク
リスチアン・クレーガー⋮⋮。そしてまたジョージ・フィッチ⋮も⋮後に正式に委員会に加入し、南京包囲の全
000
00
00000000000
0
000000
期間を通して南京に留まった
0000000000000
﹂というラーベのやや重要な
00000
説明を、ヴィッケルト版︵と邦訳版︶は削除している。
〔比較と研究
58〕
　
同じく﹁破線﹂を付した﹁その鉄板⋮他にも多くのものがそうだった﹂は、 ︵三︶のヴィッケルト版で加筆さ
れた。 ︵四︶の邦訳版はこれを受け いる。〔比較と研究
59〕
　
ここでやや重要な
00000
と言うのは、この名簿が作製された十一月二十九日現在
000000000
、南京の宣教師フィッチ師は南京を
留守にしていたか、或いはこの名簿に本人自ら同意できない何らかの事情があったということが、この但し書きから確認されるからである。　
フィッチ師はアメリカ大使館が南京から撤退した﹁翌日﹂ ︵
the next day ︶ 、つまり十二月九日に南京に戻った
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と回想録に記している。しかしヴォートリンは十一月二十八日の日記に大使館で会議があったとき、その出席者としてフィッチ師を挙げている。　
フィッチ師は国民党政府の最高権力機関﹁軍事委員会﹂に直属する組織の﹁顧問﹂として当時シナ大陸を東奔
西走していた。そのため十一月二十九日現在、南京を留守にしていたか直接意思表示ができなかったため、その後正式に委員会に加入し のであろう。なお
急きゆうきよ
遽
陥落直前に南京に戻ってきたのは、南京安全地帯の﹁所長﹂
︵
D
irector ︶として命令し、指揮し、監督する、要するにディレクトする重要な任務が待っていたからであろう。
　
註１、
Vautrin’s D
iary 1937 , ibid., p.86.
〔比較と研究
60〕
　
同じく﹁破線﹂を付した人口数にかんする﹁ちょっと正確な報告﹂ ︵
etw
as genauere A
ngaben ︶は︵二︶の一
九四二年の﹃爆撃﹄では﹁もうちょっ 正確な報告﹂ ︵
noch etw
as genauere A
ngaben ︶に変わり、 ︵三︶のヴィッ
ケルト版も邦訳版もそれを受け継いでいる。ただ邦訳版は正確な
000
にカギ括弧を付して﹁正確な﹂としているが、
カギ括弧は右のように ともとなかった。本稿は﹁異同﹂の研究であるためこのように些末なこともやむなく書いたが、ともあれそれは横に置いて、ここではラーベが南京残留の人口数に強い関心を抱いていたと指摘しておかねばならない。その理由 よくは分からない。K
A
D
O  A
M
A
Y
  E
isaku &
 H
　　　　　
  Shudo, E
ine vergleichende Studie über die D
iskrepanzen zw
ischen John R
A
B
Es 
M
anuskripten und seinen veröffentlichten “ Tagebüchern” (3 )
1
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A
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O
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